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はじめに 

 

本報告書は、平成２２年度、文部科学省にて採択された大学改革推進事業補助金「大学
生の就業力育成支援事業」の活動とその成果を取りまとめたものである。「就業力育成支援
事業」の取り組みは、豊橋創造大学情報ビジネス学部ならびに豊橋創造大学短期大学部キ
ャリアプラニング科の２つの学科がともに進めてきたものである。 

 

この就業力については、2010 年 2 月に改正され、2011 年度から施行される大学設置基準
では、「学生が卒業後自らの素質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力」
を就業力と定義がなされ、学生が自分に合った仕事を見つける能力のことを意味している。 

本学では、これまでフレッシュマンプログラム、キャリア教育、インターンシップ、資
格支援なと、就業力育成に多くの力を割いてきたが、それでも就業後数年以内に離職をす
るなどの現象も現れている。今回の大学改革推進事業補助金「大学生の就業力育成支援事
業」の採択を受け、「魅力ある大学づくり」に向けて就業力育成を組織的に展開することと
した。このため、本学の就業力の育成に関わる現状を踏まえ、またこれまで展開してきた
一連のプログラムの見直しを行い、学生のメンタル面とスキル面双方の強さを備えた、『職
業人』を育成することをテーマに、就業後の安易な離職と早期退職を防止することを課題
として推進してきた。 

 

具体的には『職業人としての就業力』の育成を、①メンタルタフネスの育成 ②実践的
スキルのブラッシュアップ（プロジェクトマネジメント体験）③ユビキタスキャンパスの
始動 ④大学コミュニティーを活用した社会人基礎教育の展開 の４つを柱として展開し
てきた。本報告書は、平成 22・23 年度において、この４つの柱を中心に活動・実施内容と
成果をとりまとめた。 

豊橋創造大学情報ビジネス学部ならびに豊橋創造大学短期大学部キャリアプラニング科
では、これまでの活動を基礎に、就業力育成を継続的に改善を加えて展開する所存ですの
で、本報告書をご覧いただき、忌憚のないご意見を頂戴いただければ幸いです。 

 

 

                  2012 年 3 月 

                   「持続型職業人ＳＯＺＯプロジェクト」 

事業推進責任者  

豊橋創造大学情報ビジネス学部長 佐藤勝尚 
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文部科学省「大学生の就業力育成支援事業」に採択されました「持続型職業人 SOZO プロジェ
クト」の成果報告書をお届けします。 
本学は、平成二十二年度以来、大学改革推進事業補助金（大学生の就業力育成支援事業）を柱

に魅力ある大学づくりに取り組んでいます。この事業は、本学と短期大学部が共同で推進してい
る、スキル面とメンタル面の両方の強さを備えた職業人育成を目的としたプロジェクトでありま
す。下記の解決策を通じて、社会的・職業的自立に繋がる学生の就業力育成を目的としています。 
豊橋創造大学情報ビジネス学部ならびに短期大学部キャリアプランニング科ではこれまで１

学年 170 名程度の少人数を活かした密度の濃いキャリア教育、スキル育成プログラムによって、
職業人として必要な就業力育成を行ってきた。その結果、就職率は90％を超え、フリーター、ニ
ートを出さない大学として定着しつついました。しかしながら、就業後に目を向けてみると、卒
業後数年内に安易な離職をしてしまう卒業生も存在し、その原因はストレス耐性や我慢の欠如な
どメンタルタフネスの不足に依拠するケースが見受けられました。 
そのため、本取組では就業力育成のため、具体的施策を以下の４点を柱としてこれを推進す 

ることにしました。 
1)メンタルタフネスの育成 ： セルフモチベーション、ストレスコントロールなどグルー
プでの実技演習と座学を組み合わせて学生自身の経験知を高める教育プログラムの開
発・展開しました。また、学部学生用としてビジネス研究講座を開講することによって学
部学生の就業観の育成をおこなっています。 

2)実践的スキルのブラッシュアップ[プロジェクトマネジメント体験] ： 学生自身が企
画・立案・運営するプロジェクトを立ち上げる場の提供を行い、そのプロジェクトの運営
を通して、学生自ら気付き・学ぶ「SOZOプロジェクト」を推進しています。そのプロジェ
クト運営を通してプロジェクトマネジメント体験やプロジェクト運営に不可欠なウェブ
検索サイトや携帯情報端末を活用したITリテラシを体得させる事業を展開しています。 

3)ユビキタス・キャンパスの始動 ：「持続型職業人SOZOプロジェクト」に特化したWEBサ
イト・データベースの構築・運用。大学と学生をインタラクティブに結ぶために、携帯情
報端末を貸与し、専用アプリケーション開発支援や学内IT環境の整備などをおこなってい
ます。 
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4)大学コミュニティーを活用した社会人基礎教育の展開：これまで多くの卒業生を地元へ輩
出した強みを生かし、卒業生の人的ネットワークを再構築するために、社会活動豊富な卒
業生と在学部生の交流を推進しています。 
次ページ以降に本取組の詳細についてご報告いたします。次年度以降も教職員一同、全力

をあげて本事業を遂行していく所存ですので、本事業においてますますのご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。 
 
 

本申請事業の概略図 
 

メンタルタ
フネス

情報
活用力

知識
スキル

メンタルタフネスの育成
「セルフモチベーション」
「ワークライフバランス」
「リーダシップ育成」
「選ぶ力・捨てる力」
「目標設定・目標達成」
「主体性育成」

ユビキタス・キャンパスの始動

WEBサイト、データベース、携帯情報
端末アプリケーションの作成
など最先端のITリテラシ講座

実践的スキルのブラッシュアップ

プロジェクト・マネジメント実施
地元密着プロジェクトの推進

大学コミュニティーを活用した
社会人基礎教育

社会人との交流による
自覚促進、自己評価

 
 
 

持続型職業人SOZOプロジェクト委員会 
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１．大学等名／設置者名 豊橋創造大学／学校法人 藤ノ花学園 

２．事業名 「大学生の就業力育成支援事業」 
３．取組名 「持続型職業人」SOZO プロジェクト 

４．選定年度 平成２２年度 

５．事業推進代表者／ 

事業推進責任者 
事業推進代表者 

（所属部局・職名・氏名） 

学長  伊藤 晴康 

事業推進責任者 

（所属部局・職名・氏名） 

情報ビジネス学部 学部長   佐藤 勝尚 

６．事務担当者 担当 

（所属部局・職名・氏名） 

キャリアセンター 渉外部長   中村 隆三 

７．選定取組の概要 

豊橋創造大学情報ビジネス学部ならびに豊橋創造大学短期大学部キャリアプランニング科ではこれまで１
学年170名程度（情報ビジネス学部70名，キャリアプランニング科100名）の少人数を活かした密度の濃い
キャリア教育、スキル育成プログラムによって、職業人として必要な就業力育成を行ってきた。その結果、
就職率は90％を超え、フリーター、ニートを出さない大学として定着しつつある。しかし、就業後に目を
向けてみると、卒業後数年内に安易な離職をしてしまう卒業生も存在し、その原因は仕事に対するストレ
ス耐性や我慢の欠如などメンタルタフネスの不足に依拠するケースが見受けられる。これらの現状を踏ま
え、社会的・職業的自立に繋がるスキルの更なる向上と共に、メンタル面の育成を強化し、早期離職防止
を図るため、以下の４点を具体的施策の柱として推進する。 
1)メンタルタフネスの育成  
2)実践的スキルのブラッシュアップ  
3)上記２点を実現するためのユビキタス・キャンパスの始動 
4)大学コミュニティーを活用した社会人基礎教育の展開 

８．補助事業の目的・必要性 

（全体） 
  本補助事業の目的はスキル面とメンタル面の両方の強さを兼ね備えた職業人を育成することにより、学生
の本質的な就業力を向上させることである。その必要性は就業後の「安易な離職」や「早期退職」等を背景
としたものであり、この問題を解決することによって、持続的に社会に貢献出来る職業人を育成することで
ある。 

本補助事業の目的を実現するための具体的施策は以下の４つを柱として、これを推進する。 
1 メンタルタフネスの育成：ストレス対応法、セルフモチベーション、メンタルタフネスを活かすビジネ
ス研究講座、目標設定などの理論的背景と実技演習を組み合わせて学生自身の経験知を高める教育プログ
ラムを開発・展開する。 
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  2実践的スキルのブラッシュアップ：学生自身が企画・立案・運営するプロジェクトを立ち上げる場の提供
を行い、そのプロジェクトの運営を通して、学生自ら気付き・学ぶ「創造プロジェクト」を推進する。そ
のプロジェクト運営を通してプロジェクトマネジメント体験やプロジェクト運営に不可欠なウェブ検索サ
イトや携帯情報端末を活用した ITリテラシーを体得させる事業を展開する。 
3 上記２点を実現するためのユビキタス・キャンパスの始動：「持続型職業人 SOZO プロジェクト」に特化
した WEB サイト・データベースの構築・運用。大学と学生をインタラクティブに結ぶための携帯情報端末
アプリケーションの開発・運用をする。 
4 卒業生との大学コミュニティーを活用した社会人基礎教育の展開：これまで輩出した卒業生とのパイプ
を活かし人的ネットワークを再構築し、その社会活動豊富な卒業生と在学部生の交流を推進し、学生の社
会人力の養成を行う事業を展開する。 

 

 



- 6 - 



- 7 - 

平成 22 年度活動実績 
行事名 実施日 関連資料 

iPad 配布説明会 2 月 9 日 

3 月 25 日 

概要         P8 

メンタルタフネスベーシック講座 3 月 23 日 

3 月 24 日 

概要         P9 

テキスト       P10 

就業に関するアンケート  概要         P19 

送付文書       P20 

集計結果       P21 
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 「持続型職業人 SOZO プロジェクト」の 4 つの柱（グループ事業）のひとつである「ユ
ビキタス・キャンパスの始動」では、大学と学生をインタラクティブに結ぶユビキタス・
キャンパスの実現を目的としている。本グループ事業では、携帯情報端末を日常的に利用
させることを通じて、現代の社会活動において不可欠である基礎的な IT スキルの習得・向
上させることを目的のひとつとしている。 

 平成22年度末には、対象学生および学生を指導する教職員に対して、携帯情報端末（iPad）
の配布説明会を実施した。説明会では、iPad の基本的な利用方法、学内無線 LAN 接続の
設定方法、ならびに、ポータルサイト（マニュアル等を集約した Web サイト）へのアクセ
ス方法について説明を行い、4 月から iPad を活用したプロジェクト活動等を円滑に実施で
きるよう準備させた。 

 

 iPad 配付説明会（教員） 

  開 催 日：平成 23 年 2 月 9 日（水） 

  会 場 ：豊橋創造大学 A23 教室 

  参加人数：情報ビジネス学部教員 18 名 

       キャリアプランニング科教員 9 名 

       職員 9 名 

 

iPad 配付説明会（学生） 

  開 催 日：平成 23 年 3 月 25 日（金） 

  会 場 ：豊橋創造大学 B23 教室 

  参加人数：情報ビジネス学部新 3 年生 51 名 

       キャリアプランニング科新 2 年生 88 名 

       教職員 17 名 
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平成 22 年度に文部科学省より「大学生の就業力育成支援事業」の採択を受けた本事業の
スタートとして、メンタルタフネスベーシック講座を実施した。 

本学はこれまで、１学年170名程度の少人数を活かした密度の濃いキャリア教育、スキル育成
プログラムによる職業人として必要な就業力育成を行ってきた。その結果、就職率は90％を超え、
フリーター、ニートを出さない大学として定着しつつあるが、就業後に目を向けてみると、卒業
後数年内に安易な離職をしてしまう卒業生も存在する。その原因はストレス耐性や我慢の欠如な
どメンタルタフネスの不足によるケースが見受けられることから、学生をメンタル面とスキル面
の両方の強さを備えた『職業人』として育成し、学生の本質的な就業力を向上させ、就業後の
「安易な離職」や「早期退職」を防ぐことに繋げるために企画したものである。 
当初、1 泊 2 日の合宿形式での実施を予定していたが、平成 22 年 3 月 11 日に発生した

東日本大震災の甚大な被害により、宿泊形式での参加が危ぶまれた学生もいたことから、
急遽、学内での実施に切り替えて実施した。 

 

 メンタルタフネスベーシック講座 

  開 催 日：平成 23 年 3 月 23 日（水）・24 日（木） 

  会 場 ：豊橋創造大学 A23 教室・A24 教室 

  参加人数：情報ビジネス学部新 3 年生 49 名 

       キャリアプランニング科新 2 年生 86 名 

       教職員 27 名 

講 師 ：キャラメルソース(株)代表取締役  初見 康行 様 
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第1回

●ストレスとは？
●なぜ、メンタルタフネスが必要か？
●メンタルタフネスを自分のものにするには
　どうしたらいいのか？

●自分の学び方を理解することができる

●ストレスにより深い興味を持ち、自信を持ってこれからの
　環境変化に対応することができる

●あなた自身が日常生活において気軽に実行できるストレス
　対応手法を身につけることができる

この講座では、次のことを学びます。

この講座を学び、それを実践することによってあなたは

メンタルタフネス
ベーシック講座

メンタルタフネスベーシック講座

1

学ぶこと・メンタルタフネス
メンタルとタフネスの意味を辞書（大辞泉）で調べると、

　・メンタル：精神や知能に関するさま。精神的であるさま。
　・タフネス：疲れを知らない粘り強さ。強じん性。頑丈であること。

では、メンタルタフネスを発揮していると思っている人と
メンタルタフネスを発揮しきれない人とはどのような人でしょうか？

メンタルタフネスを発揮している人は、
　身体が健康であり、生活習慣も安定
　精神面も安定
　バイタリティーがある
　様々な環境になじんだ感じ（適応感）や意欲が高く満足度も高い

その反対は、
　疲労が強く、体調が悪い。生活習慣も不規則
　抑うつ的で不安定
　自信が持てず消極的
　将来への希望、適応感、帰属意識が不足…ということになります。

メンタルタフネスとは、「ストレスに対応する適応力」です。
　私たちは、メンタルタフネスを発揮している人のように、全てのことが充実しているときには、意識
してメンタルタフネスについて考えることは少ないものです。人は困らなければ考える行動を起こさな
いものです。

メンタルタフネスについて考える行動を起こすきっかけは３つあります。
１つ目は〝心のエネルギーが低下し、活気がない状態＝うつ状態・半健康人〟になったときが多いよ
うです。
２つ目は、就職の不安など将来に「悩み」があるときです。
３つ目は、最も重要ですが、人が何かを成し遂げようと目的と目標を持ったり、責任を感じたりする
時にメンタルタフネスについて意識します。
特に、目的や目標を持つ人は、予測される強いプレッシャーへ対応するため、あるいは困難時の予期
せぬ過剰な負荷へ備えて、メンタルタフネス力の向上に努めています。

例えば、その姿を大リーグ・マリナーズのイチロー選手やサッカーの三浦和良選手など、トップアスリー
トに見ることができます。

1

1

2

2

3

3

4

4

メ ン タ ル タ フ ネ ス ベ ー シック講座

2

この講座では、次の四つの資源を備えている人を

「ストレスに対応する適応力」の持つ人であると考えます。

１）生理的コンディション資源
生きていくためには、気力や体力など、生理的コンディションは絶対条件です。この資源が良好な
状態であることが基本です。

２）ソーシャル・スキル資源
スキル（skill）とは、訓練（学ぶこと）によって得られる技能や技術です。ビジネスの世界で活
躍するには、対人関係スキル・課題解決スキルなどが必要となります。

３）ソーシャル・サポート資源
私たちは、一人で生きているのではありません。自分ひとりで解決できないことも家族や多くの仲間の
支えで多くの困難を解決することが出来ます。この助けを求めることの出来る資源をサポート資源とい
います。

４）意味の充足資源
意味の資源とは、自分自身の存在を意味づける力です。働く意味 ･生きがいや仕事のやりがいなど、自
分で見つけなければならない人生の目的とも言える資源です。

この四つの資源を身に着けて頂くために、４回の講座を実施します。

学ぶこと・四つの資源

メンタルタフネスベー シ ッ ク 講 座
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本講座ではみなさんに「楽しく活き活き」学んでもらいたいと考えています。
学ぶこと（学び方）を考える時に良く使われるのが、下の三つの輪です。

誰でも「Want= したいこと」をしたいはずで
す。そのためには「Should= すべきこと」を
しないといけないし、「Can= 出来ること」を
増やさなくてはいけません。 「大きな Want」
のために、今は「小さな Want」を我慢して、
逆に「Should」「Can」に専念していく、こ
れが遠回りのようで実は近道なのです。
また、上手な学び方というのは、提供される
全ての知識や情報をそのまま鵜呑みにするの
ではなく、「自分で取捨選択し、咀嚼し、吸収
する」ことです。またそれを「実際に使って
みる」ことが重要です。

①取捨選択とは、様々な情報の中から、「自分に役立つところだけを抜き取る」という意味です。
②咀嚼とは、それをさらに「自分の使いやすい形にコンパクトにまとめる」ということです。
③吸収するとは、「実際に使う」ということです。

逆に言うと、上手でない学び方というのは、「何でもかんでも全部・丸ごと　詰め込もうとして、結局
身動き取れなくなってしまうようなやり方」です。これでは、「役に立たない学び」になってしまいます。
また、「自分が理解・納得できないところに反論する」という学び方や「自分へのこだわり」が強すぎ
ることは、デメリットが多いものです。それでは、あまり「役に立たない学び方」になってしまう場合
があります。

　

サッカーの三浦和良（横浜ＦＣ　元日本代表）さんは、学びについて次のように語っています。
・学ばない者は、人のせいにする
・学びつつある者は、自分のせいにする
・学ぶということを知っている者は、誰のせいにもしない。
   僕は学び続ける人間でいたい。

＊ブラジルでの経験談より（１７歳のころ悩んでいた僕に…）

三　浦：「僕はいつだって考えている」
コーチ：「考えるだけでとまっている人間はたくさんいる。お前もそうだ。考え、悩め。でも前に出ろ！
　失敗して、人生のレールを踏み外すこともある。その時も、フラフラでもいからとまるな。いっきに
100ｍ進まなくてもいい。カズ、１センチでもいいから前へ進むんだ。考えるだけではダメだ！」。

参考

上手な学び方
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学校とビジネス社会には、大きな違いがあります。
学校での勉強が、知識を吸収するということが目標であるとすれば、ビジネスの世界では、覚えた知識
を使うことが目標です。覚えた知識を使うということは、「実際の状況で活かす」という意味です。

学校では、先生方から何を知るべきか、情報はどこにあるかなどの知識が提供されます。そして、試験
の出題範囲が示され試験が行われます。提供された知識は、後で試験に出ることが分かっているので熱
心にノートをとります。宿題の出された教科書の範囲も予習します。

そこで、次のようなことはありませんでしたか？
・授業を受けて先生の話を聞いてメモをとる。
・あとで「メモ」を読み返す。
・何が書いてあるかわからない。
これは授業を受けて「学んだ」つもりになっていることを示しています。これでは、本当の学びとはい
えません。

大学を出てからの学びは、学校での学びと全く違います。試験範囲も指示されませんし、学校のような
試験もありません。社会に出れば、自分が自分の先生です。何を知るべきか、情報はどこにあるかなど、
自分で考えるしかありません。つまり、自分にあった「学び方」をしっかり身に着けることが大切なの
です。

では、どのように学び方を身につければいいのでしょうか？
学び方は、方法によって、次のように理解度が違うといわれています。

読んで学ぶ（５%）・聴いて学ぶ（１０%）・
見て学ぶ（２０%）・演習で学ぶ（３０%）・
議論して学ぶ（５０%）・実務＋失敗で学
ぶ（７５%）・他者に教えて学ぶ（９０%）

そこで、この講座では、「他者に教えて学
ぶ」ことを体験していただいて、学び方
を確実に身に付けていただきます。

なぜ、学び方が必要か

メンタルタフネスベーシッ ク 講 座
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学び（学習）とは、各自の欲求（ニーズ）と意識（あるいは目的や目標）によって
定まります。

①自分の目標に関係のある経験を得ようとする。
②目標に照らして、その経験を解釈しようとする。
③そこから概念化・仮説化がされ、何らかの結論を得る。
④その結論が自分の目標・欲求に適っているかを確かめてみる。

したがって学び方（学習のスタイル）は、それぞれ個人に独特な傾向を表し、
それぞれの勉強している環境、求められている事柄にも影響されつつ、さまざまな形で示されることに
なります。

学び（学習）は、教室の中に限られたものではなく、日々の体験や生活も学習の場です。

学習には、四つのプロセスがあり、それは常に循環しています。

学び（学習）のプロセス

メ ン タ ル タ フ ネ ス ベ ー シ ック講座
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メンタルタフネス講座では、情報を発信する側（先生）と受信する側（生徒）の関係だけでなく、以下
のように誰もが情報の発信者（先生）になって頂きます。

＊メモを書くメリット

・書くことで、自分の関心がどこにあるのかが見えてくる。
・書くうちに、「何を書き出すべきか」とそのことが楽しみになってくる。
・書くことでそれを人に伝えたくなる。
・そこに人と人の輪（ネットワーク）ができる。
・書くことで、学びが楽しくなる。

講座の進め方

メンタルタフネスベーシック講座
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１）配布した「学びメモシート」に書きます。
①欄……三つのルールを守って書きます。
（１）各講義が終わるたびに書く　
（２）書いたものの質や量を問わない
（３）考えず、話すように書く
②欄……概念化（要約して）してタイトルを付けることで、あなたの知識 ･情報にします (なります )。
③欄……今の体験が、新しい自分の学びや発見につながります。

２）講義の最後に、書いた内容を発表します。
発表しあうことで、いままでは、情報を発信する側（先生・講師）と受信する側（生徒）が明確に分か
れていましたが、この発表の場面では、誰もが自分の感じ取ったことを言葉にし、誰もが情報の発信者
（先生・講師）になって頂きます。
そして、多くの仲間と対等に情報の共有（コミュニケーション）を行い、誰からでも相互に「学び」取
る場にしていきます。

□学びメモの書き方
１）講義の内容をそのまま書くのではなく、この場で話されていることや、フッと浮かんだことなど
を ｢書く｣ ……何を書いてもいいです。

２）でも、感想を書くのではありません。
この場にいない人に伝えるつもりで、“自分が感じ取った喜びや楽しみ、そして学びをその人に分かる
ように ”書きます。

３）そうすることで、自分のこころの中でおきた変化や「自分は何に関心が向いているか」「何を人に
伝えたかったか」など、書いているうちにその意味がはっきりします。

進め方のポイント
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わかりやすい発表（話し方）は「め・す・ひ・な・ま」で！

め：「目配り」をしながら話す
一人ひとりに目を合わせながら話す。「アイコンタクト」
一言ごとに異なる聴衆に目を配る。「ワンセンテンス・ワンパーソン」

す：「すべて」を使って話す
相手が話を聞いているとき、相手の目は終始、あなた（話し手）の全身の立ち振舞いを緻密に観察し
ています。全身全霊で相手に訴える姿勢がなければ、人は真の意味で感動し動かされません。
＊立ち振る舞いの全て！　情熱、迫力、態度、マナー、人柄、姿勢、身振り、手振り、服装、顔つき、
外見、表情、視線

ひ：「ひとつあります」といって話す
話の整理は、あなた（話し手）の責任です。徹底的に論点を絞ってまとめ上げ、重要度順にポイント
をナンバリングして最初から全体のナンバーを言って、その通りに終わります。例えば、ポイント
はひとつあります。それは○○ということです。また、論点は二つあります。一つ目は○○というこ
とです。二つ目は□□ということです。
×「それから」とか「まず」とか「次に」「最後に」という表現は使わないこと！

な：「なぜならば」といって話す
論拠（＊）を明確にしながら話す。
「私は、○○と考える。なぜならば…であるからである。」
（口癖にすれば、話が早い。）相手から「なぜですか？」と聞かれる前に、自分から「なぜならば・・・」
と話せば、説得性・納得性を増す。
ただし、論拠が論拠としてしっかり主張したいポイントの裏づけになっていなければならない。
＊論拠とは、話のテーマのよりどころ・根拠である。

ま：「まとめますと」といって話す
「今の話をまとめますとポイントはひとつです。それは○○ということです。」
話の行き違いをなくす（少なくする）。
話を聴いたあとの頭の中は、必ずしも話し手の期待通りにまとまっているわけではない。かなり勝手
な解釈をしている場合が多い。

⇒「自分の考えをうまく話せない」のは、
「うまく、考えることが出来ない」ということ。「考えられない」から、話をうまく組み立てられない。
話を組み立てられないから話せない。話せないことは書けない。書けないことは、伝わらない。

参考：わかりやすい発表（話し方）のヒント

メ ン タ ル タ フ ネ ス ベーシック講座
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「ストレス」という言葉を最初に使ったのは、セリエという学者です。によると、ストレスとは、「スト
レッサー」と呼ばれるストレスを引き起こす刺激によって、覚醒水準が高まることを指します。ストレ
ス自体は、本来はネガティブなものでもポジティブなものでもありません。ただ、覚醒水準が自分の思っ
ている以上に高かったり、思ったときに下げることができなかったり、不快なものと認知されるように
なると、負の意味でストレスと感じるようになります。

●どんなものでもストレッサーになり得ます。

例えば、秋の「鈴虫の声」。日本人にとっては、鈴虫の声を聞くことはリラクセーションになりますが、
外国の人にとって鈴虫はストレッサーになることがあります。米国では鈴虫が鳴くと、「秋は鈴虫がう
るさいよね～、眠れる？」というような感じの会話が普通にされているのです。鈴虫の声がストレッサー
なのです。同様に、同じものがすべての人にとってストレスと感じられるとは限りません。つまり、同
じ刺激でも、ストレスになる人とならない人がいる。人によって何をストレッサーとして捉えるかが違
うのです。

ストレッサーによって覚醒水準が上がっていることをストレスといいますが、本来、完全なストレスフ
リーという状態はあり得ません。もし、そういうことになると人間は退化してしまいます。極端な例で
すが、感覚遮断実験というものがあります。被験者を “見えず、聞こえず、触れず ”という状態にする
実験ですが、被験者は2～3時間でその状況に耐えられなくなります。この “ 見えず、聞こえず、触
れず ”という状態は、視覚にも、聴覚にも、体感覚にもストレスがない状態です。一見、こんなに幸せ
なことはないはずなのに3時間も持たない。だから、ストレスがないという状態はないのです。ただ、
自分にとって、ちょうどいいストレスかどうか、望みのストレスかどうか、ということなのです。

ストレスは、外部から様々な刺激が加わったときに起こる、人の「こころやからだ」などのゆがみの状
態を指します。

人間を軟らかいゴムボールだとすると、ボールに力を加えるとボールはつぶれます。力を取り除くと、
つぶれたボールはもとのボールに戻ります。しかし、ゴムが変形するほど大きな力を加えると元には戻
りません。

人間も同じです。私たちの周りには、環境の問題や人間関係の問題など、ストレスの原因（ストレッサー）
が数多くあります。そして、その問題に対応しようとするときに様々な変化が生まれます。この変化を
私たちは、頭や心で感じるだけでなく、様々なこととして認識しています。この認識している状態＝ゆ
がみがストレスです。

ストレスとは何か

人をボールに例えると

メンタルタフネスベーシ ック講座
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同じストレッサーにさらされても、
それによる影響の表れ方は、人に
よって異なります。たとえば疲労
や不眠、また頭痛といった身体面
に症状が表れる人もいれば、不安
や抑うつといった心理面に症状が
表れる人もいます。また、遅刻の
増加や無意識に嫌な相手を避ける
など、行動面に出る人もいます。
依存やあきらめといった考え方に
変化が起きる人も…といった具合
で様々です。

同じストレスを受けても、それをストレスと思わない人もいれば、強いストレスを感じてしまう人もい
ます。また、同じ環境でもストレスに打ち勝てる人とそうでない人がいます。その違いは、ストレスに
耐え得る心の柔軟さや強さ、つまり「メンタルタフネス」の高低によるものです。

先にも述べたように、同じストレッサーにさらされても、それによる影響の表れ方は、人によって異な
り、図のような様々な症状によって現れます。

ストレスと心身の因果関係

メンタルタフネスベーシック講座
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覚醒水準が上がる、つまりストレスがたまってくると「Fight or Flight（ファイト　オア　フライト）」
――戦うか逃げるか、という状態になります。これは脳の中枢、脳幹の中枢で起こっていることで、動
物は覚醒水準が上がると、自分が向かっていくか、それとも逃げるか、という意識状態になります。仕
事をしている状態もそうです。戦うか逃げるか、という状態で作業をしています。

本当は、自分の意志でストレッサーを避けたり、ストレスを減らしたり、また上げたり、というように、
コントロールできるようになればいいのです。ところが、ストレッサーが多すぎて、ひっきりなしに対
処している状態、常に電源オンのような状態になると、これはよくありません。

一つは、飛んできた石、つまりストレッサーから逃げるという方法です。
もう一つは、ストレスと付き合うという方法です。これはストレスにうまく対処するということです。
また、石がぶつかったときのショックを和らげるために、スポンジのような緩衝材をあてがうという方
法もあります。このスポンジの役割をするのがソーシャル・サポート資源です。友人や同僚、家族といっ
た存在がこれにあたります。
しかし、友人や家族は最大のストレッサーといわれることもありますが、同時に最大の支援者にもなり
得ます。
では、仲間がスポンジの役割を果たすにはどうすればいいのかというと、まずは仲間の話をしっかり聞
くことが重要です。そこで最近、注目されているのが人の話を聞く際のテクニックである “ 傾聴 " です。
カウンセリングマインド、座る場所や姿勢、質問や言葉の選び方など、話を聞くための実践的な技術に
関するセミナーは数多く、受講者も増えているといいます。

意見の対立があったときに、一方的に自分の意見を押し付けるのでも、我慢をするのでもなく、自分も
相手も尊重しながら行うさわやかな自己主張の仕方。
あなたが仲間のいうことに耳を傾け、仲間はあなたに明るく前向きな自己主張をすることです。これだ
けで友人同士のストレスはかなり軽減されるはずです。
当たり前のようですが、これができていると胸を張れる人は、そう多くないと思います。

メンタルタフネスにはストレスの受け止め方の違いも大いに関係しています。
たとえばちょっとした自損事故を起こしたとき。車両保険で修理をすれば車は元通りになるのに、これ
で保険料が上がってしまうなど、余計なことまで考えていつまでも落ち込んでしまう人がいますね。こ
のように、ものごとの受け止め方に偏りがあると、うつになりやすいといわれます。こういう人の多く
は、ストレスにとらわれているのに　気が付いていないようです。

メンタルタフネスで大切なのは、まずストレスに気付くことです。
そのためにはカウンセラーに相談するのが一番ですが、現実にはなかなか難しいといえます。そこで、
その代わりになってくれるのが、グチや不満を話せる友人の存在です。ストレスの原因や、自分の感情

ストレスへの対処法
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がはっきりするというのが、話すことの効用です。ストレスを客観的に捉え、その受け止め方の偏りを
自分自身で気付き修正できるようになります。何でも話せる友人を同じクラスだけでなくそれ以外に2
人以上は作りましょう。

ストレスの客観化を合理的に行えるのがストレスチェックです。
ストレスがたまった状態（うつ）は、体は健康なのにそれを動かすエネルギーがない状態のことです。
いわばガソリンが切れた車のようなものです。うつになる人の多くは、マジメで脇目もふらずに走って
いるから、ガスメーターが少なくなっても気が付かない人です。ストレスチェックをするということは
メーター類を自ら確認するという作業です。ストレスに気付くことができれば、それ以上ストレスを強
めないようブレーキを踏むこともできるのです。

ストレスチェック

メ ン タ ル タ フ ネ ス ベーシック講座
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ストレスを溜め込む人には、事態を必要以上に深刻にとらえてしまう人がいます。自分の考え方の癖を
知り、合理的でない思考やその元になっている信念に気づいて、以下の七つのステップを踏んでいけば、
それを変えることができます。結果、合理的な思考が身に付いてストレスへ適切に対応できることにな
ります。

★自動思考：自分の意思と関係なく、頭の中に何度も出てきてしまう考えを「自動思考」という。
この思考が歪んでいる（合理的でない）と、ストレスが溜まりやすい。

考え方の癖を直してストレスへ上手に対応する　→　思考の合理化

ステップ

ステップ

ステップ

ステップ

ステップ

ステップ

ステップ

★今後の目標

思考記録票と目標設定

1

3

5

7

困っていること、悩んでいる問題をはっきりさせよう。［問題の認識］

その場で生じている感情、行動および思考について調べてみよう。
［自動思考］

その思考が適切か、役に立っているか、考えてみよう。
［背景にある考え方のクセ］

その別の思考や見方を実行してみてどうなるか、試してみよう。
［合理的思考の影響］

2

4

6

どういう場面で、そのことが起こっているか、考えてみよう。
［動揺させた事実］

その思考が、その時の感情や行動にどのように影響しているか、考えてみ
よう。［自動思考の影響］

同じ出来事を、別の思考や見方ができないか、考えてみよう。
［合理的思考の探索］

メ ン タ ル タ フ ネ ス ベ ー シ ック講座
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七つのステップの記入例

メンタルタフネスベーシック講座

15
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悩みというものは合理的に考えても、解決しないことが多いものです。それでも「もっ
と深く考えれば治るはずだ」「原因を突き止めれば治るはずだ」ということをしてしまい
ます。特に物事をいつも合理的に考えやすい人はそうではありませんか？

仕事などでは、合理的、論理的な思考が求められます。
問題点があれば、原因を探り、それを取り除くための対処、そうすれば将来どうなるか
の見通しを立てます。
ところが悩みに対してはその思考方法が役に立つとは限りません。
実はこのような思考方法で考え続けていくと、さらに苦悩が増すことがあります。

例えば、仕事でミスをして落ち込んだとします。

そして「自分は仕事もロクにできない人間だ」とレッテルをはります。
「同僚から馬鹿にされてるんだろうなぁ」「同僚よりも自分は劣っている」と他人の目を
気にしたり、他人と比較したりします。
「そういえば昔からそうだったなぁ」と過去に原因をもとめたり「この先もずっとこうな
のかなぁ」と未来を想像したりします。そうすると、後悔、絶望感という新たな苦悩が
生まれ、落ち込んでいきます。どう考えても落ち込んでいく一方なのに、「考えれば解決
するはずだ」という信念があるために、考え続けるのです。

このように、初めは「仕事でミスをした」という現在の事実から、他人との比較、過去
や未来というバーチャルな世界に思考が飛んでしまうのです。
小さな出来事が頭の中でだんだん大きく変化していき、苦悩を増大させる一要因となり
ます。

メンタルタフネスが弱っている人（うつの人）に考えてほしいのは、「考え続ける」こと
なのか「解決したい」のか、どちらでしょう、ということです。
「考え続ける＝解決」とは限りません。

堂々巡りになっているときは、「考え続ける」という罠にはまっているものです。罠には
まらないためには、その罠から気付き、思考記録票で行った「考え方を変える」、「認知
の歪みを治す」などの対処スキルが必要となります。

過度な合理的思考がメンタルタフネスの妨げになる

メ ン タ ル タ フ ネ ス ベーシック講座
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神経には自律神経と随意神経があります。随意神経とは自分の意志で動かせる神経、自
律神経は自分でコントロールできない神経です。

例えば、「心臓の鼓動のスピードをちょっと変えてみてください」といわれてもできませ
ん。心臓は自律神経で動いています。ただし、ヨガを極めた人などは変えられます。で
もそれはイメージを使ってのことです。怖い場面や興奮する場面を頭の中にイメージし
て速くしたり、海をイメージしてリラックスさせてゆっくりさせたり、といった方法です。
基本的には、自律神経は自分の意志ではコントロールできません。

さて、自律神経と随意神経には、それぞれにアクセルとブレーキがあります。アクセル
が「交感神経」で、ブレーキが「副交感神経」です。ストレスで悩んでいる方々は、ア
クセルばかり踏んで、ブレーキを踏んでいない状態になっているのです。ブレーキが壊
れているのですね。どうなるでしょう。当然、事故を起こします。

交感神経が活発になっている状態、アクセルを踏んでエンジンがフル回転になっている
状態が、ストレスの状態です。走りっぱなしだといつか壊れてしまいますね。だから、
ブレーキをかけて休む必要があります。つまり副交感神経を活発にさせる必要があるの
です。副交感神経が活発になっている状態が、リラックスしている状態です。

交感神経が活発になればなるほどストレスを感じ、副交感神経が活発になればなるほど
リラックスします。要は、この交感神経と副交感神経のオン／オフができるようにした
いわけです。ブレーキである副交感神経は、自分で完全にコントロールできるものでは
ありませんが、これから紹介する方法で、ある程度はコントロールできます。この副交
感神経を刺激してリラックスした状態にもっていくことを、リラクセーションといいま
す。今回はいくつかの切り口を通してリラクセーションの技法を紹介します。

リラクセーションとは

メンタルタフネスベーシック講座
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二種類の緊張 ⇒ 「不安のない緊張」「不安のある緊張」

不安がないときは、緊張に比例する形で発揮能力が高まってきます。

しかし、「うまくいかなかったらどうしよう」とか「またこの前のように失敗するのでは
ないか」といった不安（これを「予期不安」という）があったり、またなんとなく漠然
とした不安があったりすると、「あがり」が早く訪れます。

メンタルタフネスが豊かで落ち着いた行動ができるとき不安はなく、発揮曲線も点線に
なります。不安がなくなると、不安があったときに「あがり」をもたらす緊張がちょう
どほどよい緊張となり、発揮能力が最大になります。（Peak Performance：ピークパ
フォーマンスという）。

メンタルタフネスは、「ゆったりした気分」味わう事により、「デイリーハッスル（日々
のいら立ち）」を解消し、心身のリズムを本来の状態にもどしてくれます。また、「あがり」
の防止にも効果があります。その理由は、「ゆったりした気分」の時には「不安」が消え
ていることになるからです。

スポーツの世界で、ピークパフォーマンスを目指して、メンタルトレーニングとしてメ
ンタルタフネスの強化（心のリラックス法）が使われることが多いのもこの理由による
ところです。

日頃から心のリラックス法を行い、「ゆったりした気分」を味わっておくと、困難な場
面に遭遇してもあわてふためかず、冷静沈着に行動できて、本来の力、持っている力が
100％発揮されるのです。

ブルペン・エース、稽古場横綱、チャンスに弱い４番バッターなどと言われることはな
くなるのです。

二種類の緊張とメンタルタフネス

メンタルタフネス ベ ー シ ッ ク 講 座
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　リラックス呼吸法のすすめ
　　　日常生活の中で、上手にリラックスしている（できている）人は、「メンタルタフネスのスキル
　　　が高い」と言えます。
　　　リラクセーションは、よりよいストレス・コーピングに役立ちます。
　　　ストレス状態をリラックスモードに切り替えられる人は、リラクセーションが上手といえます。
　　　リラクセーションの習慣を身につけていると、心身の状態への気づきが深まり、早めに無理なく
　　　心身をよい方向に調整できます。
　　　いつもあなたが取り入れているリラックスモードへの切り替え方は、どんなことですか。
　　　〔例えば、仕事の区切りにお茶を飲みながら窓外の景色を見ることもなく眺めてボーとしている
　　　こと〕
　　　ここでは、ストレス解消やリラックスモードへの切り替えとして、誰にでもすぐ簡単にできる
　　　｢リラックス呼吸法｣ を体験してみましょう。

　 セッション（session）の練習手順

＜以下のステップ１－４を２～３回繰り返します。これを１セッションといい、
２～４分位の時間でできます＞

０．準備：くつろげる場所やゆったりできる服装であるとよい
　　　（体を締め付けているものは外すか緩めるかする） 
　　　（気になるような小用は済ませておく）

１．姿勢を整える
　　　（楽な姿勢をとる、背筋を伸ばして肩の力を取り、両足は肩幅程度に開いて前の方
　　　に軽く置く）

２．リラックスして軽く目を閉じる
　　　（顔は正面を向け、全身の力がほどよく抜けて緩んでいる姿勢）

３．深呼吸を３回行う
　　　（①吐くときには、口からできるだけゆっくりと肺の中の空気を全部はきだすつも
　　　りで、途中息をつかずに、風船を膨らますような感じで吐きつづける）
　　　（②吸うときには、鼻から深く一気に吸い込む）
　　　（③息を吸ったあとは、息を止めたままやや間を置いて、また①に戻り息を吐き出す）

４．目を静かに開ける
　　　（普通の呼吸に戻している。 活動できる姿勢に戻る）

リラクセーションを体験しよう　1

1

2

～リラックスで元気をつくる！～
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●自分がリラックスしている情景をイメージして行なっても良いです

●または、ゆったりできるＢＧＭなどを聴きながら行っても良いです

●あるいは、溜まっているストレスを吐き出すつもり（気持ち）で息を吐いていくとよ
　いでしょう

●深い呼吸は、横隔膜の上下運動を活発に（通常は２－３cm のところ約 1 ０cm）し、
　その刺激を受けてβエンドルフィン（脳内のモルヒネ）の分が多くなり、リラクゼーショ
　ン効果をもたらします。

息を吐いているときは、吐くことに専念します
⇒⇒ その一時、心は何も思わず考えない状態になっています

深呼吸のコツ

メンタルタフネスベーシック講座
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日ごろのあなたは、リラックスすることについて、意識したり行動したりすることをど
の程度していますか。
下記の項目で、簡単に振り返って見ましょう。該当する欄にそれぞれ印をつけて下さい。

【判定】あなたのリラックス上手度は、下記のとおりです
Ａ ) ◎印が二つ以上ある⇒大変高い
Ｂ） ◎印が一つある⇒高い
Ｃ ) ◎印がない場合で○印が二つ以上⇒普通
Ｄ ) 上記（Ａ、Ｂ、Ｃ）に該当しない場合⇒低い

【アドバイス】下記の点を今後の参考にしてください
　●判定Ａ・Ｂの方は、リラックス上手といえます。
　　◎印がより多くあると良いですね。今の習慣を大事にして下さい。
　●判定Ｃの方は、◎印を１つでも加えて、習慣性をさらに高められると
　　良いですね。
　●判定Ｄの方は、低かった質問項目の習慣性を補強したり、自分なりのリラック　　
　　スを心がけましょう。

日頃のあなたのリラックス上手度をチェック

メ ン タ ル タ フ ネ ス ベ ー シ ック講座

22

　心のリラックス法（簡易自律訓練法）のすすめ

　●自律訓練法の簡易版である「心のリラックス法」とは
　自律訓練法の標準練習の基本部分である両腕・両脚の温重感練習を集中講座や通信
　講座で習得し、日々の練習を通じて習熟度を高めていくものです（個人差はあります
　が２、３ヶ月位が習熟の目安）。
　容易に習得できて、職場や家庭などでチョットした時間に、気軽に実践できるとい
　う利点があります。メンタルタフネスのベースを整えられるので下記に述べる様な幅
　広い効果が期待できます。

　●自律訓練法の基本課題
　自律訓練法は１９３２年にドイツの神経科医Ｊ・Ｈ・シュルツによって、催眠療法
　などをヒントにして完成された「緊張や不安を取り除くことを基本課題として、心の
　状態を柔軟にかつ強靱にする」もので、心理生理学的裏付けのもとに組み立てられて
　います。

　●心のリラックス法の効果
　私たちが歯みがきを朝晩おこなうように、日常の生活習慣の一つとして、心の上手な休息

　法としての「心のリラックス法」の実践を継続していきますと、各人に見合う効果を味わう
　ことができます。
　身体のこわばりとこころのこだわりが解れて、心身のリズムが整えられ、本来の活力を取

　り戻し、家庭や職場における諸活動がいっそう充実してきます。

2

1

～過剰な緊張をとって、ストレス対応のベースを整える！～
リラクセーションを体験しよう　

メンタルタフネスベーシック講座
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   セッション（session）の練習手順

＜以下のステップ１－ 7 を２～３回繰り返します。これを１セッションといい、
２～４分位の時間でできます＞

０．くつろげる場所とゆったりできる服装であることを確認する
　　　（暑すぎず、寒すぎず、明るすぎず、暗すぎず、静かな部屋）
　　　（極端な満腹・空腹はさける）
　　　（体を締め付けているものは外すか緩めるかする）
　　　（気になるような小用は済ませておく）

１．姿勢を整える
　　　（楽な姿勢をとる、背筋を伸ばして肩の力を取り、両足は肩幅程度に開いて前の方に軽く　　　
　　　 置く）

２．軽く目を閉じる
３．深呼吸を2回行う

　　　（吐くときには、できるだけゆっくりと胸の中の空気を全部は吐き出すつもりで）

４．リラックスする
（普通の呼吸に戻し、全身の力が抜けて緩んでいる姿勢）

５．受動的な注意集中の状態に入る
　　　（両手・両足にそれとなく注意を向け、次の公式を心の中で声を出さないで、ゆっくりと    　　
　　　 唱える）
　　　 ２～３分（または２～３回）

　　　 気持ちが落ち着いている……………………………（繰り返す）
　　　 両手（両腕）両足（両脚）が温かくて重たーい…（繰り返す）
　　　 温かくて重たーい……………………………………（繰り返す）

６．消去運動（目覚まし運動）
　　　（時間がきたら、目を閉じたまま、上体を起こし、背筋を伸ばして、消去運動を２～３回繰り返
　　   すさらに、あくび、伸び、ストレッチングを行う） 消去運動（目覚まし運動）
　　 ＜これらの力を入れる動作は、筋紡錘を押しつぶし、インパルスを大脳に送り込むことを目的と
　　   している＞

７．おわりに、静かに目を開ける

（簡易自律訓練法）の体験《実習－手足の温重感》

2
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練習の進め方：毎日２～３セッション位、行いましょう

① 朝：布団・ベッドの中で 
② 昼：満腹感のおさまった頃、イスやベンチで（洋式のトイレでも可）
③ 夕：残業前にイスで
④ 夜：寝る前にベッドや布団の上で

温感とは 
末梢血管の拡張、体表面血流増加にともなう、やわらかい温かさ。

重感とは 
全身の筋肉がゆるみ力が抜けているので、重だるい感じや手足に力の入らない感じ。

受動的注意集中とは
気持ちを落ち着かせよう、手足を温かくしようとがんばるのではなく、さりげない注意を手や足に向け
ながら、温かい変化、重たい変化が現れるのを待ち、現れたら、自然に素直にその変化を受け止めるよ
うな注意の向け方をいいます。

練習の進め方

いす姿勢（力が抜けている）

消去運動（目覚まし運動）

メンタルタフネスベーシック講座

心の健康度は自分でもなかなか自覚しづらく、定期的なチェックが必要です。
最近、1ヶ月のあなたの状態について、チェックしてみましょう。

ストレス反応レベルセルフチェックシート
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大学コミュニティグループでは、『卒業生とのパイプを活かした人的ネットワークを再構築し、
その社会活動豊富な卒業生と在学生との交流を推進し、学生の社会人力の養成を行う事業を展
開する』という本グループの活動目的の足掛かりとして、本学の教育方法の改善につなげるための
就業状況アンケートを実施した。 
今回の集計からも、人間関係等のメンタル面の躓きをきっかけに早期離職をしてしまう結果が見

受けられた。この結果を踏まえ、次年度以降の本事業の取り組みに活かしていきたい。 
また、今回のアンケートでは在学生の企業訪問を活発化させるための情報整理に繋げる項目も

実施しており、今後の就職指導にも役立てていく予定である。 
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卒業生のみなさまへ 

平成 23 年 3 月 

豊橋創造大学 豊橋創造大学短期大学部 

「持続型職業人」SOZO ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員会 
 委員長   佐 藤 勝 尚 

就業に関するアンケートのお願い 
 

拝啓 卒業生の皆様にはますますご健勝にてご活躍のことと存じます。 

さて、豊橋創造大学・同短期大学部（豊橋短期大学）は、短期大学においては
２８年、大学では１４年が経過し、その間に教育・研究を貫き今日では地域社会
において高い評価を受けるようになりました。これは創立当初からの実学教育の
理念を堅持してこられた諸先哲、教職員等の努力、ご父母からのご支援、ご協力、
ならびに卒業生各位の社会におけるご活躍によるものと存じ、心から感謝してお
ります。 

母校では、２１世紀に向けての高等教育機関として教育研究の環境を整備し飛
躍的発展の基盤づくりを考えています。ご承知かと存じますが平成２１年に保健
医療学部を新たに開設し、また平成２４年には、経営学部を開設する予定です。 

現在、母校では、“持続的に就業力を高める”ための取り組みをいたしておりま
したが、この取り組みが文部科学省【大学生の就業力育成支援事業】に採択され、
今般『持続型職業人 SOZO プロジェクト―２年以内の早期離職防止を目指した
メンタルタフネスとスキルの育成―』としてプロジェクトで展開中であります。 

このたび、このプロジェクトの一環として、卒業生の皆様に『就業に関するア
ンケート』をお願いいたすこととなりました。本アンケートは、卒業生の皆様の
就業の実態を把握し、これからの本学の教育方法の改善に利用するものです。ご
回答いただければ幸いです。なお、アンケートの結果については、後ほど報告書
としてご報告させていただきます。 

卒業生の皆様には、平素から種々ご援助いただいておりますが、後輩のため、
母校の発展のためアンケートのご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

末筆ながら今後より一層のご健勝とご発展をお祈り申し上げます。 

敬具 

平成 23 年 3 月 

卒業生の皆さまへ 

豊橋創造大学 豊橋創造大学短期大学部 
「持続型職業人」SOZO ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員会 
キャリアセンター  

渉外部長 中 村 隆 三 
【卒業生の就業に関するアンケートのお願い】 

 
卒業生の皆様には各方面でますますご活躍のこととお喜び申し上げます。 
さて、ご案内のように本学での取り組み『持続型職業人 SOZO プロジェクト』が

文部科学省『大学生の就業力育成支援事業』に採択されました。 
そこで、この事業の一環として卒業生の皆様方に本学の教育方法の改善を目的

とした就業に関するアンケートをお願いいたします。平素より種々ご援助いただ
いておりますが、後輩のため、母校の発展のため、アンケートのご回答をお願い
申し上げます。    

末筆になりましたが、皆様とご家族のご健康、ご発展をお祈り申し上げます。 
 
【対象卒業生】 

豊橋短期大学     （秘書科 ・ 経営情報科） 
豊橋創造大学短期大学部（実務教育科 ・ キャリアプランニング科） 
豊橋創造大学     （経営情報学部 ・情報ビジネス学部） 

【回答方法】以下よりご都合のよい方法にてご回答をお願いします。  

◆パソコンでＷｅｂ より回答をお願いします。 

Top ページ http://www.sozo.ac.jp ⇒卒業生アンケートバナー 

            ユーザー名：enq  パスワード：obog 
◆右ＱＲコードより携帯メールサイトでご回答下さい。  
◆同封のアンケート用紙をＦＡＸで返信ください。（FAX：050-2017-2112） 
※A3アンケートを A4に切り離して送信をしてください。 
◆同封のアンケート用紙を返信封筒に入れて郵送下さい 

【卒業３年以内の卒業生の皆様へのお願い】 
大変申し訳ございませんが、３年以内の離職率調査が必要なため来年以降もアンケー
トお願いさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

【アンケートの問い合わせ先】 
キャリアセンター   富安 中村   Email  job@sozo.ac.jp  
TEL：０５０-２０１７-２１０４    FAX：０５０－２０１７－２１１２ 
 

アンケート回答の提出期限  平成 23年 3月 31 日（木） 
＊本調査は、個人情報保護法にそって、①本学のキャリア教育におけるデータとしての利用、②在学生
の就職活動に関す情報提供、③本学からの書類等送付（同窓会活動含む）のために住所等の最新情報へ
の更新、に限って利用させて頂きます。その他の目的に利用することは一切ありません。 
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Q1．大学卒業後、離職または転職をされましたか？ 

  

Q2．大学卒業後、離職または転職をされましたか？『はい』の第１理由 

 

Q2．大学卒業後、離職または転職をされましたか？『はい』の第２理由 

 

 

46%

54%

大学：『はい』『いいえ』の割合

[1]はい

[2]いいえ

44%

56%

短大：『はい』『いいえ』の割合

[1]はい

[2]いいえ

5%

13%

11%

11%

2%

13%

27%

0%
6%

1%

11%

『はい』の内訳 [1]仕事内容が予想と違った

[2]会社に将来性がないと思った

[3]適性に疑問を持った

[4]労働時間が長すぎた(不規則であった)

[5]給与水準が低かった

[6]人間関係が悪かった

[7]家族や私的な事情（結婚含む）

[8]期限付きの採用であった

[9]キャリアアップのため

[10]前の職場より待遇（給与水準、休日等）が良かった、

[11]その他

6%

12%

8%

12%

9%
16%

10%

1%

10%

4%
12%

『はい』の内訳 [1]仕事内容が予想と違った

[2]会社に将来性がないと思った

[3]適性に疑問を持った

[4]労働時間が長すぎた（不規則であった）

[5]給与水準が低かった

[6]人間関係が悪かった

[7]家族や私的な事情（結婚含む）

[8]家族や私的な事情(結婚含む)

[9]キャリアアップのため

[10]前の職場より待遇（給与水準、休日等）が良かった

[11]その他

Q3．転職離職をしてよかったと感じていますか？『はい』の主な理由 

 ・そう思わないとやっていられない。 

 ・プライベートの時間が持て、自分の時間が安定した。 

 ・家から近い点が良かった。 

 ・家族の変化に対応できているから。 

 ・学生時代から働いてみたかった企業に転職できた。 

 ・学歴ではなく、人間性を重視し、楽しく自分らしく働かせて頂けている。 

 ・休みがしっかりと取れる点。 

 ・給料がよくなり福利厚生もよくなった。 

・今の職場のが、仕事内容が自分に合ってるし、人間関係もいい。 

・資格をいかし、やりたかった事ができてとても充実していた。 

・自分が成長できたこと。 

・自分の目指すキャリア形成が構築できている。 

・職場の環境も良く、仕事に関してもキャリアアップが成功し現在も継続中。 

・精神的に楽になった。 

・前の会社は自分に向いていなかったので。 

 

Q3．転職離職をして良かったと感じていますか？『いいえ』の理由 

 ・あまり、変化がなかった。 

 ・ハローワークに行ってもなかなか希望する会社がなく給料も下がり生活水準が低くなってしまった。 

 ・もう少し離職せずに頑張れば良かったと後悔した。 

・家庭の事情で退職したが、退職しなくてもよい方法を探せばよかったと後悔している。 

・給料が少ない。 

 ・再度転職が続き、安定がなかったため 

 ・人脈が切れたから！ 

 ・正規→非正規は金銭的に辛いうえに、人間関係等、以前の職場の方がよかったと後悔した。 

 ・正社員ではなくなったのでモチベーションも下がった。 

 ・労働組合が弱い 

 

Q4．最初の離職又は転職をした時期について教えてください 

 

7%

8%

12%

20%

19%

9%

6%

19%

離職時期について
[1]入社後３ヶ月頃以内

[2]半年以内

[3]１年以内

[4]２年以内

[5]３年以内

[6]４年以内

[7]５年以内

[8]５年以降

Q６．今の勤め先に豊橋創造大学の後輩から就職相談の依頼があった場合に対応していただけますか？ 

 

Q7．大学コミュニティとして、大学のキャリアセンターに再就職の斡旋、紹介システムがあれば 

利用しますか？ 

 

 

25%

0%

12%

4%

59%

Q6 対応の可否について
メールで相談可能

手紙・アンケートなら相
談可能
電話で相談可能

相談可能（手段問わず）

相談不可

52%

48%

0%

Q7 紹介システムの利用について

不要

利用したい

どちらでもない
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平成 23 年度活動実績 
行事名 実施日 関連資料 

「豊橋を知る」キックオフ講演会 4 月 12 日 

4 月 19 日 

概要         P24 

プロジェクト概要   P25 

スライド資料     P26 

アンケート結果    P33 

携帯情報端末 
アプリケーション導入説明会 

4 月 23 日 

4 月 24 日 

概要         P34 

職業研究 5 月 23 日 

6 月 20 日 

6 月 27 日 

概要         P35 

社会人基礎講座 6 月 8 日 概要         P36 

キャリアプランニングⅠ 6 月 30 日 概要         P37 

メンタルタフネスアセスメント講習 8 月 8 日 

8 月 9 日 

概要         P38 

テキスト       P39 

情報ビジネス学部 
プロジェクト演習「中間発表会」

8 月 9 日 概要         P43 

配布資料       P44 

メンタルタフネス 
セルフモチベーション講座 

9 月 6 日 概要         P48 

テキスト       P49 

卒業生業界別交流会 9 月 24 日 概要         P53 

実施報告書      P54 

在学生＆卒業生交流会 10 月 23 日 概要         P55 

実施報告書      P56 

アンケート結果    P57 

メンタルタフネスを活かす 
ビジネス研究講座（１） 

10 月 25 日 概要         P59 

テキスト       P60 

スライド資料     P65 

プロジェクト管理システム(version2) 
導入説明会 

10 月 25 日 概要         P67 

メンタルタフネスを活かす 
ビジネス研究講座（２） 

12 月 17 日 概要         P68 

テキスト       P69 

スライド資料     P70 

キャリアプランニング科 
プロジェクト成果発表会 

12 月 21 日 概要         P74 

配布資料       P75 

情報ビジネス学部 
プロジェクト成果発表会 

12 月 22 日 概要         P82 

配布資料       P83 
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「豊橋について知る」プロジェクト演習キックオフ講演会は、プロジェクト
演習が単なるゼミナール活動の延長ではなく、外部協力者との協働であること
の意識づけを目的として、地域の実情についての理解を深めるために企画した。 
当日は豊橋市職員の方を講師としてお招きし、現在豊橋市が進めている第５次
豊橋市総合計画を中心とした豊橋地域の行政・産業の講演とグループディスカ
ッションが行われた。 
 参加した学生たちは熱心に耳を傾け、グループディスカッションにも積極的
に取り組んでいた。  
 
第１回「豊橋について知る」プロジェクト演習キックオフ講演会 

開 催 日：平成 23 年 4 月 12 日（火） 
会 場 ：豊橋創造大学 B14 教室 
参加人数：情報ビジネス学部 3年生 43 名 
     キャリアプランニング科 2年生 59 名 
     教職員 31 名 
講 師 ：豊橋市企画部政策企画課 主査 増田 明 様 

 
第２回「豊橋について知る」プロジェクト演習キックオフ講演会 

開 催 日：平成 23 年 4 月 19 日（火） 
会 場 ：豊橋創造大学 B14 教室 
参加人数：情報ビジネス学部 3年生 40 名 
     キャリアプランニング科 2年生 40 名 
     教職員 27 名 
講 師 ：豊橋市産業部産業政策課 主査 田村 明浩 様 
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持続型職業人ＳＯＺＯプロジェクト

プロジェクト演習 キックオフ講演会
テ 「豊橋に いて知る

学生全員参加の下、社会での活動を学生が
主体的に取り組むことにより、学生の就業力
を育み、継続した就業ができる力の養成に
取り組む。

テーマ：「豊橋について知る」
４月１２日 「豊橋の行政について」

豊橋市 企画部政策企画課
主査 増田 明 様

４月１９日 「豊橋の産業について」
豊橋市 産業部産業政策課

主査 田村 明浩 様

三好哲也 2011.04.12 プロジェクト演習キッ
クオフ講演会資料

持続型職業人ＳＯＺＯプロジェクト

社会人

就職活動
メンタルタフネス育成講座１（ 3月）

目的： 就業力の養成（就業のために12の力）

学生
情報活用力（ユビキタスキャンパス）

メンタルタフネス育成

強固な大学
コミュニティ
の形成

プロジェクト活動を
とおした就業力養成

メンタルタフネス育成講座１（ 3月）
メンタルタフネス育成講座１（ 7月）
メンタルタフネス育成講座１ （ 9月）
メンタルタフネス育成講座１ （ 2月）
○プロジェクトマネジメント
実行するために必要な知識を
講義と演習で学ぶ。

○プロジェクト演習
実戦の場で、実行して経験知を積む

経営、情報の知識の修得

三好哲也 2011.04.12 プロジェクト演習キッ
クオフ講演会資料

目標の達成に必要な力

現状 目標
知識・知恵

三好哲也 2011.04.12 プロジェクト演習キッ
クオフ講演会資料

現状 目標
行動・実行 経験知

体験知

主体性
働きかけ力
発信力
傾聴力
柔軟性力

協働力
情況把握力
課題発見力
計画力
実行力
創造力

自動力

就業力

規律性力
ストレスコント

ロール力

基本的
人間力

柔軟性力

共に生きる
・働く

創造力

金沢大学で検討された就業力をさらに要約したもの。

自ら生きる
・働く

三好哲也 2011.04.12 プロジェクト演習キッ
クオフ講演会資料

規律性力
ストレスコント

ロール力

基本的
人間力

主体性
働きかけ力
発信力
傾聴力
柔軟性力

協働力

共に生きる
・働く

情況把握力
課題発見力
計画力
実行力
創造力

自動力

就業力
自ら生きる

・働く

就業力とは：自ら働く・共に働く

課題発見力

自動力 協働力・働く行動する（してみる）
まずはやってみる

三好哲也 2011.04.12 プロジェクト演習キッ
クオフ講演会資料

情況把握力 計画力

実行力
創造力

自ら生きる
・働く

テーマ
評価
チェック

主体性

働きかけ力
発信力

傾聴力
柔軟性力

共に生きる
・働く

行動に裏付けされた知識
（体験知、経験知）が重要

楽しんで行動する(してみる）

「豊橋を知る」
課 題
身近な「豊橋」をテーマとした課題解決を
グループで対応・検討することを通して、
グループで最良の成果を出す方法を考える
積極的に発言する積極的に発言する
相手の意見を聞く、聞き出す
まとめるのは誰？
限られた時間を有効に使うためには？
まずは試してみる。やってみることが大切。

三好哲也 2011.04.12 プロジェクト演習キッ
クオフ講演会資料
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豊橋について知る

PLAN 2020
of Toyohashi City

豊橋市役所企画部豊橋市役所企画部
政策企画課政策企画課

レジュメ

�豊橋市について
�総合計画とは

PLAN 2020
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�私たちにできること
�戦略計画
�まとめ

豊橋市の概要

�人口 382,228人 （H23.3.1現在）

�面積 261 35km
2 （H22 4 1現在）
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�面積 261.35km （H22.4.1現在）

豊橋市の概要

市制施行 19.69km
2

（明治39年）
町村合併 105.41km

2
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（昭和7年）
町村合併 247.29km

2

（昭和30年）
埋立て 261.35km

2

（昭和48年以降）

豊橋市の概要
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日本を代表する自動車
港湾 三河港

勇壮な
手筒花火

豊橋市の概要
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恵みの
豊川

湿地性植物の宝庫
葦毛湿原

豊橋市の概要
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アカウミガメの産卵地
表浜海岸

全国有数の産出額を誇る
農業

豊橋市の概要
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豊橋発祥の市民活動
５３０運動

まちのシンボル
市電
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第5次豊橋市総合計画
2011-2020
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豊橋市役所企画部豊橋市役所企画部
政策企画課政策企画課

総合計画とは

夢 目指すまちの姿
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夢、目指すまちの姿

総合計画の位置づけ

市町村の最上位の計画
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すべての業務は総合計画に
基づいている

ともに生き

基本理念
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ともに生き、
ともにつくる

「ともに生き、ともにつくる」とは

すべての人とともに 地域とともに
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時代とともに 自然とともに

夢とともに世界とともに

市民が主役

第５次第５次
輝き支えあう

目指すまちの姿

PLAN 2020
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水と緑のまち・豊橋
○第１次基本構想 「豊かで明るく住みよい風格ある豊橋」
○第２次基本構想 「豊かで活力のある調和のとれた住みよい豊橋」
○第３次基本構想 「豊かで住みよい緑と人のまち豊橋」
○第４次基本構想 「笑顔がつなぐ緑と人のまち豊橋」

水と緑に囲まれた豊かな自然の恵
みの中で、私たちが輝き、互いに高

『輝き支えあう水と緑のまち・豊橋』

PLAN 2020
of Toyohashi City

みの中で、私たちが輝き、互いに高
めあい支えあいながら、安心して暮
らせるまちの実現を願って設定

将来人口将来人口

372,000人

目指すまちの姿

PLAN 2020
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（平成32年度）
372,000人
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豊橋市の人口の推移

215,515

238,672

258,547

284,585

304,273
322,142

337,982

372,479364,856
352,982

375,000
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160,000人口
世帯数

PLAN 2020
of Toyohashi City資料／国勢調査 ※平成22年・27年・32年はコーホート要因法による推計値
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11.3%

12.8%

14.4%

15.4%

16.2%

62.2%

62.9%

65.2%

66.8%

68.5% 15.1%

17.5%

20.4%

24.3%

26.5%

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

平成32年

  0～  14歳
（年少人口）

 15～ 64歳
（生産年齢人口）

 65歳以上
（老年人口）

（推計値）

（推計値）

（推計値）

土地利用と
拠点の形成
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基本構想の体系
ともに生き、ともにつくる

輝き支えあう水と緑のまち・豊橋

快安環心健活

＜基本理念＞

＜目指すまちの姿＞

＜まちづくりの大綱＞（産 （健 （教 （環 （安 （道
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性
の高
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る
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戦略計画

１．環境実践都市プラン
２．産業活力創造プラン
３ まちなかにぎわいプラン
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３．まちなかにぎわいプラン
４．シティプロモーション実践プラン
５．生涯あんしん健康プラン
６．地域力強化プラン
７．次代を担う人づくりプラン

１．環境実践都市プラン

豊
城

中
学

校
の
校

舎
屋

上
ソー

ラ
ー

パ
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緑のカーテン（市役所庁舎東館）

上
のネ
ル

電
動

ア
シ
スト自

転
車

の
普

及
・促

進

２．産業活力創造プラン

と
よ
は
し
版

植
物

工
場

（香
港

・フー
ド
エク

スポ

三
河
港
の
ガ
ントリ

ー
ク
レ
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ビ
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３．まちなかにぎわいプラン

芸
術

文
化

交
流

施
設
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メ

ココラ
フロント（駅

前
大

通
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４．シティプロモーション実践プラン
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と
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Ｐ

PLAN 2020
of Toyohashi City

ブ
ック

ＰＲ

手
筒

花
火

を
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った
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ん
ほ
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ク
１００万

人
プ
ロジ

ェク
ト

５．生涯あんしん健康プラン
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豊橋市民病院

総合周産期母子医療センター（イメージ）

保健所・保健センター（ほいっぷ内）

６．地域力強化プラン

青
色
回
転
灯
装
備
パトロー

（青
パト）

コミュニテ
ィバス・東

部
東

（や
ま
び
こ号

）
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７．次代を担う人づくりプラン

子
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会
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子
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進

地
域
教
育
ボ
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と
の

も
ち
つき

大
会

最後に
＜ポイント＞

・戦後初めて長期人口減少時代が到来
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・少子高齢化が急速に進む

最後に

＜目指すまちの姿を実現するためには・・＞

市民、事業者、行政それぞれが
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地域が一体となって取り組む

自らの役割と責任を認識しながら
ともに考え、協力して

まちづくりに取り組むことが必要

ありがとうございました
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豊橋市役所企画部豊橋市役所企画部
政策企画課政策企画課
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豊橋の産業について
産業部 産業政策課

〈~江戸末期〉
・東海道・豊川を中心に物資の集積（宿場町、湊町）として発展してきた城下町
・魚市場が設置され、本陣・脇本陣・問屋場などの宿場の主要な機能や旅籠屋の大部分が札木町に置か
れ繁栄

・豊川や梅田川流域で新田開発が始まり稲作が盛んになる

〈明治～大正〉
・廃藩置県により人の流入が増え、様々な物資が流通し始め、本町や関屋町周辺に問屋、銀行、病院・薬
局、旅館、製糸工場などが立地し商業機能が充実

○豊橋市の産業発展の系譜

・明治20年代に牟呂用水、神野新田が完成し、西部一体の稲作農業の基礎が築かれました。また明治30

年代には全国に先駆けて温室栽培による近代農業が始まり、施設園芸産地として発展
・開国により綿花が輸入品におされ、綿花栽培から養蚕業へ移行し、戦前まで全国屈指の製糸都市となる

〈昭和初期〉
・昭和恐慌の影響で商店街は衰退していたが、横町（現在の新本町のあたり）や松葉町へ百貨店が進出
・昭和４年の世界恐慌により製糸業をはじめあらゆる業種が打撃を受け多数の失業者がでた。昭和12年
を境に戦時体制が強化され軍需産業の繁栄をもたらした一方で製糸業・紡績業などの地場産業の衰
退を促した

・生糸の価格暴落とともに養蚕業が衰退する一方で、技術・品種改良により養鶏が、温室や栽培技術の改
良によりトマトなどの作物が全国一となった

〈戦後〉
・朝鮮戦争での特需景気により、機械・金属工業が復興したほか、食料品、紡績・紡織業、木材工業や新産
業として菓子業界も躍進。また大工場誘致の動きが始まると、昭和30年代には大工場の進出が一気に加
速し、39年には東三河地区が工業整備特別地域に、三河港が重要港湾の指定を受ける。

・24年と豊川用水事業と大規模開拓・圃場整備が始まり、30年代になると豊川放水路および豊川用水が整
備され、農業用水・工業用水が確保される

・豊橋駅周辺では駅を起点に広小路・駅前大通を中心として、魚町やときわ通りなど面的な広がりをもった商
業地域が形成。39年には東海道新幹線が開通し、東三河の玄関口として駅を中心に商業が発展

〈昭和40年代～平成〉
・昭和42年農業産出額が全国一になって依頼、平成16年まで続きました。昭和43年は豊川用水全面開通し
生産性の高い近代農業始まる。

・市街地では、40年代に入り大型店の出店が相次いだ。しかし、現在では郊外に大型スーパーが進出し、ロ
ードサイド型店舗など新しい形態の店舗展開に変化
三河港では 50年代に入り自動車の輸出基地としての機能が高ま てきた 平成入ると外資系自動車メ・三河港では、50年代に入り自動車の輸出基地としての機能が高まってきた。平成入ると外資系自動車メー
カーが進出し、平成15年には自動車の輸出で金額・台数ともに全国一となった

豊橋の産業の現状
①農業

全国市町村別農業産出額全国市町村別農業産出額

資料：生産農業所得統計

農業産出額内訳

○ 本市の農業産出額は、市町村合併の影響で順位の変動はあったものの、常に全国10位以内に位置しています。

○全体での産出額は減少していますが、野菜（キャベツ）、果実（柿）、家畜（うずら）、花きなどの全国的な産地となって
います。

資料：生産農業所得統計

豊橋が日本一の農産物豊橋が日本 の農産物

②工業
県内市町村別製造品出荷額等

資料：工業統計調査

製造品出荷額等の産業分類別構成比の類似都市との比較（平成21年度）

輸送用機械器具
製造業 31.1 

プラスチック
製品製造業

14.6 

食料品
製造業
9.7 

鉄鋼業
8.8 

電気機
械器具
製造業
8.0 

その他
27.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊橋市

55.0 

91.0 

3.6 

2.7 

2.6 

0.5 

1.8 

1.2 

5.6 

0.3 

31.4 

4.3 

岡崎市

豊田市

資料：工業統計調査
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③商業・サービス業

県内市町村別年間商品販売額

資料：商業統計調査

（事業所） 対前回比
（％） （人） 対前回比

（％） （億円） 対前回比
（％）

平成 ６年 4,297 － 22,213 － 4,496 －
９年 3,996 ▲ 7.0 21,649 ▲ 2.5 4,622 2.8

１１年 3,948 ▲ 1.2 24,522 13.3 4,590 ▲ 0.7
１４年 3,606 ▲ 8.7 23,425 ▲ 4.5 4,086 ▲ 11.0
１６年 3,374 ▲ 6.4 23,846 1.8 4,005 ▲ 2.0
１９年 3,159 ▲ 6.4 23,425 ▲ 1.8 4,181 4.4

区分
事　業　所　数 従　業　者　数 年間商品販売額

（事業所） 対前回比
（％） （人） 対前回比

（％） （億円） 対前回比
（％）

1,488 － 14,037 － 8,891 －
1,402 ▲ 5.8 12,845 ▲ 8.5 11,440 28.7
1,401 ▲ 0.1 13,109 2.1 11,309 ▲ 1.1
1,336 ▲ 4.6 12,387 ▲ 5.5 7,390 ▲ 34.7
1,258 ▲ 5.8 11,228 ▲ 9.4 7,977 7.9
1,124 ▲ 10.7 10,837 ▲ 3.5 8,243 3.3

事　業　所　数 従　業　者　数 年間商品販売額

資料：商業統計調査

小売業（左）と卸売業（右）の各指標の推移

④観光・宿泊
観光レクリエーション利用者数の推移と資源・施設別利用者数（平成20年）

観光レクリェーション資源・施設名
(資源・施設名)

利用者数
（人）

構成比
（％）

観光レクリェーション資源・施設名
(行・祭事)

利用者数
（人）

構成比
（％）

正宗寺 8,000 0.3 鬼祭（安久美神戸神明社） 80,000 2.9
普門寺 23,000 0.8 うめまつり 40,000 1.5
嵩山蛇穴 20,000 0.7 さくらまつり 46,000 1.7
豊橋総合動植物公園 734,899 26.9 花しょうぶまつり(賀茂しょうぶ園) 195,000 7.1
豊橋公園 200,000 7.3 豊橋祇園祭（吉田神社） 100,000 3.7
二川宿本陣資料館 39 882 1 5 豊橋みなとフェスティバル 30 000 1 1

資料：愛知県観光コンベンション課 観光レクリエーション利用者統計

二川宿本陣資料館 39,882 1.5 豊橋みなとフェスティバル 30,000 1.1
美術博物館 205,183 7.5 炎の祭典 37,000 1.4
視聴覚教育センター 76,714 2.8 羽田祭（羽田八幡宮） 10,000 0.4
地下資源館 53,920 2.0 豊橋まつり 490,000 17.9
伊古部海岸 80,000 2.9 エコカーチャンピオンシップ 8,000 0.3
葦毛湿原 34,000 1.2 東観音寺 20,000 0.7
石巻山 40,000 1.5
豊橋自然歩道 100,000 3.7
多米峠無料休憩所 60,000 2.2

2,731,598合計

宿泊者数の推移と外国人宿泊者数

中国
13,990

23 472

韓国
12,361

15 930

インド
ネシア
2,316

マレーシア
4,987

5 695

香港
5,438
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71,081

資料：愛知県観光コンベンション課 観光レクリエーション利用者統計
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資料：豊橋税関支署
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三河港における輸出入自動車の金額と台数の推移 （単位：百万円、台）
輸出 輸入

順位 金額 台数 （順位） 順位 金額 台数 （順位）
11 1 1,851,339 858,896 2 1 220,574 91,114 1
12 1 1,816,770 871,764 2 1 304,457 134,899 1
13 2 2,096,004 882,874 2 1 307,744 144,783 1
14 1 2,378,334 955,343 2 1 317,061 139,181 1
15 1 2,151,967 876,227 2 1 321,639 128,747 1
16 2 2,155,618 963,062 2 1 399,085 145,887 1

年度

17 1 2,440,321 1,052,138 2 1 384,060 136,916 1
18 1 3,227,946 1,422,096 2 1 393,788 129,250 1
19 2 3,443,735 1,433,181 2 1 348,853 114,367 1
20 2 2,809,618 1,366,338 2 1 339,838 120,661 1

2 1,305,900 668,944 2 1 221,682 81,907 1
全国計 6,693,277 4,385,357 全国計 454,948 158,603

21

資料：豊橋税関支署

⑤雇用
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愛知県

資料：愛知県労働局

現状
p農業

p 全国有数の産地－ 野菜、果実、畜産、花き
p 産出額の減少（価格競争、輸入、地球温暖化による気候の変化の影響）

p工業
p 製造品出荷額を高い水準で維持、反面減 り続ける事業所数、求人倍率
の低下
強みとしての バラン のとれた業種（食料品製造の比率高い）p 強みとしての、バランスのとれた業種（食料品製造の比率高い）

p商業
p 商品販売額の増加、店舗数、従業者数の減少－中小店舗の減少、店舗
の大型化

p港湾
p コンテナ取扱量の増加、完成自動車の輸出入港

l 豊橋市の産業の課題

・バランスのとれた産業構造を活かす

・情報発信の強化

・活力維持のための拠点強化

・中小規模の事業所・店舗等の支援

・安定した雇用
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産業施策（個別）
①農業（農政課・農地整備課・農業委員会）

• 効率的・安定的な経営体と多様な担い手の育成
家族農業経営の活性化と農業経営の法人化、女性や高齢農業者

新規参入、定年帰農
• 農業生産基盤の充実

優良農地(区画整理、かんがい排水、農業用水、農道）、ため池、(

土地利用区分の明確化
• 経営の規模拡大と合理化

農地の集団化、合理化、ＩＴ
• 市民に親しまれる農業の推進

地産地消、生消交流、食農教育、農業体験
• 環境保全型農業の推進

自然に優しく持続性の高い生産方式⇒安全・安心、省エネ

②商業（商業観光課）
○ 商業振興のための支援

商業活性化事業（共通駐車券事業、空き店舗活用事業など）
まちなかフェスティバル、イルミネーションフェスティバルなど
大規模小売店舗の適切な立地

○ 中小事業者への金融支援
資金融資の支援資金融資の支援
信用保証料の補助

○観光振興
観光イベントの開催(豊橋まつりなど）
観光施設の整備
観光ＰＲ活動

③工業（工業勤労課）

Ø工業振興のための支援
Ø ＩＳＯの規格認証取得、設備投資、創業に伴う事務所等の賃借、

販路開拓、特許取得等の取組みに対して助成
Ø 人材の育成（とよはしの匠、高校生技術アイデア賞）
Ø 「サイエンス・クリエイト２１計画」
企業立地Ø企業立地
Ø 企業誘致活動（事業所用地、東三河５市企業誘致推進連絡会議）
Ø 企業立地促進奨励金を交付
Ø勤労者福祉
Ø 職業訓練センター
Ø 勤労青少年ホーム
Ø ニートや正規の仕事につけない若者たちの就業支援

これからの産業施策（産業戦略プラン）
キーワード
○農工商連携 クラスター、新産業、６次産業化、産学官連携

（食農産業クラスター、植物工場、省エネ技術 など）

○産業集積 三河港周辺、中心市街地

○地域資源の創出 特産物、生産技術、観光資源
（産業プロモーション、ええじゃないか豊橋ブランド）

○中小企業支援 新規参入者、中小企業、中小事業者
新たなビジネスモデル

○雇用・人材育成 継続的かつ地域産業の発展に貢献できる
人材の育成・確保
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持続型職業人 SOZO プロジェクト 

アンケート・出席票 
プロジェクト演習 キックオフ講演会「豊橋について知る」2011 年 4月 12日 

 
学部・学科  
学籍番号  
学年  
氏名  

 
質問１ 「豊橋の概要」について理解できましたか？ 
A． とても理解できた 
B． まあまあ理解できた 
C． あまり理解できなかった 
 
質問２ 第５次豊橋市総合計画について理解できましたか？ 
D． とても理解できた 
E． まあまあ理解できた 
F． あまり理解できなかった 
 
質問３ 本日の講演は、これからプロジェクト演習を進める上で、参考になりましたか？ 
G． はい 
H． いいえ 
 
質問４ 本日の講演会を聞いて、学んだことを書いてください。 
 

 
質問５ その他感想を書いてください。 
 

 

出欠状況
出席 欠席 計 出席率(%)

情報ビジネス学部 43 6 49 87.8
キャリアプランニング科 59 29 88 67.0

計 102 35 137 74.5

人数 割合(%) 人数 割合(%) 人数 割合(%)

Ａ とても理解できた 23 53.5 18 30.5 41 40.2
Ｂ まあまあ理解できた 17 39.5 36 61.0 53 52.0
Ｃ あまり理解できなかった 0 0.0 1 1.7 1 1.0
無回答 3 7.0 4 6.8 7 6.9

人数 割合(%) 人数 割合(%) 人数 割合(%)

Ｄ とても理解できた 10 23.3 15 25.4 25 24.5
Ｅ まあまあ理解できた 28 65.1 39 66.1 67 65.7
Ｆ あまり理解できなかった 1 2.3 1 1.7 2 2.0
無回答 4 9.3 4 6.8 8 7.8

人数 割合(%) 人数 割合(%) 人数 割合(%)

Ｇ はい 36 83.7 52 88.1 88 86.3
Ｈ いいえ 2 4.7 1 1.7 3 2.9
無回答 5 11.6 6 10.2 11 10.8

質問 ４：本日の講演を聞いて、学んだことを書いてください。 ≪ 文章は原文のまま ≫
・地域づくりの政策について市は将来のことを考えて行動しているということや、コンパクトシティ等の
知らない言葉を学んだ。

・計画・企画をする時は大まかな流れを示すことが必要であると感じた。
・いい素材を持っていても、知らせなければ意味がないということ。
・私達がイベントに参加したりお店を利用するという消費をするだけでもひとつのまちづくりになると
いうことを学びました。

・街ももっと盛んにするには自分達が動く事が大切。
・豊橋市は全国的にも大きい市町村だと思ってたけど、中の下だと知ってザンネンだった。
・「輝き支えあう水と緑のまち・豊橋」

質問 ５：その他感想を書いてください。 ≪ 文章は原文のまま ≫
・プロジェクトが豊橋のＰＲなので、自分達がやる事の助けになり、より深く考えることができたと
思います。

・町づくりは行政の力だけではできない。地域住民の人達と一緒にやっていくことが分かった。
・豊橋に住んでいるのに、案外やれていることは少ないと思いました。ボランティアに参加するなど
できることからやっていきたいです。

・豊橋って、地味？
・市がやってくれなければ私達はなにもできないと思っていたが、私達ができることもあるとあると
分かった。

・自分にできること、自分の役割をすることでまちづくりに貢献できたらいいなと思いました。
・ぜひ「三河４８」をつくりましょう！

質問 ３：本日の講演は、これからプロジェクト演習を進める上で、参考になりましたか？

「持続型職業人ＳＯＺＯプロジェクト」 プロジェクト演習
第１回 キックオフ講演会 アンケート集計 （１）

開催日：２０１１年４月１２日（火） 第１限

キャリプラ 全体
質問 １：「豊橋の概要」について理解できましたか？

質問 ２：第５次豊橋市総合計画について理解できましたか？

全体

情ビ

情ビ

キャリプラ

キャリプラ

全体

情ビ

持続型職業人 SOZO プロジェクト                        「豊橋の産業について」 

 

アンケート・出席票 
プロジェクト演習 キックオフ講演会「豊橋について知る」2011 年 4月 19日 

学部・学科  

学籍番号  

学年  

氏名  
 
質問１ 「豊橋の産業の現状」について理解できましたか？ 
A． とても理解できた 
B． まあまあ理解できた 
C． あまり理解できなかった 
 
質問２ 豊橋のどの産業に興味を持ちましたか？ ※複数回答可 
D． 農業 G． 港湾 
E． 工業 H． 観光 
F． 商業 I． その他（           ）
 
質問３ 本日の講演は、これからプロジェクト演習を進める上で、参考になりましたか？ 
J． はい 
K． いいえ 
 
質問４ 本日の講演会を聞いて、学んだことを書いてください。 
 

 
質問５ その他感想を書いてください。 
 

 

出欠状況
出席 欠席 計 出席率(%)

情報ビジネス学部 40 9 49 81.6
キャリアプランニング科 40 48 88 45.5

計 80 57 137 58.4

人数 割合(%) 人数 割合(%) 人数 割合(%)
Ａ　とても理解できた 6 15.0 9 22.5 15 18.8
Ｂ　まあまあ理解できた 28 70.0 29 72.5 57 71.3
Ｃ　あまり理解できなかった 0 0.0 0 0.0 0 0.0
無回答 6 15.0 2 5.0 8 10.0

人数 割合(%) 人数 割合(%) 人数 割合(%)
Ｄ　農業 20 50.0 23 57.5 43 53.8
Ｅ　工業 9 22.5 5 12.5 14 17.5
Ｆ　商業 10 25.0 8 20.0 18 22.5
G　港湾 1 2.5 1 2.5 2 2.5
H　観光 16 40.0 26 65.0 42 52.5
I　その他 0 0.0 0 0.0 0 0.0
無回答 1 2.5 1 2.5 2 2.5

人数 割合(%) 人数 割合(%) 人数 割合(%)
Ｇ　はい 36 90.0 29 72.5 65 81.3
Ｈ　いいえ 1 2.5 2 5.0 3 3.8
無回答 3 7.5 9 22.5 12 15.0
質問 ４：本日の講演会を聞いて、学んだことを書いてください。　　≪ 文章は原文のまま ≫
 ・この講義を通じて、豊橋の農業の凄さなどを知れてとても良い機会でした。
 ・他地域に負けないものを作り成功させる事は難しいと思った。
 ・豊橋が全国有数の農業地帯であるということは知らなかった。工業についも自動車業が大部分を
　　占めている愛知県において、工業のバランスがとれているというのは意外だった。
 ・豊橋名産の新メニュー、新商品を作ること、イオンなどを建てることができても、売ること、商店街の
　　維持は大変だってことがわかったから、街を活性化させることは本当に難しいことだなって思った。
 ・キャベツやトマトの収穫祭とかあると面白いと思います。
 ・いろんな発祥のものを使って食べ物がいっぱい出来ると街おこしにつながるのかな？と思った。
質問 ５：その他感想を書いてください。　　≪ 文章は原文のまま ≫
 ・豊橋らしいお土産、豊橋新グルメの発想がおもしろい。
 ・今までにないアイディアを出すのは難しいと思った。
 ・農業がもうからないから農業をする人が減って自給率が減っているから、みんながもっと国産のものを
　　買って助けないといけない。
 ・豊橋市の良いところがたくさん理解できた。だが自分自身でそのよいところを感じれていないのは
　　住んでいるからなのかと思った。
 ・みんなの意見で新商品をつくるのも楽しいなぁと思いました。

質問 ３：本日の講演は、これからプロジェクト演習を進める上で、参考になりましたか？

「持続型職業人ＳＯＺＯプロジェクト」　プロジェクト演習
第２回　キックオフ講演会　　　アンケート集計
開催日：２０１１年４月１９日（火）　第１限

キャリプラ 全体
質問 １：「豊橋の産業の現状」について理解できましたか？

質問 ２：豊橋のどの産業に興味を持ちましたか？　※複数回答可

全体

情ビ

情ビ

キャリプラ

キャリプラ

全体

情ビ
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「ユビキタス・キャンパスの始動」では、携帯情報端末（iPad）の利用を通じて学生の
基礎的な IT スキルの習得・向上を図っている。本事業においては、iPad を日常の情報検索
用端末として使用させるとともに、プロジェクト活動（実践的スキルのブラッシュアップ）
におけるプロジェクト管理端末として、さらに、就業力（社会人基礎力）を向上させるた
めの eラーニング用端末として、iPad 利用機会を増やすよう企画して実施した。 
3 月に実施した iPad の基本的な利用方法説明会に引き続き、平成 23年 4月には、教職員

および学生を対象とした「プロジェクト管理アプリ」のインストールおよび「プロジェク
ト管理システム」に関する説明会を実施した。さらに、eラーニングシステム（Handbook）
を利用するための iPad アプリインストールと同システムに関する説明も同時に行い、今後
のプロジェクト活動や学習等で活用できるように体制を整えた。 
 
 アプリケーション導入説明会（教職員対象） 
  開 催 日：平成 23年 4月 20 日（水） 
  会 場 ：豊橋創造大学 B23 教室 
  参加人数：情報ビジネス学部教員 18 名 
       キャリアプランニング科教員 9名 
       職員 9名 
 講 師 ：キャラメルソース(株)代表取締役  初見 康行 様 

 
第 1 回アプリケーション導入説明会（学生対象） 

  開 催 日：平成 23年 4月 21 日（木） 
  会 場 ：豊橋創造大学 B23 教室 
  参加人数：情報ビジネス学部 3年生 26 名 
       教職員 13 名 
 
第 2 回アプリケーション導入説明会（学生対象） 

  開 催 日：平成 23年 4月 26 日（火） 
  会 場 ：豊橋創造大学 B23 教室 
  参加人数：情報ビジネス学部 3年生 25 名 
       教職員 9 名 

  
第 3 回アプリケーション導入説明会（学生対象） 

  開 催 日：平成 23年 4月 27 日（水） 
  会 場 ：豊橋創造大学 B23 教室 
  参加人数：キャリアプランニング科 2年生 87 名 
       教職員 11 名 
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本学ではキャリア教育の一環として、「職業研究」という科目を開講し、社会で活躍す

る方々の話を伺う機会を提供している。今回は本学卒業生を講師としてお招きし、３回に
わたる特別講義を行った。 
記憶に新しい新入社員時代を語る先輩、自営業者として独立するまでに必要なことを考

え続ける先輩、様々な経験を積み社会の第一線で活躍する先輩… それぞれが熱く語る姿に
自分達の将来を重ね合わせ、真剣なまなざしを向ける学生達の姿が印象的であった。 
  
第１回職業研究 
開 催 日：平成 23年 5月 23 日（月） 
会 場 ：豊橋創造大学 Ａ24 教室 
参加人数：情報ビジネス学部 1年生 57 名 

教職員 3名 
講 師 ：竹下 沙織 様 （ヤマトシステム開発株式会社 勤務：９期生） 
 

第２回職業研究 
開 催 日：平成 23年 6月 20 日（月） 
会 場 ：豊橋創造大学 Ａ24 教室 
参加人数：情報ビジネス学部 1年生 41 名 

教職員 4名 
講 師 ：中谷 健太郎 様（自営業：７期生） 
 

第３回職業研究 
開 催 日：平成 23年 6月 27 日（月） 
会 場 ：豊橋創造大学 Ａ24 教室 
参加人数：情報ビジネス学部 1年生 53 名 

教職員 3名 
講 師 ：井澤 友行 様 （株式会社センチュリーアンドカンパニー 勤務：２期生） 
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 情報ビジネス学部２年生は豊橋商工会議所 専務理事 星野君夫様 を講師としてお招き
した『社会人基礎講座』を受講しました。 
商工会議所専務理事の立場から、実社会の中での人との関わり方、どのような人材が求

められているのかを中心に、就職活動に備えるだけでなく、学生自身がよりよい将来を過
ごすための「社会人としての心構え」についての講演に熱心に耳を傾けました。  
 
社会人基礎講座 特別講義 
 開 催 日：平成 23 年 6月 8 日（水） 
 会 場 ：豊橋創造大学 A22 教室 
 参加人数：情報ビジネス学部 2年生 33 名 
      教職員 5名 
 講 師 ：豊橋商工会議所 専務理事 星野君夫様 
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本学では、キャリアプランニングⅠの科目において、学生の健全な職業観を養い就職に
対する意識を高める機会として、実社会で活躍する講師による特別講義を開催している。 
今年度は東愛知日産自動車(株)代表取締役社長 青木公貞 様 を講師としてお招きし、大
変有意義な特別講義を受講した。  
 「『若者はかわいそう』論のウソ」と題された講演は、円高により製造業が日本で立

ち行かなくなり、就職先は販売業・サービス業が主体になっていくことや、社会からコミ
ュニケーション能力が要求されるようになっていることはそれと大いに関係があり、対人
折衝能力をぜひ磨いてほしいなど、今後の就職活動にむけて大変参考となる内容であった。  

 また、「１年後に自分のやりたい仕事を見つけられる力を、この１年でつけなさい、
センスを磨きなさい」「１年後の就活に向かって、これから１年間何をやるのか、どう過
ごすのか、自分でよく考えなさい」という青木様の『人生の先輩として』のメッセージに、
学生たちは真剣に耳を傾けていた。  
 短大の２年間をいかに有意義に過ごすか、今回の講演を聞いた学生たちの１年後の姿

がとても楽しみとなる講演であった。 
 

 キャリアプランニングⅠ 特別講義 

開 催 日：平成 23 年 6 月 30 日（木） 

会 場 ：豊橋創造大学 A32 教室    

参加人数：キャリアプランニング科 1 年生 68 名 

       教職員 3 名 

  講 師 ：東愛知日産自動車（株）代表取締役社長 青木公貞様 
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メンタルタフネスアセスメント講習を８月８日（月）・９日（火）の２日間にわたり、
情報ビジネス学部およびキャリアプランニング科の教員を対象に実施しました。 
 メンタルタフネスアセスメント講習は、学生が持つ「就業力（卒業後、自らの素質を向
上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力）」が、就業後どのように発揮され
るかを事前に発見・予測する手法を教員が身につけ、在学中の指導に活かす事を目的とし
て開催された。 
 評価要件の定義や必要性、評定要件の行動例等の説明後、モデル学生によるグループ討
議の様子を実際に見学しながら、観察ポイントチェック等のロールプレイングを行った。 
 これまでも、教員は授業だけでなく学生と接する様々な機会に、彼らの良いところを見
出し足りない部分を少しでも伸ばすよう指導してきたが、さらにきめ細かい学生指導に役
立てようと活発な質疑応答も繰り広げられた。 
 
 メンタルタフネスアセスメント講習 
  開 催 日：平成 23年 8月 8 日（月）・9日（火） 
  会 場 ：豊橋創造大学 E22 教室・E24 教室 
  参加人数：情報ビジネス学部教員 18 名 

短期大学部キャリアプランニング科教員 9名 
講 師 ：キャラメルソース(株)代表取締役  初見 康行 様 
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平成２２年度に文部科学省より「大学生の就業力育成支援事業」の採択を受けた本事業
のうち、地域とのつながりを学生自らが考える足掛かりとして取り組むプロジェクト演習
が４月１２日の「豊橋を知る」キックオフ講演会を皮切りに本格的にスタートしている。 

プロジェクト演習とは、ゼミナールごとに具体的な目標を設定したテーマを掲げ（本年
度の計画総数：２２プラン）、学生自ら企画・運営・進捗管理・報告の作成といった４段階
のプロセスを通して事業運営についての理解を深めるために、豊橋地域の企業様をはじめ
多くの皆様のご協力を賜りながら進めているものである。 

この４か月、学生たちはプロジェクト内容を企画立案し、実際に豊橋地域の企業様や地
域の皆様の元を訪問しながら、計画を『成果』という形あるものにまとめていく作業に取
り組んできた。今回は、これまでの活動状況や苦労したこと、今後の目標や予定などをプ
ロジェクトチームごとに作成したスライドを用いて発表した。決められた発表時間内にい
かに効率よく、分かりやすく説明するか―― プロジェクトチームの中には中間発表会を
『プレゼンテーション』の模擬体験として位置づけ、スーツ着用で臨む姿も見られた。ま
た、会場の一角にはプロジェクトの要点をまとめたポスターも掲示され、休憩時間に学生
同士がプロジェクト内容について情報交換をする姿もあった。 
１２月の成果発表会に向けて佳境を迎えるプロジェクト内容だけでなく、今後の学生た

ちの成長にも目が離せない中間発表会となった。 
 

 プロジェクト演習「中間発表会」 

  開催日：平成 23 年 8 月 9 日（火） 

  会場：豊橋創造大学 B14 教室 

  参加人数：情報ビジネス学部 3 年生 51 名 

           〃    4 年生  4 名 

       教職員 32 名 
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 本学では就職後数年での安易な離職や早期退職を防ぐために、資格取得支援や専門基礎
教育等のスキル面と、自分自身を鼓舞する手法やストレス対処法、自主性、リーダーとし
て求められるスタンス等のメンタル面の両方の強さを兼ね備えた『職業人』の育成を目指
している。 
 そこで今回は各学生が『私の履歴書』と題した自分史を持ち寄り、モチベーションにつ
いて学習をした。 
 『どんな時にモチベーションが上下し、その「素」は何だったか…』 
 『どうやって自分のモチベーションをコントロールするの？』  
自分自身のことを他者に伝える経験を積みながら、モチベーションの考え方や自己調整に
ついて活発なグループワークも行われた。 
受講後の調査では、多くの学生はモチベーションへの興味・理解、主食活動や日常生活

に役立ちそうだとおおむね良好な評価をしていた。 
 

 メンタルタフネス セルフモチベーション講座 

  開 催 日：平成 23 年 9 月６日（火） 

  会 場 ：豊橋創造大学 A24 教室（情報ビジネス学部） 

       〃    A32 教室（キャリアプランニング） 

  参加人数：情報ビジネス学部 3 年生 33 名 

       キャリアプランニング科 2 年生 25 名 

     教職員 17 名 

講 師 ：キャラメルソース(株)代表取締役  初見 康行 様 
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第2回

セルフモチベーション
講座●1

この講座では、次のことを学びます。

このセッションを学び、それを将来で実践することによってあなたは

●モチベーションとは何か？
●モチベーションに関する基本的な知識
●モチベーションの代表的な理論（有名な考え方）
●自分自身のモチベーション「持論」の探究

●自分自身のモチベーションを探求することで、より自分に　
　合った「環境」や「仕事」が選択出来るようになる

●モチベーションに対する「持論」を持つことによって、
　自分自身のモチベーションを「自己調整」出来るようになる

セルフモチベーション講座 （１ ）

2

２）モチベーションの有名な「考え方（理論）」を知る
　　モチベーションに対する自分の意見をより強固なものにするために、モチベーションの有名な理論
　　を学んでみましょう。有名な考え方（理論）を知ることによって、モチベーションに対する自分の
　　考えをまとめたり、補強したりすることを目指します。

３）モチベーションに対する自分なりの「持論」を持つ
　　最後のステップは、モチベーションに対する自分なりの「持論」を見つけることです。モチベーショ
　　ンの調整の仕方は人によって様々です。自分オリジナルの「持論」を持つことによって、自分自身
　　でモチベーションを「自己調整」するスキルを身に付けましょう。また、「持論」を今後の「仕事選択」
　　や「人間関係」など様々な場面で活用し、モチベーションを高く保つ環境作りや選択に役立てましょう。

　

自分のモチベーションの「素」を知るために、まずはモチベーション曲線を描いてみましょう。このグ
ループワークの目的は、モチベーション曲線を描くことによってこれまでのモチベーションの変遷（動
き）を知り、何があった時に自分のモチベーションが上がり、何があった時にモチベーションが下がる
のかを自分自身で再度認識することです。以下はモチベーション曲線サンプルです。
　まずは自分の感じるままに、モチベーション曲線を描いてみて下さい。そして、なぜその時にモチベー
ションが上下したのかを考えてみましょう。

ステップ①：自分のモチベーションの「素」を知る

サンプル：私の「モチベーション曲線」

『モチベーション曲線』

セルフモチベーション 講 座 （１ ）

3

外発的動機付け・内発的動機付けとは？

　モチベーションを捉える概念（枠組み）として、「外発的動機付け」と「内発的動機付け」という考
え方があります。「外発的動機付け」とは、金銭や賞罰など「外側」からの要因によって人を動機付け
る（モチベーションを高める）という考え方です。一方、「内発的動機付け」とは、好奇心や達成感など「内
側」からの要因によって人を動機付ける、という考え方です。詳しく見ていきましょう。

外発的動機付け
　外発的動機付けとは、義務、賞罰、強制などによってもたらされる動機づけです。お給料やボーナス
などの金銭的な報酬だけでなく、尊敬する人に褒められる、親友に励まされる、仲間に受け入れられ
る、お客さんに喜んでもらう、なども外発的動機付けに含まれます。外発的動機付けは、「行動・活動・
課題そのもの」にはほとんど関心がなく、結果として得られる「報酬（金銭・地位・名誉・称賛など）」
に意識が向いているところがポイントです。

内発的動機付け
　内発的動機付けとは、好奇心や関心によってもたらされる動機づけであり、外側からの賞罰に依存しな
い行動です。うまくいったことや自分で決めたことに励むこと自体が「内側から生じる報酬」となります。
自分の潜在力を活かしきっていると感じる喜び、一生懸命にやっていることが自分の成長に関わっている
という感覚　などが内発的動機付けに含まれます。内発的動機付けは、行動や活動から得られる結果よりも、
行動そのものや課題そのものに意識が向いていることがポイントです。

ステップ②：モチベーションの有名な「考え方（理論）」を知る（１）

例：テニスが好きだから毎日テニスをする外国の文化にとても興味があ       
　　るので、外国語を勉強する、など

例：ちゃんと宿題をやったら、お小遣いをあげるノーベル賞が欲しいから、
　　研究を頑張る、など

『外発的動機付け』と『内発的動機付け』

セルフモチベーション講座 （１ ）

1

モチベーションとは何か？
モチベーションの定義
『モチベーションとは、目標に対して、行動を立ち上げ、方向づけ、支える力である』
私達の行動はモチベーションの上下によって影響を受け、結果や成果の大きさにつながっています。

モチベーションをコントロールすることの重要性
モチベーションの重要性
　モチベーションは私達のあらゆる行動の「源泉」であり、毎日の生活を活き活きと過ごすためにも非
常に重要なものです。しかしながら、多くの人が自分のモチベーションを管理することに難しさを感じ
ています。その原因の多くは、

（１）自分がどんな時にモチベーションが上下するのかが分からない
（２）どうやって自分のモチベーションをコントロールするのか分からない
（３）そもそも、モチベーションについて考える機会がない
といったものです。
　しかしながら、モチベーションを自分自身で管理することは非常に重要なスキルです。社会に出てか
らも、「仕事」や「人間関係」など、様々な要因によって私達のモチベーションは上下します。モチベー
ションが下がった時、モチベーションが下がりそうな時、何が自分のモチベーションの源泉であるのか、
どうすれば自分のモチベーションを保つことが出来るのか、このようなことを知ることは、社会生活は
もとより、自分自身の人生をより豊かにしていくためにも非常に重要なスキルであると言えます。

自分のモチベーションを「自己調整」する
　本講座では、モチベーションを「自己調整」するための方法を以下の３つのステップに分けて学んで
いきます。

モチベーションを「自己調整」するための３つのステップ

１）自分のモチベーションの「素」を知る
　　自分にとってのモチベーションの「素」はいったい何でしょうか？どんな時にモチベーションが上
　　がり、どんな時にモチベーションが下がるのか？最初のステップでは、自分のモチベーションの「素」
　　を探していきます。「自分史」など、これまでの過去を振り返ることによって、自分にとってのモ
　　チベーションの「素」がどのようなものであるのかを探求してみましょう。

モチベーションとは？



- 50 - 

セルフモチベーション講座 （１ ）

4

　外発的動機付けは非常に分かりやすい考え方である一方、いくつかの注意点があります。その一つは、
外発的動機付けは過度に使用すると、本来持っている好奇心や興味を失わせてしまう可能性がある、と
いうことです。これを専門用語で「アンダーマイニング効果」と言います。
　例えば、自主的に毎日宿題をやっている子供に対して、宿題をやるごとに毎回お小遣いをあげたとし
ます。これを継続すると、宿題をやることとお小遣いを貰うことが強く結び付き、お小遣いをあげるこ
とを止めた途端に宿題に対する興味が失われてしまう可能性があります。これは、外発的動機付けによっ
て、本人が宿題に対して本来的に持っていた興味・関心が外発的な報酬（この場合はお小遣い）に向く
ようになり、この報酬が中止されることによって、外発的な動機付けと共に本人が持っていた本来的な
興味・関心も損なわれてしまった、ということです。その他にも、外発的動機付けを過度に使用するこ
との注意点がいくつか指摘されています。以下はその代表的なものです。

（１）報酬は使い出したら簡単には止められない
（２）報酬はそれを得るための手抜き（最短ルート）を選ばせる
（３）報酬は冒険的な活動（リスクを伴うような大胆な活動）を避けさせる
（４）報酬はその活動の背後にある「理由」を無視させる
（５）報酬は人間関係を壊す可能性

　外側からの賞罰に依らない、内発的動機付けを高めるためにはどうすれば良いでしょうか？
内発的動機付けを高めるためのポイントは以下の2つだと言われています。

１）有能感（例：誰よりも上手に出来ていること、自己効力感）
２）自己決定（例：自分でそれをやりたいと決めてやっていること、自己決定感）

　内発的動機付けを高めるためには、以上の２つの要素が重要だと言われています。また、両者とも重
要な要素ではありますが、この理論を提唱した心理学者のエドワード・デシは「自己決定」をより重要
な要素として置いています。そのため、内発的動機付けを高めるためには、まず自分自身が決めている
という “ 自己決定感 ” と、それが上手に出来ているという “ 有能感 ” の２つを醸成することが非常に重
要になります。

両者をバランス良く活用する
　「外発的動機付け」と「内発的動機付け」は、どちらがより優れている、というような話ではありません。
場所や課題の内容、その他様々な条件によって、どちらを使用していくべきかは変わっていきます。
　例えば、内発的動機付けは創造性や想像力を必要とするような仕事に向いている動機付けだと言われ
ています。一方、外発的動機付けは、たとえ面白みの少ない仕事であっても、短期的に人を動機付ける
効果を期待することが出来ます。つまり、私達がしていかなければならないことは、両者の優劣を決め
ることではなく、２つの動機付けの性質を良く理解し、自分の生活の中でバランス良く２つの動機付け
を活用していくことなのです。

『外発的動機付け』のポイント

『内発的動機付け』のポイント

セルフモチベーション講座 （１ ）

5

「欲求５段階説」とは、アメリカの心理学者アブラハム・マズローによって提唱された理論です。この
理論では、モチベーションの源泉となる人間の「欲求」は５段階のピラミッドのように分類することが
可能であり、人間は低階層の欲求から順番に、より高次の欲求を満たそうとする、という考え方です。
マズローは、人間の基本的欲求を低次から以下の５段階に設定しています。

1. 生存欲求＝食欲、睡眠欲、などの欲求
2. 安全の欲求＝安全に暮らしたい、安心したい、などの欲求
3. 社会的欲求＝仲間が欲しい、集団に属したい、などの欲求
4. 自我の欲求＝他者から認められたい、称賛されたい、などの欲求
5. 自己実現の欲求＝自分らしくありたい、自分らしく生きたい、などの欲求

ステップ②：モチベーションの有名な「考え方（理論）」を知る（２）

『欲求５段階説』

セルフモチベーション講座 （１ ）

6

欲求５段階説は非常に示唆に富む考え方ですが、いくつかの特徴や反論も存在しています。詳しく見て
いきましょう。

（１）４段目と５段目には深い溝が存在。自己実現欲求は外からの動機付けが困難
　欲求５段階説で大切なポイントの１つは、４段目と５段目の間には、大きな溝が存在するということ
です。自己実現欲求は、自分らしくありたい、自分らしく生きたい、というようなその人の存在そのも
のに関わる欲求であるため、外から付けることは出来ないと言われています。つまり、他人が「あなた
の自己実現はこれですよね」というように指摘したり、提供したりすることは出来ないということです。
それゆえ、自己実現欲求は、その人が長い時間をかけて探求していく、究極的な欲求であるとも言えます。

（２）欲求５段階説に対する反論
　欲求５段階説にはいくつかの反論が指摘されています。例えば、欲求５段階説では、人間は低次の欲
求から高次の欲求へ順番に移ると言われています。しかし、画家のゴッホなどは、晩年非常に苦しい生
活をしながらも絵を通した自己実現をやめようとはしませんでした。また、第４段階の他人からの称賛
や認知を欲しがっている人であっても、それによって第３段階の所属や愛の欲求が無くなるわけではあ
りません。このように、現在ではいくつかの反論が指摘されているものの、マズローの欲求５段階説は、
モチベーションの源泉となる「欲求」というものに光をあてた、画期的な考え方であったと言えます。

『欲求5段階説』のポイント

セルフモチベーション講座 （１ ）
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　モチベーションの有名な考え方の３つ目は、「目標設定理論」です。目標設定理論とは、モチベーショ
ンの違いは目標設定の違いによってもたらされる、という考え方であり、アメリカの心理学者エドウィ
ン・Ａ・ロックにより、その有効性が提唱されています。具体的には、曖昧な目標よりは明確な目標、
難易度の低い目標よりは難易度の高い目標の方が、より高い業績や結果が出ることが多くの研究により
確認されています。１つ例を考えてみましょう。就職活動を控えた２人の学生が以下のような目標を立
てたとします。

Ａ君：「絶対に就職活動を成功させる」
Ｂ君：「５月までに三菱ＵＦＪ銀行に必ず内定を取る」

　２人とも就職活動の成功を目指し、目標を立てていることは同じですが、その中身は異なります。Ａ
君は漠然と就職活動の成功を目指しており、どのような状態になれば就職活動が成功したのかが分かり
ません。また、それをいつまでにやり遂げたいのかも不明確です。
　一方、Ｂ君は就職活動の成功を○○銀行に内定を取ることと決め、その期限も設定しています。どち
らの方がより良い結果を出せるでしょうか？目標設定理論では、Ｂ君のように明確で難易度の高い目標
を立てた方が良い結果が出ることを示唆しています。
　しかし、なぜ具体的で困難な目標を
設定した方が、より良い結果が出るの
でしょうか？その背景には「パーキン
ソンの法則」というものがあります。
パーキンソンの法則とは、ある課題を
達成するにあたって、必要以上の余分
な時間が与えられると、人間は与えら
れた全部の時間を無駄なく使うため
に、無意識にペースが調整され、結果
として生産性の低いものとなってしま
う、というものです。難易度の高い、
具体的で困難な目標を設定すること
は、このパーキンソンの法則を避け、
誰もが目標をクリアするために生産性
を高めようとすることに繋がります。
それゆえ、目標設定理論では、より具
体的でより困難な目標を設定すること
が必要とされます。

ステップ②：モチベーションの有名な「考え方（理論）」を知る（3）

『目標設定理論』
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家族構成
三重県鈴鹿市に誕生。
家族構成は父、母、妹（3歳下）、弟（13歳下）の5人家族。
父は市役所職員、母は中学校理科教諭の家庭に生まれる。両親共働きのため、両方の祖父母の影響も
大きく受けている。

１～３歳
3歳から母方の祖父母宅のそばにある保育園に通園。見た目に執着しない両親だったため、髪型は和田
アキコのようなヘルメット。よく男の子に間違われた。

４～５歳
「あーまじで男の子に生まれたかった」と思っていた。本当は将来の夢はケーキ屋さんだったのに、女の
子たちがみんなケーキ屋になりたいと言っていたので、「私パン屋さんになりたい」と言っていた。よく男の
子とケンカしていた記憶がある。
年長組の時の担任の先生が熱心な方で小学校1、2年生レベルの勉強、長い作文、演劇…と超スパルタ
教育を受けた。私はなかなか逆上がりが出来なくて、夕方遅くまで居残りで練習した記憶がある。粘り強く
努力することはこの時学んだ気がする。

６～１２歳（小学校時代）
超マジメな小学生。これは中学高校もですが、教師からの評価の高い生徒でした。保育園の頃から「しっ
かりしてるね」と周囲から言われ、「そうあらねばならない」と思っていました。その半面おませな性格で、
小学校1年生のバレンタインにはチョコを20個近く買って気になる男の子に配り歩いていました。祖母が洋

★私の履歴書★ ～私ってこんな人～
テーマ：お互いを良く知ること。時系列で、転機になったことなどを中心に書いて下さい。
自分の人となりや価値観を知ってもらうものなのでなるべく詳しく書いて下さい。
ただし、共有したくないことについては無理に書く必要はありません。 サンプル

小学校1年生のバレンタインにはチョコを20個近く買って気になる男の子に配り歩いていました。祖母が洋
裁をしていたので、洋服のデザイン画を描きオリジナルの洋服を作ってもらっていた。人と同じが嫌だった。

１３~１５歳（中学校時代）
中学も変わらずマジメな生徒だったが、ちょっと歪みが出てきた。なぜか仲良くなる友達はやんちゃな子が
多く、親や祖母からは「優（私）がぐれた」と言われ、友達からは「優ちゃんはマジメよね」と言われ一体私
は何なんだろうと虚無感におそわれ１カ月位学校を休む。
その間は遊び歩いたりしてもやもやを発散。家族と大喧嘩になった際、祖父に「人生一回キリ。覆水盆に
返らずやで」父に「選択肢の広がる生き方をせなあかん」と言われわれに返る。
相変わらずおませで、中学3年間で9人の男の子とお付き合い。
部活はソフトボール部に所属。誰とでも仲良く出来るとキャプテンに。

１６～１８歳（高校時代）
県で1位の高校に行って必死になるよりも、2位の高校でのんびりやりたいと進学。国語の授業が大好きと
いうか「本読み」が大好きで率先して読んでいた。小説を読むのが好きで、向田邦子、山田詠美、江國香
織、芥川龍之介、太宰治を読みあさる。着物に興味を持ち、着付けに通う。日本文化に興味。一生モノと
呼べる親友に出会う。やっと自分の居場所を見つけた気がした。
①東京に行きたい②衣服を学びたいの2軸で大学選び。猛勉強。

１９~２０歳（大学時代）
東京へ上陸。大学では昔のフランス＆日本の衣服を中心にした生活文化を学ぶ。勉強が楽しくて仕方な
かった。ファッションショーを企画するインカレサークルに入り、ショーのモデル管理と広報を担当。営業す
る楽しさと仲間と一つの物を作り上げる面白さを知る。アルバイトは、アオザイが着たくてベトナム料理屋、
デニムが好きで洋服屋、社会勉強がしたく雀荘でバイト。
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他の理論と同様、「目標設定理論」にもこの考え方を有効に活用するために覚えておかなければならな
いことがあります。ポイントは以下の２点です。

（１）本人が「具体的で困難な目標」を受け入れていなければ効果は出ない

（２）目標設定理論は「フィードバック」と組み合わせることによって、より大きな効果　
　　を発揮する

　目標設定理論で最も重要なポイントは、本人が「具体的で困難な目標」を受け入れていなければ効果
は出ない、ということです。つまり、他人から指示された目標であったり、自分で設定したとしても納
得していないような目標では効果は出ません。
　また、目標設定理論をより上手に活用するために必要なものが「フィードバック」です。フィードバッ
クとは、目標の達成に関して周りの人間から評価やアドバイスをもらう行為ですが、目標設定にフィード
バックが組み合わさることによって、効果が高まると言われています。また、フィードバックはその回数
よりも、早い時期に与えられる方が最終的な結果が向上することが指摘されています。
　以上のような点を踏まえて、目標を設定する際は、自分が納得出来る、具体的で困難な目標を設定す
るようにしましょう。また、その目標に対して公正にフィードバックをくれる友人や知り合いを作って
おけば、更にその効果を高めることが出来るでしょう。

　最後にモチベーションの「持論」を考えてみましょう。
これまで行ってきたグループワークや講義によって、みなさんは自分にとってのモチベーションの「素」
や、代表的なモチベーション理論を学ぶことが出来ました。
　しかしながら、それだけでは足りません。なぜなら、万人に共通する絶対のモチベーション理論は存
在しませんし、みなさんが見つけたモチベーションの「素」が他の人にも絶対当てはまるということも
ないからです。モチベーションを上手に「自己調整」するためには、自分のこれまでの経験や理論をミッ
クスさせ、自分なりのモチベーション「持論」を構築することが重要となります。その「持論」は、他
の人には効果的ではないかもしれません。しかし、みなさん自身には効果があるはずです。これまでの
経験や今回の講義で学んだことを振り返りながら、自分オリジナルのモチベーション「持論」を言葉や
文章で表現してみましょう。

ステップ③：モチベーションに対する自分なりの「持論」を持つ

モチベーションの「持論」考える

『目標設定理論』のポイント

０ ６ １２ １５ １８ １９ ２０

私の“やる気”曲線

サンプル

どのような時、自分はやる気（モチベーション）が出たのか？
例：成果が出た時、褒められた時、目標がきちんとある時、など

どのような時、自分はやる気（モチベーション）が下がったのか？
例：やらされ感がある時、結果が出ない時、など

例：やる気（モチベーション）に関する「キーワード」でも良いです
（達成感、成長感、競争、友人、目標、将来に役立つ、など）

人から期待された時、自分の頑張りで成果が出た時、みんなで力を合わせた時、好きなもの（洋
服）に関わる時

周囲の評価が正当じゃないと感じた時

０歳
千葉県の●●市に生まれました。
家族構成は父、母、兄（６歳違い）、祖母、祖父です。

１～３歳
この頃は、子供をなるべく日光に当てるのがその後の発育に良いと信じられていたらしく、
やたらと上半身裸で遊んでいる写真が残っています。

４～５歳
両親が共働き（父親は電話会社で働き、母親は中学校の国語の先生だった）ので保育園に
預けられ、もっぱら祖父が保育園の送り迎えをしてくれていました。祖父の自転車の後ろに
乗っけてもらって、帰りに１００円のがちゃがちゃをやらしてもらうのがすごく楽しみでした。

６～１２歳（小学校時代）
特に特徴の無い平々凡々な小学生だったと思うのですが、このころはむちゃむちゃ太ってました
将来は相撲取りになるのかと親戚に冗談を言われた記憶アリです。この頃太っていたせいで
現在に至るまでダイエットは常に意識しなければならない問題になりました。
祖父がこの頃市議会議員をやっていたせいで選挙の時期になると
「●●をよろしくお願い致しまーす」という選挙カーが学校まで聞こえてきて非常に
恥ずかしかったです。

★私の履歴書★ ～私ってこんな人～
テーマ：お互いを良く知ること。時系列で、転機になったことなどを中心に書いて下さい。
自分の人となりや価値観を知ってもらうものなのでなるべく詳しく書いて下さい。
ただし、共有したくないことについては無理に書く必要はありません。 サンプル

１３~１５歳（中学校時代）
この頃もまだ太っていたので体の大きさを生かして柔道部に入る。１年の時に市内大会で
３位に入るが、その後すぐに引退。幽霊部員になった。中学２,３年は尾崎豊にはまり、けっこう
熱心なファンになった。
尾崎豊の影響もあって青山学院（尾崎豊の出身校）の高等部を目指すが、合格できなかった。

１６～１８歳（高校時代）
高校に進むが、第一志望でなかったせいもあり、最初からモチベーションが非常に低かった。
音楽を聞く事が非常に好きになり、洋楽を中心に聞きまくった。この頃のヒーローは
ジミヘンドリックスやビートルズ辺り。音楽が好きだったことと付属の大学に進みたくない
気持ちから音楽の専門学校へ進学する。親は非常に反対した。

１９~２０歳（専門学校時代）
好きな音楽に関われていたのでそれなりに楽しかったが、１年半くらいして好きなことと
食べていくことは全く別の問題だとはっきり認識する。要は才能がなかった
だけだが、人生で初めて大きな挫折感を味わう。今思えばこれが転機になった。

２０~２２歳（大学時代前半）
初志貫徹出来なかった自分を鍛え直したいと思い、全く英語が出来ないにも関わらずアメリカに
留学。非常に苦労した。朝から晩まで勉強をして何とか乗り切ったが、常に孤独感や
プレッシャー（自分のためにたくさんお金を使ってくれた両親のためにも
日本に帰るわけにはいかなかった）の中で過ごした２年間だった。
何とかやりきり、自分に自信を取り戻せたのが収穫だった。
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私の“やる気”曲線

どのような時、自分はやる気（モチベーション）が出たのか？
例：成果が出た時、褒められた時、目標がきちんとある時、など

どのような時、自分はやる気（モチベーション）が下がったのか？
例：やらされ感がある時、結果が出ない時、など

例：やる気（モチベーション）に関する「キーワード」でも良いです
（達成感、成長感、競争、友人、目標、将来に役立つ、など）

家族構成

１～３歳

４～５歳

６～１２歳（小学校時代）

１３~１５歳（中学校時代）

★私の履歴書★ ～私ってこんな人～
テーマ：お互いを良く知ること。時系列で、転機になったことなどを中心に書いて下さい。
自分の人となりや価値観を知ってもらうものなのでなるべく詳しく書いて下さい。
ただし、共有したくないことについては無理に書く必要はありません。

１３ １５歳（中学校時代）

１６～１８歳（高校時代）

１９~２０歳（大学時代）

※カテゴリーは勝手に作ってくれてＯＫです（例：浪人時代、留学時代など）
サンプルを参考に同程度の量を書くように努めて下さい



- 53 - 

大学コミュニティグループでは、9月 24 日（土）に開催された第 6回学部同窓会総会の
際、初の試みとして、卒業生業界別交流会を開催した。 
卒業生業界別交流会とは『卒業生とのパイプを活かした人的ネットワークを再構築し、その社会

活動豊富な卒業生と在学生との交流を推進し、学生の社会人力の養成を行う事業を展開する』と
いう、本グループの活動目的の足掛かりとするための企画である。 
 当日は卒業生と恩師が業界別にテーブルを囲み、近況報告や各業界の特性、仕事のやり
がい等について情報交換を行った。 
 
 卒業生業界別交流会 

開催日時：平成 23 年 9月 24 日（土） 18：50 ～20：00（同窓会総会後） 
会 場 ：ホテルアークリッシュ豊橋  
参加者数：卒業生 60 名 

教職員 26 名 
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卒業生との大学コミュニティを活用した社会人基礎教育の展開  
卒業生業界別交流会実施（学部） 

１． グループ事業の取組 
平成 23 年度同窓会総会の会場を利用させていただき、教職員と卒業生の業界別交流会を

行った。卒業生の就労状況に対するアンケート、ヒアリング等情報収集を行った。 
【実施日時】2011 年 9 月 24 日（土） ホテルアークリッシュ豊橋  

同窓会総会後 18：50 ～20：00 業界別交流会実施     
【参加者】  卒業生  60 名     教職員 21 名    JSSP スタッフ 5 名  
【業界別交流グループ】 参加教職員  （＊とりまとめ者）       
・金融保険グループ 中野一 ＊中島    ・建設業     伊藤,藤本,前川 ＊花岡 
・製造業      佐藤   ＊遠山    ・サービス   三好,村松      ＊和田 
・卸小売１     石田   ＊平松    ・卸小売２   森田          ＊見目 
・情報通信１    今井正 ＊武良    ・情報通信２ 三輪、黒木      ＊増田 
・医療理学     八木,小西 ＊中村   ・その他   稲田          ＊富安 

各グループにて交流を行った。             カメラ撮影 桐木 

 

 

  
 

２． 活動成果 
①交流会に参加した卒業生より勤務先の満足度について業界別に以下の内容が分かり

ました。 

＜業界別勤務先の満足度＞    この業界の良い点    

金融      ・いろんなお客様・企業の方と会える（信金） 

建設設備    ・新しいものが多く飽きない・夢がある・現場等を見ることができる  

製造業     ・残業は比較的少ない  

サービス    ・売り上げに直結し自分の評価にもつながるのでやりがいがある。  

          ・多くの人と接することができる。  

卸小売①②   ・仕事の変化に面しろさを感じることができる。  

情報通信①②   ・入社後にスキルアップのチャンスがあり、新しい知識を習得していく
楽しみがある。実際にお客さんが使って喜ばれているのを見るとうれしくなる。苦労が報
われる。 

理学医療     ・医療は景気に左右されないところがよい。  

その他    ９   

回答数 48 名 

 満足指数 大変満足 満足 普通 多少不満 不満 満足指数
配点 3 2 1 -1 -2   

金融        4   1   7
建設設備       1     1
製造業       1 3 1   4
サービス   2 2   1   9
卸小売①②    2 5 1   8
情報通信①②  2 1 3 3 1 7.8
理学医療     8 1 1   16
その他 1 3       9
合計     5 21 13 8 1 ４８

OBOG からのヒアリングで業界別の特徴、現状がわかりました。 

この業界の良いところ・悪いところ・満足度・労働条件・残業・求人状況・今の勤務先
を後輩に勧めるかどうか・大学から授業や就職ガイダンスへの協力依頼があった場合、可
能かどうか・転職した場合はその理由等  

この内容は就職ガイダンスを通じて現役学生の就職指導に活かしていくこととする。  

 
②今後在学生と卒業生との交流を実施するにあたり、在学生の指導を行う有望な OB 人材

の発掘を行うことができた。 以下の場面で指導協力をしていただく予定である。 
・キャリア形成の授業講演    ・就職ガイダンスでの業界研究指導 

・就職合宿、就職激励会での OB との交流会実施   

 

３． 今後の課題点 
【卒業生業界別交流会開催にあたっての問題点】  

・昨年度より就業力育成支援事業にあたっては、OB・OG アンケート離職率調査を２回
も実施してきたが、回答数が少なく（8.3％）、大学単独の交流会開催は難しい状況で

あった。 

・卒業生同士が久しぶりに会う同窓会懇親会で、大学目的の交流会を強制実施するには、
同窓会役員から不安の声があがり、時間を短縮せざるを得なかった。一部他大学では
既に行われている業界別交流会も、本学同窓会では初めてであり、その先入観が企画
の妨げとなった。本来同窓会は協力者ではあるが独立自治のものであるので仕方がな
い。実施説得に相当の時間を要した。 

・同窓会総会の目的と本学の就業力育成支援事業の目的はそれぞれ違っており、それを
如何に相手の立場を理解して、調整、融合、協力し、相乗効果を上げていくかが大き
な課題である。 

・総会同窓会開催日が 3 連休の中日であり、動員にかなり苦戦した。 

・予定 30 分、延長で 45 分間であったが、もう少し時間がほしいと各グループから当然
の意見が出た。 

・同窓会の中で行うには、時間的にも制約されており、限界が多々あった。 

・教員の出席数、協力者がもう少し欲しかった。 

・同じ業界で集まるよりも、異業種のグループで交流した方が、業界の良い面、悪い面
が分かるという意見があった。同じ業界では、利害関係のある業種もあり話しづらい
面もあるようだ。 

・若い卒業生も多かったため、次回 30 歳以上の交流を行うことも検討したい。 

・当初卒業生からこの実施にあたっては不満がでるのではないかと心配されていたが、
下記同窓会参加者アンケートより、一部の不満は聞いたが、全体的には卒業生も満足
していただけたため、これを励みに次年度へ繋げてゆきたい。 

・同窓会会長からも今回開催は初めてではあったが、大変良かったと評価をいただいた。 

・リハビリテーション学部卒業生は今回初めての総会であり、本来この事業とは関係な
いが、グループでまとまって協力していただけた。 

 

4．その他 

[参考] 同窓会総会全体のアンケートは以下のようであった。  

 創造同窓会総会参加者アンケート集計 （回答 22 名/60 名） 

①本日の総会、交流会はいかがでしたか？ 

大変良かった ５ 良かった 10  普通 6 あまり良くない 0 良くない１  

・テーブル内の話し合い、情報交換が盛り上がりました。(大変良かった) 

・時間配分が難しいですね。(普通) 

②今回は教職員と卒業生との業界別交流会を実施しましたが、いかがでしたか？ 

今後も行って欲しい１５  あまり必要ない１  その他３   未記入４ 

・業種がランダムの方が良いのでは？(その他) 

・理学としては参加しやすいと思う。(その他)     ・きまずい。(その他)  

③その他、ご感想、ご要望、ご意見がございましたらご記入下さい。 

・業界別交流会があり食事の時間が少ない、自己紹介をしている時間が無駄だと思いま
す。 

・良かったです。ありがとうございました。  ・2 年後も期待します。 
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大学コミュニティグループでは、創造祭 2日目の 10 月 23 日（日）に開催された豊橋創
造大学短期大学部同窓会第 27回総会 終了後、キャリアプランニング科在学生と短期大学
部卒業生を対象にした『在学生＆卒業生交流会』を開催した。 
 交流会に先立ち、短期大学部キャリアプランニング科 2年生が取り組むプロジェクト活
動のうち、2つのプロジェクトが中間報告発表を行った。多少練習不足の感はあったが、先
輩方からプロジェクトの内容や活動についてお褒めの言葉や励ましの言葉をいただき、学
生達もずいぶん励みとなった様子であった。 
 その後の交流会では参加者全員が１つのテーブルを囲んで歓談し、和やかな雰囲気の中
でとても会話が弾んだ。学生からの職場の様子についての質問には、仕事の内容や苦労話、
就職活動に対するアドバイスなどが卒業生から披露された。参加した学生からは「卒業生
の方と情報交換をする機会が今までなかったので、大変貴重な経験をした」との声が寄せ
られている。 
 卒業生から在学生へ寄せられたメッセージやアドバイスは、在学生にとって大きな刺激
となったばかりではない。特に就職活動で苦労した体験談は教職員にとっても今後の指導に
活かせるものが多く大変有意義であった。 
 
 在学生＆卒業生交流会 
  開 催 日：平成 23年 10 月 23 日（日） 
  会 場 ：豊橋創造大学 A23 教室 
  参加人数：卒業生 12 名 
       在学生 11 名 
       教職員  7 名 
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卒業生交流会実施報告について（短大部） 
 

１.開催概要 
日時：平成２３年１０月２３日（日）１３時～ 

会場：Ａ３２教室 

参加人数：在学生 １１名 卒業生１２名  

内容：①在学生による JSSP プロジェクトの中間発表 

     細谷ゼミ・千賀＆中島ゼミ 

       朝倉ゼミ・村松ゼミ：抄録・ポスター発表のみ 

②卒業生から在学生へのメッセージ 

次第： 

司会進行 細谷 

13：00～13：10 挨拶 今泉学科長 

13：10～13：30 プロジェクト中間発表 

13：30～     卒業生との交流 

・プロジェクトについて意見交換 

・就職活動体験報告 

・卒業生の近況報告など 

・全体写真の撮影 

14：30 終了 

       ※大学ホームページに様子を掲載 http://www.sozo.ac.jp/campus-news/2011/111023.php 

 

２.実施成果 
（１）キャリアプランニング科プロジェクト中間発表について 

・発表そのものは予想以上にしっかりできていたのではないか。 

  「予想以上」であのレベルなのも悲しいが・・・ 

・明らかに練習不足 

・自分たちがやったことを発表するわけだから、自信を持って、もじもじすることのないよう
にできるとよい 

・発表原稿の漢字が読めないようでは話にならない。 

    希薄（きうす→きはく） 

    率直（そっちょく、「りつ」に思いがいって、「そつ」がでてこない） 

・質問を受けた時に、そつのない答えがすぐに出てこない。 

     前もって聞かれそうなことを予想できていない。 

     予想していなかった質問に対して、その場をうまく取り繕うことができない。 

 

（２）在学生＆卒業生交流会について 
  ・卒業生は、就職活動では苦労しているのでとてもよかった 

  ・卒業生は、話題を振れば、それなりに応えられるような社会経験を積んでいる 

・卒業生の就職活動に関する体験談は、キャリ 1 年在学生全員に聞かせるとよいと思う。 

・今回参加してくれた卒業生が、１２月の就職ガイダンス「先輩の言葉」にも協力してくれる
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ことになった 

 ・卒業生と在学生の活発な意見交換ができ、よかった。 

・プロジェクトに関する意見交換では、卒業生等からの質問で、プロジェクトを運営する在学
生の“気付き”があったのではないか。 

 ・交流会は卒業生の話を聞くことができ、在学生にとって大変有効なものであったと思う。 

 ・卒業生が大変いい話をしてくれたものの、在学生にどこまで響いたかは疑問が残る 

・在学生にとっては、他のゼミのプロジェクトではどのような活動をしているか知るのに良い
機会であった 

 

（３）来年度へ向けての課題 
  ・短大部の同窓会総会に絡めるのが基本であるが、以下の問題が生じる 

※タレントの出演時間を外すことは、前もって考えたが、生バンドの騒音は「想定」して
いなかった。あるいは、予想以上に大きな雑音だった。 

※キャリプラの学生・教員全員が、創造祭（２日間にわたって）に来ているわけではない
こと。 

※創造祭、同窓会総会は楽しみにきているわけで、就職・将来といった、ある意味深刻な
話題が雰囲気的に馴染まない面はある。 

※参加者も子連れが多く、総会終了後にしても、まじめなことはやりづらい環境ではある。 

※創造祭に、ゼミ、プロジェクト、サークル、学生会、屋台のお手伝いなどで参加してい
る学生は、当日はそれだけで結構いそがしく動き回っている。なかなか、交流会へ引っ
張りこめない。こういった学生は、比較的世渡りがうまく、就職も決まっていく学生た
ちである。 

 ・在学生の出席が少ない 

    ・キャリアプランニング科教員の参加が少ない（交流会の位置付けを科で検討する必要がある） 

・今後、卒業生の参加者をどのように募るか 

 ・卒業生との交流を図るため、多くの卒業生を発表会場へ誘導する 

 ・先輩方の苦労話等を聞くことで、少しでも在学生が現実に触れるというのは非常に大切な事。 

 

  【総括】 
    皆様のご意見を伺うと、実施したこと自体は有意義であったと言える。交流会についても、今

後の課題としては人数が少ないという事が言えるが、個人的には今回のようにこぢんまりとして
いる方が活発な意見交換ができるのかもしれないとも考える。(各ゼミの発表はトータルで 30 分
くらいでないと聴いている方が飽きてしまわないか) 

    そうは言っても人数が少ない事は事実であるので、来年度も目標は倍の参加人数としたいと思
っている。 

    在校生への意識付けは元より、卒業生が大学に来ることによって、卒後研修などに結びつけら
れたら、よりよい関係が気付けるのでは無いだろうか。 
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豊橋創造大学短期大学部キャリアプランニング科
在学生＆卒業生交流会　アンケート集計結果 【平成２３年１０月２３日実施】
【アンケート対象】

卒業生 配布数：１２　　回答数：１０　未回答：２　  回答率：８３．３％
在学生 配布数：１１　　回答数：７　  未回答：４　　回答率：６３．６％

【学生のプロジェクト発表について】
とても満足 満足 どちらでもない 少し不満 不満

卒業生 1 7 2
在学生 5 2

***** 感　想 *****
卒業生
　・とても分かりやすくて良かったです。
　・少し練習不足が目につくかなと思いました。
　・プロジェクト自体はどれもすばらしくと感じています。
　・面接の練習にもつながると思いますので、ぜひプレゼンの練習もされて下さい。応援しています。
　・まだまだ発展途上で、これからが楽しみです。
　・資料がもう少し詳しいといいなと思いました。
　・それぞれ興味深い内容で、聞いていて面白かったです。
　・在学生がどんなプロジェクトをしているのか分かって良かったです。
　・どのような活動をしているのかが、写真付きの説明をして頂き、分かりやすかったです。

在学生
　・発表の時、めちゃ緊張しました。でもスムーズにできて良かったです。
　・緊張しました。
　・緊張した。
　・皆、様々な活動をしていてすごくよかった。
　・他のゼミの状況を知れてよかった。

【学生のプロジェクト発表について】
とても満足 満足 どちらでもない 少し不満 不満 無回答

卒業生 7 1 2
在学生 5 1 1

***** 感　想 *****
卒業生
　・在学生のがんばりをナマで聞けたことがとてもうれしかったです。
　・プロジェクトをそれぞれがんばって下さい。応援してます！
　・いろいろ聞けておもしろかったです。
　・かなり緊張しました。後輩の方と交流する機会はないので貴重でした。
　・在学生や卒業生と情報交換ができて良かったと思います。

在学生
　・話にあんま入ってないけど、みんなたくさんしゃべってました。
　・先輩方の貴重な意見がきけてよかったです。
　・就活の話や、プロジェクトへの意見が聞けてよかった。
　・とてもいい経験になった。
　・貴重な意見をもらえてよかった。
　・常に笑顔と元気でいることが大事ということが分かりました。
　・就職についても卒業生の方々がアドバイスになることをたくさん言っていたので参考にしたいと思いました。

【卒業生から社会に出て感じること・後輩たちへのメッセージ】
・就職したばかりだと苦しい事ばかりだけど、1年過ぎるとだんだん分ってくる事が楽しくなります。1年は我慢しましょう。
・私は社会人になるのがとてもイヤでした。でも、今は仕事をすることが楽しく、プライベートも学生時代よりも充実して
　います。不安はあると思いますが、頑張ってください！！
・経験ってとても大事だと思いました。
・ビジネスの講義で学んだ事が生かせているので、学生時代に少しでもビジネスマナーなど学ぶと良いと思います。
・社会人と言えども大人になりきれていない学生っぽい社会人も現実にいます。沢山の人と出会い、良いところを吸収
　できるような社会人になれるよう努力しています。
・全ての人と良好な関係を築くのはとても難しいです。私にも言えることですが、どうかそういった失敗を恐れず進んで
　いってほしいと思います。
・マナーや上下関係がとても大事。気づかいができることが大切。
・就職活動に全力で取り組んでください。全力で取り組んで後悔しないよう頑張ってください。
・学生時代と違って社会はすごく厳しいですが、前向きに笑顔で頑張ってください。
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今回は就職活動の本格的なスタートを前に、企業との相性や業界・企業研究の必要性と
重要性を学ぶことを目的とし、メンタルタフネスを活かすビジネス研究講座(1)を開催した。 

学生にとってあまり馴染みのない『業界研究』を身近なものに感じられるよう、今回は
ボードゲームを利用して、アパレル業界についての研究を行った。 
『確かに大企業はあこがれの職場だが、社風が自分に合わないと長く勤めることはでき

ない』 
 『就活開始直後に「○○業界は自分に向いていない」という人ほど、業界や企業につい
て研究していない』 
 来るべき就職活動に備え、講師の言葉を熱心にメモする学生の姿も見られた。  
 受講後の学生からは、「講師の先生の『将来転職を考えた時、新卒として入った業界が
その後の転職先の選択に大きな影響を与える。最初の就職先が自分の将来を決定すると考
え、しっかりと調査・研究し大切に選択してほしい』という言葉が強く印象に残っており、
企業の大小にこだわらず、自分と相性の良い業界、企業を探したい」という感想が聞かれ
た。 
 
 メンタルタフネスを活かすビジネス研究講座(1) 
  開 催 日：平成 23年 10 月 25 日（火） 
  会 場 ：豊橋創造大学 A23 教室 
  参加人数：情報ビジネス学部 3年生 27 名 
       教職員 19 名 
  講 師 ：キャラメルソース(株)代表取締役  初見 康行 様 
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1 

 

ビジネスケース 
（あるアパレル副店長の悩み） 

 

あなたは、アパレル業界で売り上げ第 3 位、フォーマルからカジュアルまで幅広い   
年齢層に人気のあるブランド、「セカンドリテイリング社」の社員です。元々ファッション
への興味関心は高かったあなたですが、就職活動の自己分析で、バイトの接客経験、   
部活動での仲間との触れ合いなどから、人と接することがやはり好きだと改めて認識。  
アパレル業界を志望しました。いくつかの会社を受験する中、この会社の社員の     
和気あいあいとした空気や、頑張れば頑張った分だけ早く任せてもらえる風土に惹かれ、
入社をすることに決めました。 

 

 

今年は入社３年目。春から副店長という役職につき、やる気充分の毎日です。 

郊外のショッピングセンターにある比較的大きい店舗で、店長と自分、最近入社した   
新入社員の鈴木くん、そしてアルバイトが 3 名。合計 6 名でシフトを組み、お客様に    
喜ばれる店づくりに奮闘中です。 

 

 

休みなんか取れないんじゃないかと入社前は覚悟していましたが、意外に週休 2 日は確
実です。大学の同級生たちが慣れないスーツで出社する中、自分は好きな格好でいいし、 
「お客様のためにいいと思ったことは、遠慮せずどんどん提案していいんだぞ！」と   
言ってくれる店長のお陰で、店のディスプレイなどかなり任せてもらえ、大いにやりがい
を感じています。何より、好きなファッションに日々関われるのは本当に楽しいものです。 

 

 

新人の頃は、右も左もわからず、おつりを間違えて店長からこっぴどく怒られたことも
ありましたが、今ではすっかり仕事は板につき、同期では一番乗りで副店長に昇進    
しました。今の目標は店長！店長として充分経験を積んだら、本部へ行って販売促進の  
企画部で活躍するのが夢です。 

 

そんな順風満帆のあなたに、少し困ったことが起きました・・・・。 

 

この 4 月に入社してきた新人の鈴木くん。同期と共に 1 ヶ月の新人研修を終えて、   
店舗へ配属されて 3 ヶ月。はじめの頃はやる気まんまんで燃えていた鈴木くんですが、  
このところその元気に陰りが・・・。少し気になったあなたは、鈴木くんを仕事終わりに
ご飯に誘いました。すると鈴木くんはこんなことを言い出しました。 

2 

 

「ぼく、実はこの仕事向いてないんじゃないかと思って・・・。 

発注ミスは一度や二度じゃなくて周りに迷惑かけ通しだし、お客様とお話するのもだいぶ
慣れたけど、それでもまだ何度も噛むし。人と話すのは好きで、洋服も好きで、第一志望
のこの会社に入ったけど、思っていた以上に自分が出来ない人間なんだと痛感して正直 
ショックです。同期たちを見ると、ぼくより仕事を覚えるのも早いし、いつもまわりに  
気を配れていて、入社して同じ時間しかたってないのに、もうこんなに差がついている  
ことに悲しくなります。最近は辞めた方が店のためにもなるんじゃないかと、正直思い  
始めているんです・・・。」 

 

店長を目指すあなたは、可愛い後輩の鈴木くんを先輩として励まし、お店で立派に活躍
できる社員に育て上げなくてはなりません。 

 

何と言って励ましてあげたらよいでしょう？？？ 

 

次の４つの励ましトークを、いいと思える順に並べ替えてください。並べ替える基準は、 

「もし自分が鈴木くんだったら、何と言って貰えたら嬉しい or頑張れる気になるか」です。 

 

 

タイプ１＝力強い言葉で気持ちに熱く訴える「熱血教師型」 

 

「馬鹿野郎！辞めるなんて 100 年早いんだよ！だいたい、3 ヶ月やそこらで向いてる   
向いてないなんて、わかるはずないんだ。同期の方ができる気がする？俺にいわせりゃ  
みんなまだまだだ。けどな、俺は一生懸命でさえあれば 1 年目は合格だと思う。だから   
ミスなんて気にせず一生懸命やれよ！」 

 

 

タイプ２＝母のような愛で優しく包みこむ「保母さん型」 

 

「うんうん、わかる。わかるわー。そういう気持ちに 1 年目の時は必ずなるよ。      
何を隠そう、僕もそうだったなあ。君を見てると 3 年前の自分を見ているようだよ。    
でもね、辛かったのは 1 年目までで、1 年頑張ってふと振りかえったら、いつのまにか   
できることが増えてるんだよね。君にもきっとそんな日がくるよ。だからがんばって！」 

 

 

 

 

3 

 

タイプ３＝世の中を明るく捉え直す前向き指向「楽観型」 

 

「おまえ、ちょっと真面目過ぎるんだよ。どんだけ仕事どっぷりなんだよ。だいたいさ、
この不況下にせっかく入った会社辞めるなんてどうかしてるぜ？会社がお前を採用   
したんだから、お前も堂々と働いてたらいいんだよ。ミスなんて誰だってするぜ。1 年目  
ならなおさらだし。しんどい時は飲んで忘れるのが一番！」 

 

 

タイプ４＝冷静沈着・情には流されず頭で解決「コンサルタント型」 

 

「正直、君の人生だから辞めるか辞めないかの最終判断は君がするしかない。でも、君が
悩んでいることはすごく原因が曖昧だし、感情に走り過ぎているんじゃないかな？そんな
状態で本当に辞めるなんてジャッジしていいのかな？そもそも辛いと思い始めたのは  
いつなの？何に対して辛いと思うの？一時の感情で重要なジャッジをするなんて    
ナンセンスだと思うよ。」 

 

 

鈴木君の立場や自分の場合だったらどのようにアドバイスして欲しいだろうか？ 

以下のワークを考えてみよう。 

 

ワーク①： 

自分で 4 つの励ましトークを、いいと思える順番に並べ替え、その理由を考えてみよう！ 

 

ワーク②： 

グループ内で自分がどのような順番にしたかを共有し、グループとしての順番を 

決めてみよう。また、このケースから得られる学びとは何だろうか？ 

グループで考えてみよう！ 
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Business Simulation Game

・これから皆さんには アパレル業界を題材とした「ビジネス体感ゲーム」

をプレーしていただきます。

・このゲームの中で皆さんには商品の仕入や店舗施策・本社施策といっ

たビジネスの基本的な流れを体感して頂きます。

・ゲームは４チームでの売上勝負。

他のチームに負けないように、ルールを素早く理解し、戦略を立て、運

を味方に付けて勝利を目指してください。

・時間は９０分です。

ゲームを始める前に

・これから皆さんには、「アパレル企業」を経営していただき、売れる

商品の仕入や売れる店作りを行っていただきます。

「商品の仕入」

ゲームの前に

なにをするゲーム？

Copyright

・まず行わなければいけないのが、「商品の仕入」です。顧客の

ニーズにマッチした商品をしっかりと並べましょう。

・次に「店舗施策」や「本社施策」によって店舗の付加価値・ブ

ランドの付加価値を高めていきます。

・ゲームは春夏シーズンと秋冬シーズンのの合

計２期行われます。

・春夏シーズンは６ターン、秋冬シーズンは

１０ターンずつ行われます。全ターン終了後

に、アイテムの販売と決算を行います。

・春夏・秋冬期終了後の利益合

計により勝敗が決定します。

・それでは皆さんの検討を祈ります！

春夏

シーズン

1

６ターン

秋冬

シーズン
１０ターン

春夏・秋冬の

利益合計で勝敗決定！

全体の流れ

春
夏

シ
ー
ズ
ン

スタートチームから時計回りにアクション開始

１ターン

春夏シーズンの新聞の配布

販売・決算

・・・・３ターン

トレンドアイテム決定

４ターン

６ターン

商品カード 店舗カード

・・・・

・・・・

ゲームツールのセットアップ・資料配付

初期商品の発注（商品カードが５枚配布されます）

ゲーム全体の流れ

‥
‥

‥
‥

この中から３枚を選ん
で引き、そのうち１枚を
手元に残していきます

Copyright

販売 決算

総決算

2

秋
冬

シ
ー
ズ
ン

スタートチームから時計回りにアクション開始

１ターン

秋冬シーズンの新聞の配布

販売・決算

・・・・５ターン

トレンドアイテム決定

６ターン

１０ターン

商品カード 店舗カード 本社カード

・・・・

・・・・

初期商品の発注（商品カードが５枚配布されます）

‥
‥

‥
‥

スタート前の準備

・最初に、ゲームの進行ヒントと春夏シー

ズンのトレンドに関する情報が書かれて

いる新聞が配布されます。

・チームのメンバーで良く読み込んで、
ゲームを進める参考にしてください。

・次に、最初の発注商品として、５枚の商品カードを

受け取ります。

初期設定

Copyright3

これでワークを進める準備が整いました。

これから前半戦、春夏シーズン６ターンを進めていきます。
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各ターンで行えること

各期の流れ

１ターン 商品カード 店舗カード 本社カード

各ターンに行うのは、

・商品カード

・店舗カード

・本社カード（秋冬シーズンのみ）

の３種類（春夏シーズンは商品カード・店舗カードのみ）のカードの中

から好きな組み合わせで３枚を選んで、その中で最も良い

と思うカードを１枚手元に残すと言うアクションです。

３枚引くカードの組み合わせは、

Copyright4

3枚引いて
1枚残す

・商品カード×３枚

・全部１枚ずつ

・店舗２枚、本社１枚

といったように、合計で３枚になれば
組み合わせは自由です。

ただし、手元に残すことが出来る

カードは１枚のみです。

このようなアクションを春夏シーズン

は６回、秋冬シーズンは１０回繰り

返していくことで、魅力的な商品を

店に並べ、客を惹きつける店舗施策、
本社施策を実施していきます。

商品カードその１ ～商品カードの基本～

カードの説明

商品カードは、店舗に並べる商品です。

基本的にはこの商品の善し悪しが売上に直接関わってきます。商品に

は「シーズン」があり、最低限シーズンにマッチした商品を

そろえる事が必要になってきます。

カードは必ずしも思った通りにそろえる事が出来るわけでは無いので、
どの種類のカードを何枚ずつ引くかには注意してください。
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獲得した商品は、自分たちのチームボードの商品ラインナップのエリア
に並べてください。

このエリアには、最大６個の商品を並べることが出来ます。６個

以上になったばあいは、引いてきたカード及び並べているカードの中か
らいらないカードを廃棄する必要があります。

獲得した商品カード
はこのエリアに並べ
ていきます。

商品カードその２ ～商品のシーズン～

カードの説明

商品カードをそろえる際にポイントとなるのが、シーズンにマッ

チした商品をそろえる事です。

カードの表を見たときに上記の場所に書いてあるのが、そのアイテム

が売れるシーズンです シーズンがマッチしていない商品を並べても

Copyright6

が売れるシ ズンです。シ ズンがマッチしていない商品を並べても、

決算の時に売れ残ってしまいます。

商品選定には注意してください。

商品カードその３ ～大量陳列～

売り場にあるジャンルの商品を大量に陳列することで、売上を伸ばす
効果を期待できます。

下のようにTシャツを３組み並べることが出来たら、その分大量陳

列ボーナスを獲得できます。

これもトレンドと同じく商品を多く

売る秘訣ですので、うまく駆使し

てください。

商品カードその４ ～トレンド～

カードの説明

商品カードをそろえる際にもう一つポイントとなるのが、トレンドです。

トレンドにマッチした商品をそろえると、売上を高めることが出来ます。

トレンドには、

新聞から予測するトレンド

運によって決定されるトレンド（中間ターン終了時に決定）

の２つのトレンドがあります。

前者は新聞を読むことで予測してください。後者はサイコロを２

個振って決定するので運が重要ですが、商品によって確率には差

があります。（下記参照）

それぞれのアイテムの出る確率は決算シートにも記載されて

いますので、戦略の参考にしてください。
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サイコロの目 確立 春夏シーズン
2 3% グッズ
3 6% カジュアルパンツ
4 8% ポロシャツ
5 11% カットソー
6 14% ショートパンツ
7 17% シャツ

8・9 22% Tシャツ
10 8% トレーナー
11 6% ジャケット
12 3% ルーム・インナー

サイコロの目 確立 秋冬シーズン
2 3% グッズ
3 6% カジュアルパンツ
4 8% コート
5 11% ブルゾン
6 14% ダウン
7 17% マフラー

8・9 22% フリース
10 8% セーター
11 6% ジャケット
12 3% ルーム・インナー



- 63 - 

店舗カード

カードの説明

店舗カードは、店舗毎に行える施策です。

こちらのカードは、集客力や客単価と言った、店のパフォーマンス

を左右する要素です。

まずは売れる商品をラインナップする事が重要ですが、それと同時に

売れる店作りを忘れずに進めていきましょう。

店舗カードの中には１枚で効果を発揮するものや、２枚（２種類）そろわ
ないと効果を発揮しないものなど様々です。

自分たちのターン状況と相談しつつ、効果の高いカードを効率よく集め
てください。

なお、店舗・本社カード双方、保持できる枚数に制限はありません。た

だし、同一のカードを複数枚持つことは出来ません。

Copyright8

２種類そろったら初めて
効果を発揮！ １枚で効果を発揮

【店舗カードの持ち越しについて】

商品カードは春夏シーズンが終わったら一度リセットされますが、店舗カードは秋冬
シーズンに持ち越すことが出来ます。

長期的な戦略も視野に入れ、カードをそろえていきましょう。

本社カード

カードの説明

本社カードは、秋冬シーズンから追加されます。店舗カードよりスケー
ルが大きく、効果も大きいカードです。

特に原価率の削減といった大きな機能を持ったカードもあるの

で、積極的に集めて有利に展開してください。
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カード集めの秘策“戦略パートナー”

限られた機会の中で効率よく戦略を集めていくために活用できるの

がセンターボードにある“戦略パートナー”です。カードを３枚引く

代わりにサイコロを振って１～４の目が出れば周囲に置いて

あるカードを取得することが出来ます。でなければ獲得する事が出来
ません。

店舗・本社の各施策が１枚
ずつ並んでいます。
このパートナーは１枚だけ
で、早い者勝ちです！

顧客数 平均客単価× ＝ 売上

売上 100％ー原価率 ＝

利益

決算について

決算の計算方法

このゲームでは、以下のような形で利益を計算します。

×

顧客数は、店舗・本部施策で高めることが出来ます。

平均客単価は、商品ラインナップや店舗・本部施策で高めることが出
来ます。

効率よく顧客数と平均客単価を高め、その上で原価率を下げること
で、利益を高めていくことが出来ます。

Copyright10

最終的には、春夏・秋冬シーズンの利益を合計した

数値が最も高かったチームの勝利となります！

今回のゲームは、何がでるか判らないカードに左右されてしまう

ので、運の要素が強いと感じるかもしれません。

しかし、

・自分のチームの状況はどうなっているのか？

・売上を高めるには何を優先的にあげるべきか？

・他チームの動向は！？

戦略的に
運を味方につけて
勝利を目指せ！

ポイントは先を見る目！

春夏号

といった勝利につながる要素を戦略的に

見ていくことで 確実に勝利をたぐり寄せる
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見ていくことで、確実に勝利をたぐり寄せる

ことが出来ます。

チームのメンバーで役割を分担しつつ、勝

利を目指して下さい！

今期のトピックス

昨年に引き続き今年の夏は暑い！
という予報がでています。

このため、出来るだけ涼しく過ごすことが出来るような

衣類に注目が集まりそうです。
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皆さん、春夏シーズンを終えたことで、ゲームのコツやルールが

しっかりと把握できてきたと思います。

今期から、本社カードが追加されます。

本社カードは集めるのが難しいカードですが、効果は大きく、勝

敗を左右します。

自チームの状況、カードの引き方、戦略パートナーなどをフルに

活用して、是非本社機能の完成を目指して下さい！

今期から
新たに登場する
本社カードを使いこなせ！

インパクト絶大、本社カードの威力！？

秋冬号

Copyright
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今期のトピックス

今期の秋冬シーズンは、昨年に引き続きフリースに注目が集ま

りそうです。

ただし、ユーザーの目もかなり肥えてきているので、独自性を

出すことが出来なければ競争に勝つことは難しいかもしれません。

今期から横取りカードが各チーム１枚

渡されます。

ここぞと言うときに使って、活路を見

いだしましょう！

取った取られた、横取りカード登場！
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今回のワークを振り返ってみよう！

獲得顧客数 ＝ 店に来てもらえたか
商品を知ってもらえたか
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店舗カード

チラシ配布①
- 配布エリアのリサーチ -

効 果

①・②をそろえると
顧客数：+3 万人

店舗カード

チラシ配布②
- スペシャルプライス設定-

効 果

①・②をそろえると
顧客数：+3 万人

本社カード

広告戦略①
- テレビ・雑誌広告 -

効 果

①・②をそろえると
顧客数：+4 万人

本社カード

広告戦略②
- 看板タレント起用 -

効 果

①・②をそろえると
顧客数：+4 万人

今回のワークを振り返ってみよう！

平均客単価 ＝ どれだけの商品を
買ってもらえたか
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シーズンに合った商品を提供1
トレンドに合った商品を提供2

陳列や接客の工夫3

今回のワークを振り返ってみよう！

イメージを喚起して
購買 つなげる
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コーディネート提案
©ユニクロ

購買へつなげる

今回のワークを振り返ってみよう！

利益率 ＝ 製造や販売に
どれだけお金が必要か
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利益販売にかかる
諸費用製造原価

商品の定価

今回のワークを振り返ってみよう！

中間業者が減るので
利益率が高まるブランド開発
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開発・生産・販売の
無駄が無くなる垂直統合

今回のワークを振り返ってみよう！

企画・開発 商品やブランドを企画
し、開発する

商品の素材や材料を

Copyright

6

調達・製造

流通・販売

商品の素材や材料を
調達し、製造する

商品を店舗や顧客に
配送し、販売する

追加ページ

今回のワークを振り返ってみよう！

獲得顧客数 平均客単価×顧客獲得
利益最大化
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利益率 利益× ＝ 客単価向上

利益率向上

利益最大化

今回のワークを振り返ってみよう！
獲得

顧客数
平均

客単価 利益率 利益× × ＝
ワーク開始時

Copyright

8

２万人 ２０００円 ２０％ ８００万円× × ＝
ワーク後

３万人 ３０００円 ２５％ ２２５０万円× × ＝
追加ページ
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仕事のステージ＝キャリア

戦略の実行若手社員
入社１～３年目

中堅社員

Copyright

組織戦略の企画・実行中堅社員
入社４～８年目

企業戦略の企画
リーダー
管理職

入社９年目～
追加ページ

決算シート 春夏シーズン

商
品
関
連

店
舗
関
連

●初期予測データ

●シーズンにマッチした商品

●トレンド商品
1個目

2個目

●大量陳列

●スタッフ教育

●チラシ配布

●商品陳列コンサルティング

●返品無条件受付

●営業時間延長

●駐車場整備

●合計

●コーディネート提案

①商品知識研修
②接客研修

①配布エリアのリサーチ
②スペシャルプライス設定

枚 ＝
+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

×

＝

＝

＝

枚

枚

組

2500 円

1000 円
+

+

+

+

3 万人

400 円

1万人

20万人

1万人

1万人

万人 円 ％ 万円

300 円

200 円

300 円

20％

20

利 益 率

10000 万円）＝×

）＝×

小数点以下を切り捨て

500 円×

500 円×

500 円×

200 円×

利 益平 均 客 単 価獲 得 顧 客 数

この数字は皆さんの店舗の基本となるお
客さんの数です。この数字に、店舗施策
による集客効果を足していきます。

例えば春夏シーズンの商品が３枚あった
ら３枚と記入します。

大量陳列は、２枚なら２組、３枚なら
３組と計算します。スタッフ教育とチラシ配布は、２種類そ

ろえて初めて効果を発揮します。

店舗関連は、手元に持っているカード
（スタッフ教育とチラシ配布は２枚揃っ
ていること）の箇所に丸をつけます。

そして、ベースとなる
　獲得顧客数：20万人
　平均客単価：2500 円
に足していきます。

この数字は皆さんの店舗の基本となる客
単価です。この数字に、商品や店舗施策
による増加分を足していきます。

商品の原価や人件費などを引いた利益が
売り上げに対してどのぐらいになるかを
表しています。

皆さんのお店の基本となる利益です。
実際は皆さんの活動によってここから伸
びていきます。

持っている店舗関連カードによる補正や
商品ラインナップによる補正を縦にすべ
て足します。

サイコロの目 確立 春夏シーズン

2 3% グッズ

3 6% カジュアルパンツ

4 8% ポロシャツ

5 11% カットソー

6 14% ショートパンツ

7 17% シャツ

8・9 22% Tシャツ

10 8% トレーナー

11 6% ジャケット

12 3% ルーム・インナー

トレンドが出る確率

決算シート 秋冬シーズン

商
品
関
連

店
舗
関
連

本
社
関
連

●合計

●初期予測データ

●シーズンにマッチした商品

●トレンド商品

●大量陳列

●スタッフ教育

●チラシ配布

●商品陳列コンサルティング

●返品無条件受付

●営業時間延長

●駐車場整備

●ブランド開発

●垂直統合

●広告戦略

●コーディネート提案

①商品知識研修
②接客研修

①配布エリアのリサーチ
②スペシャルプライス設定

①デザイン力強化
②マーケティング
③新素材開発

①海外工場提携
②POSシステム導入

①テレビ・雑誌広告
②看板タレント起用

③物流網開発

枚 ＝
+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

×

＝

＝

＝

枚

枚

組

2500 円

1000 円
+

+

+

+

3 万人

400 円

1万人

20万人

1万人

1万人

4万人

万人 円 ％ 万円

+5％

+15％

3万人

300 円

200 円

300 円

20％

利 益 率

10000 万円）＝×

）＝×

小数点以下を切り捨て

500 円×

500 円×

500 円×

200 円×

利 益平 均 客 単 価獲 得 顧 客 数

1個目

2個目

サイコロの目 確立 春夏シーズン

2 3% グッズ

3 6% カジュアルパンツ

4 8% コート

5 11% ブルゾン

6 14% ダウン

7 17% マフラー

8・9 22% フリース

10 8% セーター

11 6% ジャケット

12 3% ルーム・インナー

トレンドが出る確率
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「ユビキタス・キャンパスの始動」グループ事業では、プロジェクト活動で使用する「プ
ロジェクト管理システム」の開発支援を行っている。平成 23 年 4 月に教職員・学生にアプ
リを配布してプロジェクト活動で利用させた結果、多くの改善や機能追加要望が挙がった
ことから、要望を反映させた「プロジェクト管理アプリ・バージョン 2」を開発した。 

この新バージョンのプロジェクト管理アプリについて、完成後の 10 月に学生を対象とし
た新機能の説明および導入のための説明会を実施した。これにより、残りのプロジェクト
活動期間においてより円滑な活動ができるよう支援した。 

 
 プロジェクト管理システム（version2）導入説明会 

  開催日：平成 23 年 10 月 25 日（火） 

  会場：豊橋創造大学 A24 教室 

  参加人数：情報ビジネス学部 3 年生 27 名 

       教職員 19 名 
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 メンタルタフネスを活かすビジネス研究講座(2)は、10 月に開催したメンタルタフネスを
活かすビジネス研究講座(1)と同様、ボードゲームと事例を通して、企業との相性や業界・
企業研究の必要性と重要性を学んだ。 
 今回は携帯電話業界を例にしたボードゲームを使用し、ビジネスを拡大するために必要
なものは何か？を常に考えながらの業界研究を行った。当初は慣れない言葉や作業に戸惑
う学生も見られたが、しだいに仲間とコミュニケーションを取りながらイキイキと作業に
取り組む姿に変わっていったのは印象的であった。 

受講後の学生からは「より良い方法を考えるには、チーム内でのコミュニケーションが大
切であることを実感した」「過去の経験や固定観念にとらわれず、ひらめきを大切にする
ことが必要」などの声が聞かれた。 

 今回の講座をもって、今年度予定していた全４回のメンタルタフネス育成に関する講座
が終了し、いよいよ受講成果が試される就職活動が本格化する。スキル面だけでなく、精
神面の強さも兼ね備えた本学学生たちの活躍の場が広がるよう期待している。 
 
 メンタルタフネスを活かすビジネス研究講座(2) 
  開催日：平成 23 年 12 月 17 日（土） 
  会場：豊橋創造大学 A23 教室 
  参加人数：情報ビジネス学部 3年生 21 名 
       教職員 11 名 
  講 師 ：キャラメルソース(株)代表取締役  初見 康行 様 

〜CASE STUDY〜 携帯サービスでよりよいT市へ！？

●Instruction

あなたはT市市役所に勤務しています。
このT市を、皆が安心して笑顔で暮らせる街にするべく、
入庁から１０年、毎日奔走しています。
そのひたむきにT市を愛する姿勢と、
どの職員にも負けない行動力で、
市長から目をかけられ、現在市長付き秘書官として働いています。

そんなある日、あなたは市長から執務室に呼ばれました。

「実は ひと ず と実現した と思 た施策があるんだ「実は、ひとつずっと実現したいと思っていた施策があるんだ。
近年、ひとり１台になってきている携帯電話。
この携帯電話を生かした市民の皆様へのサービスを、何か考えられないだろうか。
私はよくわからないが、最近では携帯でインターネットをするのが当たり前なんだろう？
ブログくらいなら知っているが、この間娘にTwitterもFacebookも知らないなんてと笑われたよ。
スマートフォンが普及して、アプリなんていうものもでてきた。
この辺りのものをうまく活用して、市民の皆様が喜ぶことを、是非できないかと思っている。
君、ひとつアイデアを絞ってくれないだろうか。
全員が全員携帯を持っているわけではないとか、
全員がスマートフォンではないからネットには限りがあるとか、
そんな細かい制約条件は気にしなくて良い。
アイデア自体が良ければ、市が補助して機器を貸与することも考える。
さあ、街想いの君らしい、かつ新しいアイデアをどうか考えてくれたまえ」

あなたは早速、その携帯を通した新しいサービスをチームで考えることにしました。



- 69 - 

 メンタルタフネスを活かすビジネス研究講座(2)は、10 月に開催したメンタルタフネスを
活かすビジネス研究講座(1)と同様、ボードゲームと事例を通して、企業との相性や業界・
企業研究の必要性と重要性を学んだ。 
 今回は携帯電話業界を例にしたボードゲームを使用し、ビジネスを拡大するために必要
なものは何か？を常に考えながらの業界研究を行った。当初は慣れない言葉や作業に戸惑
う学生も見られたが、しだいに仲間とコミュニケーションを取りながらイキイキと作業に
取り組む姿に変わっていったのは印象的であった。 

受講後の学生からは「より良い方法を考えるには、チーム内でのコミュニケーションが大
切であることを実感した」「過去の経験や固定観念にとらわれず、ひらめきを大切にする
ことが必要」などの声が聞かれた。 

 今回の講座をもって、今年度予定していた全４回のメンタルタフネス育成に関する講座
が終了し、いよいよ受講成果が試される就職活動が本格化する。スキル面だけでなく、精
神面の強さも兼ね備えた本学学生たちの活躍の場が広がるよう期待している。 
 
 メンタルタフネスを活かすビジネス研究講座(2) 
  開催日：平成 23 年 12 月 17 日（土） 
  会場：豊橋創造大学 A23 教室 
  参加人数：情報ビジネス学部 3年生 21 名 
       教職員 11 名 
  講 師 ：キャラメルソース(株)代表取締役  初見 康行 様 

〜CASE STUDY〜 携帯サービスでよりよいT市へ！？

●Instruction

あなたはT市市役所に勤務しています。
このT市を、皆が安心して笑顔で暮らせる街にするべく、
入庁から１０年、毎日奔走しています。
そのひたむきにT市を愛する姿勢と、
どの職員にも負けない行動力で、
市長から目をかけられ、現在市長付き秘書官として働いています。

そんなある日、あなたは市長から執務室に呼ばれました。

「実は ひと ず と実現した と思 た施策があるんだ「実は、ひとつずっと実現したいと思っていた施策があるんだ。
近年、ひとり１台になってきている携帯電話。
この携帯電話を生かした市民の皆様へのサービスを、何か考えられないだろうか。
私はよくわからないが、最近では携帯でインターネットをするのが当たり前なんだろう？
ブログくらいなら知っているが、この間娘にTwitterもFacebookも知らないなんてと笑われたよ。
スマートフォンが普及して、アプリなんていうものもでてきた。
この辺りのものをうまく活用して、市民の皆様が喜ぶことを、是非できないかと思っている。
君、ひとつアイデアを絞ってくれないだろうか。
全員が全員携帯を持っているわけではないとか、
全員がスマートフォンではないからネットには限りがあるとか、
そんな細かい制約条件は気にしなくて良い。
アイデア自体が良ければ、市が補助して機器を貸与することも考える。
さあ、街想いの君らしい、かつ新しいアイデアをどうか考えてくれたまえ」

あなたは早速、その携帯を通した新しいサービスをチームで考えることにしました。

●ワークの進め方

１、課題設定（5分）

まず現在、T 市にはどんな課題（解決すべき問題点）があるか考えてみましょう。
もしくは、携帯電話でどんなことが出来れば、Ｔ市はもっと住みやすい街になるでしょうか？
グループ内で挙げたものの中から、テーマを一つ選んでみましょう！

例：高齢化、介護、地域の繋がりの希薄化など。○○を流行らせたい！など、テーマは自由です

２、プランニング（10分）

サービスの内容を具体的に考えてみましょう。
形式をまず決めます アプリやSNSや 般的情報サイトなど 携帯サ ビスには様々なものがあります形式をまず決めます。アプリやSNSや一般的情報サイトなど、携帯サービスには様々なものがあります。
具体的な使用イメージや効果、そのサービスの導入によって実現できる未来の姿を考えましょう。

形式： アプリ ・ 一般サイト ・ SNS ・ iPad ・ その他

どんなサービス？？
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携帯電話企業を経営せよ！

インストラクション
時は、１９９×年、携帯電話がまだ世に出たばかりで、ペットボトルよりも大きかった頃 --。
みなさんは、そんな携帯電話の黎明期に携帯電話事業を立ち上げた企業です。
基地局を建て、利用者数を増やし、サービスを拡張し・・・。
まだまだやらなければならないことはたくさんあります。

これから与えられた機会の中で、競合他社の動きを睨みつつ、
・基地局を建て、利用者を獲得する
・商品・サービスを開発し、利用者の単価を高める

という二つの戦略を行っていきましょう。
目標は、４チームの熾烈な競争の中で勝ち残り、No1の売上を上げる携帯電話を目指すことです！

Copyright

これからみなさんにはゲームを通して、携帯電話普及前夜の創業期から、近年の携帯電話
市場の成長に至るまでの過程を体感して頂きます。
具体的には、３期間に渡って、「基地局建設」、「商品・サービス開発」の２つのアクションを臨
機応変に選択してもらいます。
それにより携帯電話の「利用単価」と「利用者数」を増やし、最終的な利益を最大化させる
ことを目指してもらいます。
日本の携帯電話業界の未来を決めるのはあなたです！

MISSION!

このゲームでやることとは？

魅
力
的
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

加
価
値
を
高
め
て
い
く
。

ハイスピード通信網の時代商
品
・サ

このゲームでは、大きく分けて①基地局建設、②商品・サービス開発という２つのアクションを選択・実行することができます。それ
らのアクションを最大限に活用し、高い利益を上げることが目標となります。

基地局建設 商品・サービス
開発

インタ ネ ト接続

動画配信
スマートフォン端末

ゲーム配信

携帯電話企業を経営せよ！

Copyright

基地局（アンテナ）を建てたり、魅力的な商品・サービスを作ることに
よって、ユーザーとの接点を広げていく。

を
用
意
す
る
こ
と
で
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
付

アナログ通信網の時代

デジタル通信網の時代

基地局建設や商品・サービス開発

サ
ー
ビ
ス開

発

このゲームを進める上では、

①基地局建設

②商品・サービス開発

をどのタイミングで進めていくのか、のバランスが重
要となります。

アナログ通信網の時代
キャッチホン

留守番電話

カメラ付き携帯

インターネット接続
Webメール

ショートメール

ルール説明①

◆ゲームは全部で３期に別れており、各期の流れとしては以下のよう
になります。

◆上記の流れを３回繰り返した後に、
最終的な利益が最も多いチームの勝利となります。

ゲームの流れ センターボード

カードを３枚選択し、そのなかから１枚欲しいカードを選びます
選択したカードのアクションを実行します
規定の回数アクションを行ったら、決算を行います。

①
②
③

期の流れ
◆各期で選択できるカードは以下のようになっています。

◆「センターボード」には、エリアが書かれており、そこに基
地局（ブロック）を建てていくことで利用者を獲得していき
ます。
基地局の建設は「基地局建設カード」で行います。

◆各エリアには、右のようなエリア活性ゲージがあ
ります。
各エリアは、基地局が増えると携帯市場が賑
わって、同じ基地局一つの価値が上がっていき
ます。例えば九州エリアに基地局が０～３個の
場合は１５万人、４個以上になったら２５万人、
９個以上になったら５０万人獲得できます。

基地局

Copyright

第１期（５ターン）・・・ 「基地局建設カード」のみ
第２期（１０ターン）・・・「基地局建設カード」

「第２期商品・サービス開発カード」
第３期（１０ターン）・・・「基地局建設カード」

「第２期商品・サービス開発カード」
「第３期商品・サービス開発カード」

◆カードを合計３枚になるように山からめくって、その中から最も欲しい
と思う１枚を手元に残し、そのカードのアクションを実行することが出来
ます。
このアクションを繰り返していくことで、基地局を建て、利用者数を増や
し、利用単価を高めていくのが目的となります。

９個以上になったら５０万人獲得できます。

基地局建設カード

◆「フリー」のカードが出たら、好きなエリアに基地局を立てる事が
できます。

◆「基地局建設カード」には、どのエリアに基地局を建てることが
出来るか？が書かれています。

◆全ての地域に２つずつ基地局を建設してもボーナスは発生しま
せん。注意してください。

◆１つ以上の基地局を７つ全ての地域に建設すると、ボーナスと
して利用者数が１．２倍になります。

基地局建設カード基地局建設カード

北海道エリア北海道エリア

北海道エリア
に基地局を建設！

◆各エリアに設定されている「利用者数」を獲得する事が出来ま
す。

◆基地局には「維持コスト」が発生します。詳しくは決算シートを
確認してください。

ルール説明②

商品・サービス開発カード

◆「商品・サービス開発カード」を
獲得する事で
・利用者数
・利用単価

を高めることが出来ます。

◆カードによっては条件がついているものがあります。
例えばデジタル通信をそろえようと思った場合、①・②・③の３枚をそ
ろえて初めて効果が出ます。
詳しくはカードの詳細に書いてあるので、カード一覧をよく確認してく
ださい

広告戦略カード

◆「広告戦略カード」は２期・３期で使用します。

◆各期のアクションがすべて終了した後（決算に入る前）に、
各チームで任意の広告カードを１枚選択します。
「せーの！」でそのカードを提示し、４チームの中で提示した
チームが１チームだった場合のみ、その広告戦略の効果を得
ることが出来ます。

◆天気予報の情報を携帯端末にリア
ルタイムで配信するサービスを開発！

天気予報天気予報

利用者数 10%up

サービス開発カードサービス開発カード

アナログアナログ デジタルデジタル ハイスピードハイスピード

◆メロディによる呼び出し音サービス
を開発！

メ ロディコールメロディコール

利用者数 10%up

サービス開発カードサービス開発カード

アナログアナログ デジタルデジタル ハイスピードハイスピード

広告戦略カード広告戦略カード広告戦略カード広告戦略カード広告戦略カード広告戦略カード

Copyright

（「利用単価」×「利用者数」）×「広告戦略カードの効果」

となります。そして、算出された利益は次の期に繰り越されます。
決算は、ディーラーの指示に従って行います。

決算

◆各期の利益は、「商品・サービス開発カード」、「広告戦略カード」の効果をも
とに利用単価、利用者数を算出した後、以下の計算式により計算されます。

－「維持コスト」＝「各期の利益」

ださい。

◆決算に入ったら、まず各エリアのエリア活性ゲージを確認します。
◆次に、各市場での基地局No1を確認します。基地局を置いた数が最も
多かったチームは、そのエリアの利用者数が２倍になります。

デジタル通信①デジタル通信①
ディジタル通信技術ディジタル通信技術

通信網のデジタル化

利用単価30Gup

デジタル通信①・②・③

を三枚そろえると通信網を

デジタル化する事が可能！

デジタル通信②デジタル通信②
通信制御技術通信制御技術

通信網のデジタル化

利用単価30Gup

デジタル通信①・②・③

を三枚そろえると通信網を

デジタル化する事が可能！

デジタル通信③デジタル通信③
非音声通信技術非音声通信技術

通信網のデジタル化

利用単価30Gup

デジタル通信①・②・③

を三枚そろえると通信網を

デジタル化する事が可能！

利用者数 2 0 % up ！平均客単価 3 0 Gup ！
利用者数 1 0 % up ！

平均客単価 1 0 Gup ！
デジ 通信①デジ 通信① デジ 通信②デジ 通信② デジ 通信③デジ 通信③

◆天気予報の情報を携帯端末にリア
ルタイムで配信するサービスを開発！

天気予報天気予報

利用者数10%up

サービス開発カードサービス開発カード

アナログアナログ デジタルデジタル ハイスピードハイスピード

◆メロディによる呼び出し音サービス
を開発！

メロディコールメロディコール

利用者数10%up

サービス開発カードサービス開発カード

アナログアナログ デジタルデジタル ハイスピードハイスピード

◆最新のニュース情報をリアルタイム
で配信するサービスを開発！

ニュース配信ニュース配信

利用者数10%up

サービス開発カードサービス開発カード

アナログアナログ デジタルデジタル ハイスピードハイスピード

◆センターで留守番電話の録音 ・ 管理
を行うシステムを開発！

留守番電話留守番電話

利用単価10Gup

サービス開発カードサービス開発カード

アナログアナログ デジタルデジタル ハイスピードハイスピード

ビビビビ

develop new
  Technologies & Services

develop new
  Technologies & Services

補足資料（第２期商品・サービス開発カード）

Copyright

デジタル通信①デジタル通信①
ディジタル通信技術ディジタル通信技術

通信網のデジタル化

利用単価30Gup

デジタル通信①・②・③

を三枚そろえると通信網を

デジタル化する事が可能！

デジタル通信②デジタル通信②
通信制御技術通信制御技術

通信網のデジタル化

利用単価30Gup

デジタル通信①・②・③

を三枚そろえると通信網を

デジタル化する事が可能！

デジタル通信③デジタル通信③
非音声通信技術非音声通信技術

通信網のデジタル化

利用単価30Gup

デジタル通信①・②・③

を三枚そろえると通信網を

デジタル化する事が可能！◆通話中に別の着信を知らせるキャッ
チホン機能を開発！

キャッチホンキャッチホン

利用単価10Gup

サービス開発カードサービス開発カード

アナログアナログ デジタルデジタル ハイスピードハイスピード

◆漢字を含んだメールのやり取りが可
能となり、 人々に新しいコミュニケーシ
ョンツールを提供した！

ショートメール機能ショートメール機能

利用単価10Gup

サービス開発カードサービス開発カード

アナログアナログ デジタルデジタル ハイスピードハイスピード

補足資料（第３期商品・サービス開発カード）

◆サービス開発条件
デジタル携帯網以上であること

◆インターネットとのメールのやりとり
が可能になり 、 よりコミュニケーション
の幅が広がった！

Web メール機能Web メール機能

利用単価 20Gup

サービス開発カードサービス開発カード

デジタルデジタル ハイスピードハイスピード

◆サービス開発条件
デジタル携帯網以上であること

◆端末にデジタルカメラ機能を搭載し
写真撮影ができるようにした！

カメラ付き携帯カメラ付き携帯

利用者数 20%up

サービス開発カードサービス開発カード

デジタルデジタル ハイスピードハイスピード

develop new
  Technologies & Services

develop new
  Technologies & Services

ハイスピード通信①ハイスピード通信①

ハイスピード通信①・②・③

を三枚そろえると通信網を

ハイスピード化 する事が可能！

◆サービス開発条件
デジタル携帯網以上であること

基地局開発基地局開発

通信網のハイスピード化

利用単価 30Gup

ハイスピード通信②ハイスピード通信②

ハイスピード通信①・②・③

を三枚そろえると通信網を

ハイスピード化 する事が可能！

◆サービス開発条件
デジタル携帯網以上であること

データ圧縮技術データ圧縮技術

通信網のハイスピード化

利用単価 30Gup

ハイスピード通信③ハイスピード通信③

ハイスピード通信①・②・③

を三枚そろえると通信網を

ハイスピード化 する事が可能！

◆サービス開発条件
デジタル携帯網以上であること

パケット通信技術パケット通信技術

通信網のハイスピード化

利用単価 30Gup

Copyright

◆サービス開発条件
  ハイスピード携帯網以上であること

◆高度なゲームコンテンツをリリースし
ユーザーの新たなニーズを開拓した！

ゲーム配信ゲーム配信

利用単価 40Gup

サービス開発カードサービス開発カード

ハイスピードハイスピード

◆サービス開発条件
  ハイスピード携帯網以上であること

◆高画質な動画を配信するサービスを
開発しました！

動画配信動画配信

利用者数 30%up

サービス開発カードサービス開発カード

ハイスピードハイスピード

インターネット接続①・②を

２枚そろえるとサービスを提供
可能に！

◆携帯端末でのインターネット接続が
可能になり 、 可能性が大きく広がった！

画像処理技術画像処理技術

利用単価 50Gup

インターネット接続②インターネット接続②

デジタルデジタル ハイスピードハイスピード

◆サービス開発条件
ハイスピード携帯網以上であること

◆より高機能なスマートフォン端末への
対応を開始した！

スマートフォン端末スマートフォン端末

利用者数 20%up

サービス開発カードサービス開発カード

ハイスピードハイスピード

インターネット接続①・②を

２枚そろえるとサービスを提供
可能に！

◆携帯端末でのインターネット接続が
可能になり 、 可能性が大きく広がった！

利用単価 50Gup

インターネット接続①インターネット接続①

デジタルデジタル ハイスピードハイスピード

ブラウザ開発ブラウザ開発

◆サービス開発条件
  ハイスピード携帯網以上であること
  インターネット接続を持っていること

◆より高速なインターネット接続が可能に
なり、 コンテンツの可能性が広がった！

高速インターネット接続高速インターネット接続

利用単価 60Gup

サービス開発カードサービス開発カード

ハイスピードハイスピード

■第1期決算シート チーム名：

ベース
利用者数

置いた
ブロックの数 順位 地域別

利用者数 利用単価 置いた
ブロックの数

基地局
維持コスト 維持コスト総額

北海道 万人 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 500G × G

+ +

東北 万人 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1000G × G

+ +

関東 万人 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1500G × G

+ +

中部 万人 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1000G × G

+ +

関西 万人 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1500G × G

+ +

中国 万人 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1000G × G

展
開
エ
リ
ア

同じ数字を転記

2

3

1

0

0

2

30

60

25

0

0

20

2

3

1

0

0

2

1000

3000

1500

0

0

2000

15

10

25

15

20

10中国 万人 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1000G × G

+ +

四国 万人 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 500G × G

+ +

九州 万人 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1000G × G

+

今期収益
●基本獲得利用者数 × 万人 × 50G = － G ＝ G

（小数点以下第2位を切り捨て）

全エリア進出ボーナス
1.2倍 G

ボード上に置かれたブロッ
クの状況を加味して、最終
的な各エリアでの利用者数
を書き込みます。
※司会の指示で進めます

自分のチームが実際に
置いたブロックの数を書
き込みます

自分のチームが実際に
置いたブロックの数を書
き込みます

置いたブロックの数がそ
のエリアで１位だった場
合、２倍で計算します。

実際に獲得した顧客数で
す。

顧客一人が利用する
平均単価です。

基地局を維持するのに必
要なコストです。

それぞれのエリアで基地
局１個（ブロック１個）を維
持するのに必要な費用で
す。

全エリアに１個以上基地局を建てた
場合1.2倍になります。
※達成した場合のみです。

2

3

1

20

30

25

2

3

1

2000

1500

1000

10

5

25

190

全ての数字を縦に
足していく

今期収益

全ての数字を縦に
足していく

10000 140011400
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■第1期決算シート チーム名：

ベース
利用者数

置いた
ブロックの数 順位 地域別

利用者数 利用単価 置いた
ブロックの数

基地局
維持コスト 維持コスト総額

北海道 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 500G × G

+ +

東北 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1000G × G

+ +

関東 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 2000G × G

+ +

中部 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1500G × G

+ +

関西 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 2000G × G

+ +

中国 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1500G × G

展
開
エ
リ
ア

同じ数字を転記

中国 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1500G × G

+ +

四国 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 500G × G

+ +

九州 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1000G × G

+

今期収益
●基本獲得利用者数 × 万人 × 50G = － G ＝ G

（小数点以下第2位を切り捨て）
1.2倍

全エリア進出ボーナス
G

ボード上に置かれたブロッ
クの状況を加味して、最終
的な各エリアでの利用者数
を書き込みます。
※司会の指示で進めます

自分のチームが実際に
置いたブロックの数を書
き込みます

自分のチームが実際に
置いたブロックの数を書
き込みます

置いたブロックの数がそ
のエリアで１位だった場
合、２倍で計算します。

実際に獲得した顧客数で
す。

顧客一人が利用する
平均単価です。

基地局を維持するのに必
要なコストです。

それぞれのエリアで基地
局１個（ブロック１個）を維
持するのに必要な費用で
す。

全エリアに１個以上基地局を建てた
場合1.2倍になります。
※達成した場合のみです。

■第２期決算シート 株式会社

ベース
利用者数

置いた
ブロックの数 順位 地域別

利用者数
置いた

ブロックの数
基地局

維持コスト 維持コスト総額

北海道 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 500G × G
+ +

東北 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1000G × G
+ +

関東 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 2000G × G
+ +

中部 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1500G × G
+ +

関西 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 2000G × G
+ +

中国 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1500G × G
+ +

四国 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 500G × G
+ +

九州 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1000G × G
+

●基本獲得利用者数 万人
利用単価

50G
●天気予報 10％UP

展
開
エ
リ
ア

同じ数字を転記

●天気予報 10％UP
+

●メロディーコール 10％UP
+

●ニュース配信 10％UP
+

●留守番電話 5GUp
+

●キャッチホン 5GUp
+

●ショートメール 5GUp
+

デジタル通信技術
通信制御技術
非音声通信技術

+
●Webメール機能 15GUp

+
●カメラ付き携帯 15％UP

+
ブラウザ技術
画像処理技術

ア
ナ
ロ
グ
通
信
網

デ
ジ
タ
ル
通
信
網

●デジタル通信網 25GUp

●インターネット接続 100GUp

デジタル通信網必須

デジタル通信網必須

デジタル通信網必須

デジタル通信網必須
100GUp100GUp

カードを手に入れてい
る場合、丸をつけて
チェックしてください。

獲得したカードの％を足して、
基本獲得顧客に掛けます。

これらのカードは、デジ
タル通信網を完成させ
ていないと効果を発揮
しません。

全エリア進出ボーナス + 今期収益
●合計 1.2倍 × 万人 × 100% + ％ ＝ 万人 × G = － G ＝ G

（小数点以下第2位を切り捨て）
G

■第３期決算シート 株式会社

ベース
利用者数

置いた
ブロックの数 順位 地域別

利用者数
置いた

ブロックの数
基地局

維持コスト 維持コスト総額

北海道 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 500G × G
+ +

東北 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1000G × G
+ +

関東 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 2000G × G
+ +

中部 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1500G × G
+ +

展
開

同じ数字を転記

+ +
関西 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 2000G × G

+ +
中国 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1500G × G

+ +
四国 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 500G × G

+ +
九州 × × 1位は２倍 ＝ 万人 × 1000G × G

+
●基本獲得利用者数 万人

利用単価

50G
●天気予報 10％UP

エ
リ
ア

●天気予報 10％UP
+

●メロディーコール 10％UP
+

●ニュース配信 10％UP
+

●留守番電話 10GUp
+

●キャッチホン 10GUp
+

●ショートメール 10GUp
+

デジタル通信技術
通信制御技術
非音声通信技術

+
●Webメール機能 20GUp

ア
ナ
ロ
グ
通
信
網

デ
ジ
タ
ル

30GUp●デジタル通信網

デジタル通信網必須
+

●カメラ付き携帯 20％UP
+

ブラウザ技術
画像処理技術

+
基地局開発
データ圧縮技術
パケット通信技術

+
●スマートフォン端末 20％UP

+
●高速インターネット接続 60GUp

+
●ゲーム配信 40GUp

+

ハ
イ
ス
ピー

ド
通
信
網

30GUp

通
信
網

50GUp●インターネット接続

●ハイスピード
　 通信網

デジタル通信網必須

デジタル通信網必須

ハイスピード通信網必須

デジタル通信網必須

ハイスピード通信網必須

ハイスピード通信網必須
イ ピ ド通信網必須

デジタル通信網必須

デジタル通信網必須
デジタル通信網必須

●動画配信 30％UP
全エリア進出ボーナス + 今期収益

●合計 1.2倍 × 万人 × 100% + ％ ＝ 万人 × G = － G ＝ G
（小数点以下第2位を切り捨て）

G

ハイスピード通信網必須
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今回のワークを振り返ってみよう！

利用者数 利用単価×

Copyright

売上＝

今回のワークを振り返ってみよう！

利用者数 ＝ お客様にサービスを
提供できる環境を整える

Copyright

全国に基地局を建設！

今回のワークを振り返ってみよう！

利用単価 ＝ どれだけのサービスを
提供できているか

サービス開発カードサービス開発カード デジタル通信①デジタル通信① デジタル通信②デジタル通信② デジタル通信③デジタル通信③

Copyright

◆センターで留守番電話の録音 ・管理
を行うシステムを開発！

留守番電話留守番電話

利用単価10Gup

アナログアナログ デジタルデジタル ハイスピードハイスピード

①①
ディジタル通信技術ディジタル通信技術

通信網のデジタル化

利用単価30Gup

デジタル通信①・②・③

を三枚そろえると通信網を

デジタル化する事が可能！

②②
通信制御技術通信制御技術

通信網のデジタル化

利用単価30Gup

デジタル通信①・②・③

を三枚そろえると通信網を

デジタル化する事が可能！

③③
非音声通信技術非音声通信技術

通信網のデジタル化

利用単価30Gup

デジタル通信①・②・③

を三枚そろえると通信網を

デジタル化する事が可能！

今回のワークを振り返ってみよう！

デジタル化 ハイスピード化

Copyright

アナログ デジタル ハイスピード

携帯電話業界を見る！
初期の市場

Copyright

基地局建設 商品・サービス
開発

商品・サービス

コスト増

携帯電話業界を見る！
成長してきた市場

Copyright

基地局建設 商品・サ ビス
開発

価格競争

さらなる成長へ
携帯電話業界を見る！

インフラ増強 商品・サービス

Copyright

インフラ増強 商品 サ ビス
開発

トラフィック
増
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携帯電話業界のビジネスサイクルとは…

携帯電話業界を見る！

Copyright

インフラ投資 商品・サービス
開発

新規顧
客開拓

サービス
提供

サービス
開発

携帯電話業界のビジネスの本質
実際の仕事の比重は？

Copyright

客開拓 提供 開発

インフラ構築・整備

新サービス開発による
潜在ニーズへの対応 潜在ニーズ

つねに顧客視点で考える
携帯電話業界のビジネスの本質

Copyright

潜在ニーズ

インフラ構築による
安定したサービス提供

日常の
顕在ニーズ

今回のワークを振り返ってみよう！

獲得顧客数 平均客単価×

CopyrightR
e
v

i
e
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利益率 利益× ＝



- 74 - 

12 月 21 日（水）1限 本学キャリアプランニング科 2年生は、4月から取り組んでいる
プロジェクト活動の集大成として、ご協力いただいた企業・団体の方々をお招きして「プ
ロジェクト活動 成果発表会」を開催した。 
 学生達はこれまでの活動をプロジェクトチームごとにスライドにまとめ、緊張の面持ち
ながらも堂々と発表していた。また、プロジェクト内容をポスターにして会場の壁面に掲
示したプロジェクトチームもあり、個性豊かで大変華やかな発表会であった。  
 地域とのつながり・関わりを学生自らが考える足掛かりとして取り組んだプロジェクト
活動は、今回の成果発表会をもって今年度の活動を終了したが、この 1年、学生達は机上
の理論だけでは身につけることができない様々な知識を皆様から頂戴し、随分と成長する
ことができた。 
 プロジェクト活動をとおして、ご支援・ご指導をいただいた皆様に、この場を借りてお
礼を申し上げたい。 
 

 キャリアプランニング科 プロジェクト活動成果発表会 

  開 催 日：平成 23 年 12 月 21 日（水） 

  会 場 ：豊橋創造大学 B14 教室 

  参加人数：キャリアプランニング科 2 年生 87 名 

       来賓 7 名 

       教職員 28 名 

  来 賓 ：愛知県豊橋警察署 生活安全課 課長   大崎 逸朗 様 

             生活安全課 巡査部長 太田 裕之 様 

NPO 法人 東三河自然観察会 会長    梶野 保光 様 

(株)エフエム豊橋 取締役統括部長    竹内 宏和 様 

ワタナベローズナーセリ 代表    渡辺 真臣 様 

ガーデンガーデン（株）         坂井 奈津子様 

豊橋市産業部産業政策課 主査      田村 明浩 様 
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情報ビジネス学部 3・4年生は、4月から取り組んでいるプロジェクト活動の集大成とし
て、ご協力いただいた企業・団体の方々をお招きして「プロジェクト活動 成果発表会」を
開催した。 
 学生達はこれまでの活動をプロジェクトチームごとにスライドにまとめ、堂々と発表す
ることができた。また、プロジェクト活動を通して社会人としての心構えを身につけた学
生達の多くはスーツ姿で発表会に臨んでいた。本格的な就職活動が開始したこともあり、
その表情は普段学内でみせる姿と違い、随分と引き締まった大変印象深いものであった。 
 発表会終了後には、お世話になった企業・団体様を囲んでの懇親会も開催され、その席
上では、教員と参加学生による投票で選出された 3つのプロジェクトチームが学長賞とし
て表彰された。会場には活動成果を認められた受賞メンバーだけでなく、プロジェクト活
動をやり遂げた達成感とお互いの活動内容を称えあう学生同士の誇らしげな笑顔であふれ
ていた。 
 地域とのつながり・関わりを学生自らが考える足掛かりとして取り組んだプロジェクト
活動は、今回の成果発表会をもって今年度の活動を終了したが、この 1年、学生達は机上
の理論だけでは身につけることができない様々な知識を皆様から頂戴し、随分と成長する
ことができた。 
 プロジェクト活動をとおして、ご支援・ご指導をいただいた皆様に、この場を借りてお
礼を申し上げたい。 
 

情報ビジネス学部 プロジェクト活動成果発表会 

 開催日：平成 23 年 12 月 22 日（木） 

 会場：豊橋創造大学 B14 教室 

 参加人数：情報ビジネス学部 3 年生 47 名 

          〃    4 年生  4 名 

      来賓 9 名 

      教職員 28 名 

 来賓：（株）サーラコーポレーション 総務部   鈴木 三博 様 

（株）サイエンスクリエイト  

インキュベーション事業部次長  齋藤  敏  様 

ヤマサちくわ（株）総務部 総務課長    早川 尚宏 様 

豊橋商工会議所 青年部 

炎の祭典委員会 委員長     佐野 大輔 様 

               副委員長    白井 成明 様 

                〃      西崎 宏軌 様 

                〃      藤田 修一郎 様 

（株）ブレインシティ 代表取締役     市原 清志 様 

豊橋市企画部政策企画課 主査       増田 明  様 
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事業グループ成果報告書 
グループ名 担当者 関連資料 

メンタルタフネスグループ 今井 正文 

千賀 博巳 

村松 史子 

報告書        P98 

アンケート結果    P104 

プロジェクト実践グループ 
（情報ビジネス学部） 

三好 哲也 報告書        P110 

アンケート集計    P113 

プロジェクト実践グループ 
（キャリアプランニング科）

今泉 仁志 報告書        P116 

アンケート集計    P118 

ユビキタスキャンパスグループ 山口 満 

細谷 邦夫 

報告書        P121 

アンケート集計    P125 

大学コミュニティーグループ 中村 隆三 報告書        P127 

送付文書       P129 

アンケート集計    P130 
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メンタルタフネスの育成 
 

担当  今井正文        
 
１． グループ事業の取組 
 メンタルタフネスグループでは、ストレス耐性や我慢の欠如などメンタルタフネスの不足に対応するた
め、セルフモチベーション、リーダーシップ、目標設定・目標達成などの理論的背景と実践的演習を
組み合わせて学生自身の経験知を高める教育プログラムであるメンタルタフネス育成講座を開発・
展開した。情報ビジネス学部では、2 年生 3 月に「第１回メンタルタフネス育成 ベーシック講座」、3
年生の 9 月に「第 2 回メンタルタフネス育成 セルフモチベーション講座」、10 月「第 3 回メンタルタフ
ネス育成 メンタルタフネスを活かすビジネス研究講座(1)」、12 月「第 4 回メンタルタフネス育成 メン
タルタフネスを活かすビジネス研究講座(2)」の計 4 回の講座を実施した。各回の講座の概要を以下
に示す。 
 
「第 1 回メンタルタフネス育成 ベーシック講座」 
 日時：平成 23 年 3 月 23 日（水）9：00－17：00、24 日（木）9：30－12：00 
 場所：豊橋創造大学 A23 教室 
 内容：自己のメンタルタフネス 

・メンタルタフネスの基礎知識 
・ストレスとは、自己のストレス状況の把握（ストレス度チェック、ストレッサー、） 
・ストレス対応のための資源、リラックス法等 

 
「第 2 回メンタルタフネス育成 セルフモチベーション講座」 
  日時：平成 23 年 9 月 6 日（火） ９：30－16：40 
     場所：豊橋創造大学 B24 教室 

 内容：セルフモチベーション 
・モチベーションに関する基本的な知識 
・モチベーションの代表的な理論（良く知られている考え方） 
・自分自身のモチベーション「持論」の研究 

 
「第 3 回メンタルタフネス育成 メンタルタフネスを活かすビジネス研究講座(1)」 
  日時：平成 23 年 10 月 25 日（火） 9：30－16：30 
     場所：豊橋創造大学 A32 教室 

 内容：仕事理解と企業研究 
・企業研究の必要性と考え方 
・ボードゲームを用いた企業研究（アパレル業界） 
・ケーススタディを用いた仕事理解（タイプ別アドバイス法） 

 
「第 4 回メンタルタフネス育成 メンタルタフネスを活かすビジネス研究講座(2)」 
  日時：平成 23 年 12 月 17 日（土） 9：30－16：15 
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  場所：豊橋創造大学 A32 教室 
 内容：自己分析と就職活動 

・就職活動と自己分析の関係を考えてみる 
・ボードゲームを用いたビジネス研究（携帯電話業界） 
・ケーススタディを用いた仕事理解（課題解決） 

  
２． 活動成果 

メンタルタフネス育成講座では、自己のメンタルタフネス、セルフモチベーションから
初めて、仕事理解と企業研究、自己分析と就職活動というような内容で実施したが、各回
の講座の学生アンケートの結果をまとめると以下の様になる。アンケートは５段階評価（評
価 5．非常に満足 4．満足 3．普通 2．不満足 1．非常に不満足）で実施した。 
 

アンケート評価（概略） 
  質 問 内 容 第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回
Q1 講座の満足度は？ 3.6 4.0 3.9 3.9 

Q2 講座の内容は、今後の日常生活や就職活
動、働いていく上で役立つと思いますか？ 3.9 4.2 4.0 3.9 

Q3 講師の話は分かりやすかった 3.7 4.8 4.2 4.3 
Q4 パワーポイントは理解しやすかった 3.7 4.5 4.2 4.1 
Q5～ 各種ワークの平均値 3.5 3.9 3.7 4.0 

 
アンケート評価の概略からは、初回が若干低いもののおおむね 4 前後であり、多くの学生が講座

の内容を理解し、メンタルタフネスへの意識付けも出来ていると考えられる。第 2 回目以降のメンタル
タフネス講座の評価が第 1 回に比して高いのは、第 1 回実施後アンケート評価を受けて実施内容等
の検討を行いワーク等を変更した事による。また、講座全体の満足度に対して、各種のワークの値が
低い傾向がみられるので、各回のワーク別のアンケート評価を次に示す。第 1 回の自己ストレスの共
有や第 2回以降の自分史の自己紹介等の自己開示関連のワークとケーススタディの評価が低く、第
1 回おもしろ村のような相互作用関連やボードゲーム関連は評価が高い様子である。出席率につい
ては、全日程 5 日間の平均で 84％程度であった。第 2 回のセルフモチベーション講座だけが 65％
特に出席率が低くなってしまったが、これは夏季休業中の開催の周知徹底や調整不足が原因と考
えられる。 
  

ワーク別アンケート評価（第 1 回） 
質 問 内 容 評価

Q5 自分のストレス状況を共有するグループワークはいかがでしたか？ 3.4 
Q6 「K ゲーム」のグループワークはいかがでしたか？ 3.5 
Q7 「思考記録票（考え方の柔軟性を養う）」のグループワークはいかがでしたか？ 3.4 
Q8 「おもしろ村」のグループワークはいかがでしたか？ 3.8 
Q9 自律訓練法やリラックス体操はいかがでしたか？ 3.3 
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ワーク別アンケート評価（第 2 回） 
Q5 「自分史」や「モチベーション曲線」による自己紹介はいかがでしたか？ 3.4 
Q6 「モチベーションの有名な考え方」は参考になりましたか？ 4.0 
Q7 モチベーションの「持論」を通して、自分への理解は以前より深まりましたか？ 4.0 

Q8 セミナーを通して、以前よりモチベーション（メンタルタフネス）への興味・
理解は深まりましたか？ 4.2 

ワーク別アンケート評価（第 3 回） 
Q5 「自分史」や「モチベーション曲線」による自己紹介はいかがでしたか？ 3.0 
Q6 ノードストローム社の物語はいかがでしたか？ 3.8 
Q7 ボードゲームを使ったビジネス研究はいかがでしたか？ 4.3 
Q8 ケーススタディを通した仕事理解はいかがでしたか？ 3.5 

ワーク別アンケート評価（第 4 回） 
Q5 「就職活動」「自己分析」については参考になりましたか？ 4.2 
Q6 ボードゲームを使ったビジネス研究はいかがでしたか？ 4.3 

Q7 他の業界について、ボードゲームを使ったビジネス研究をやってみたいと思い
ますか？ 4.1 

Q8 ケーススタディを通したグループワークはいかがでしたか？ 3.4 
 

３． 今後の課題点 
アンケート評価は各回 4．8～3．3 と分かれており、評価の低いワークについては、内容及び時間

配分等について改善する必要がある。また、全体スケジュールの問題点として、キャリアセンターが就
職活動に対応するため行っている就職ガイダンスやインターンシップとの日程調整も必要であること
が明らかになった。 

以上の事から、メンタルタフネス育成講座については、評価の低い講座について改善を行うととも
に、スケジュールについては、インターンシップおよび就職ガイダンスと連携する形で、2 年 3 月から 3
年 9 月までの間に全 4 回の講座を実施することとする。就職ガイダンスと連携する事により、メンタルタ
フネス育成講座から始まり、インターンシップ、就職ガイダンス、就職活動への学生の関心と行動をス
ムーズにつなげる事が出来ると期待している。次回のメンタルタフネス講座では、講座の意味付けとと
もに開催スケジュール等の周知について徹底するよう留意したい。 
 
４． その他 
 特になし 
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グループ事業名称 
メンタルタフネスの育成 

担当  千賀博巳  村松史子  
     

１． グループ事業の取組 
 ２年次の始まる前に「メンタルタフネス育成講座」を実施し、秋学期の始まる前に「セルフモチベーシ
ョン講座」の２つの講座を実施した。 
  「メンタルタフネス育成講座」 
 日時：２０１１年３月２３日（水）～２４日（木） 
        ２３日は９時～１７時  ２４日は９時３０分～１２時 
 場所：豊橋創造大学 Ａ２４教室 
 内容：自分のメンタルタフネスを活かせる「場」を見つける 

・ストレスとは？ 
・なぜ、メンタルタフネスが必要か？ 
・メンタルタフネスを自分のものにするにはどうしたら良いか？ 
 講座内容 

項   目  内    容  
グループワーク１ 学習スタイルのインベントリーを使用した自

己紹介 
メンタルタフネスベーシック講座１ メンタルタフネスの基本的知識の習得。自

分自身のストレス状況の把握 
グループワーク２ Ｋ―ゲーム 
グループワーク３ ストレス度チェック 

ストレッサーの把握と共有 
メンタルタフネスベーシック講座２ ストレス要因の代表例の理解。人間関係の

ストレス増加とコミュニケーション不全 
メンタルタフネスベーシック講座３ ストレスに対応するための４つの資源の理解
グループワーク４ 思考的記録票 
グループワーク５ おもしろ村 
メンタルタフネスベーシック講座４ 体の緊張を和らげるリラックス法の実践と習

得 
グループワーク６ 自分自身のリラックス法の共有 

「セルフモチベーション講座」 
  日時：２０１１年９月６日（水） ９時３０分～１６時４０分 
     場所：豊橋創造大学 Ｂ３２教室 

 内容：・モチベーションとは何か？ 
・モチベーションに関する基本的な知識 
・モチベーションの代表的な理論（良く知られている考え方） 
・自分自身のモチベーション「持論」の研究 
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講座内容 
項   目  内    容  

グループワーク１ 「自分史」を使った自己紹介 
セルフモチベーション講座１ モチベーションに関する基本的知識の習得 
グループワーク２ モチベーション曲線の記入 
セルフモチベーション講座２ モチベーションの「良く知られている考え方」

を知る① 
グループワーク３ TOYOHASHI 幼稚園の悩み 
セルフモチベーション講座３ モチベーションの「良く知られている考え方」

を知る② 
グループワーク４ 「欲求５段階説」の予想 
セルフモチベーション講座４ モチベーションの「良く知られている考え方」

を知る③ 
個人ワーク５ 私のモチベーション曲線 

２． 活動成果 
「メンタルタフネス育成講座」の目標 
・自分の学び方を理解することができる。 
・ストレスに興味を持ち、自信を持ってこれからの環境変化に対応することができる。 
・あなた自身が日常生活において気軽に実行できるストレス対応法を身につける。 
 以上のことを目標にして実施され、５段階評価でアンケート（評価方法は ５．非常に満足 ４．
満足 ３．普通 ２．不満足 １．非常に不満足）を実施した。 
 アンケート結果は次の通り 

 質  問 内 容 ポイント 
１ 講座の満足度は？ ４．０ 

２ 講 座の内容 は、今後の日 常生活や就職 活
動、働いていく上で役立つと思いますか？ ４．１ 

今回が初めての試みで過去の実績はないが、多くの学生が講座の内容を理解し、メンタルタフネ
スの意識が高まったことと思われる。 
「セルフモチベーション講座」の目標 
・自分自身のモチベーションを探求することによって、より自分に適した「環境」や「仕事 」が選択で
きるようにする。 

・モチベーションに対する「持論」を持つことによって、自分自身のモチベーションを「自己調整 」で
きるようにする。 

 以上のことを目標にして実施され、５段階評価でアンケート（評価方法は ５．深まった ４．少し
深まった ３．どちらでもない ２．あまり深まらない １．深まらなかった）を実施した。 
 アンケートの結果は次の通り 

 質  問 内 容 ポイント 

１ 講座を通して、以前よりモチベーション（メンタ
ルタフネス）への興味は深まりましたか？ ３．６ 
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持続型職業人 SOZO プロジェクト 

プロジェクト成果報告書（グループ事業） 

3 

 

２ 講 座 の内 容 は、今 後 の日 常 生 活 や就 職 活
動、働いていく上で役立つと思いますか？ ４．０ 

３ モチベーションの「良く知られている考え方」は
参考になりましたか ４．０ 

４ モチベーションの「持論」を通して、自分への理
解は以前より深まりましたか ３．８ 

５ 前回と同じ質問、「講座全体の満足度は？」 ３．７ 
学生の主なコメント 

自分を見直せた。 
自分のモチベーションの上げ方が分かった。 
やる気はどんな時に起きるかが理解できた。 
就職した後も役に立ちそうだと思った。 
目標達成の勉強になった。 
目標を高く持つということは大変参考になった。 
色々なエピソードがあって新たな発見があった。 
モチベーションに対する考え方が変わった。 
目標を設定すること、自分を理解することの大切さが分かった。 
モチベーションの重要性が分かった。 

 以上の結果から、多くの学生が、モチベーションへの興味・理解、就職活動や日常生活に役立ち
そうだと概ね良好な評価をしている。学生のコメントに関しては全体的に好意的なものが多く、メンタ
ルタフネス講座に対する興味や学びへの関心度が伺える内容になった。 
 
３． 今後の課題点 
 「メンタルタフネス育成講座」はほとんどの学生が参加したが、「セルフモチベーション講座」は、夏休
み中の実施と、各セミナー間での認識の相違により参加者が減少した。参加者が前回より減少した
ことにより、アンケート結果の一人当たりの影響力が上昇し、少数の意見が平均的に影響した可能
性が見られた。開催時期に関しては、学生のコメントにおいて「色々学べたけど、夏休みにやってほし
くなかった」などの意見がいくつか見られ、メンタルタフネス講座全体の意味づけをする教科が必要と
思われる。総合的には「学生満足度の上昇 」、「開催時期」、「出席の確保 」が次回の課題である。 
 「学生満足度の上昇 」については、毎回４．５ポイント以上になるように、講座の内容を検討する。 
 「開催時期」については、来年度より、新たな気持ちでいる時の１年次入学時点と、１年次の秋学
期当初に実施する。 
 「出席の確保 」については、事前に内容について十分周知徹底し、講座の重要性をキャリアプラン
ニング科の授業の中で、理解を図っていく。 
 
４． その他 
 特になし 
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学部 123
合計 123

Q1 セミナー全体の満足度は？
5 4 3 2 1 無回答 平均 第1回 3.6

学部 12 78 30 3 0 0 3.8 第2回 4.0
第3回 3.9

5.非常に満足 4.満足 3.普通 2.不満足 1.非常に不満足 第4回 3.9

Q2 講座の内容は、今後の就職活動を進めていく上で参考になりましたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均 第1回 3.9

学部 21 83 16 3 0 0 4.0 第2回 4.2
第3回 4.0

5.とてもそう思う 4.そう思う 3.どちらでもない 2.そう思わない 1.全くそう思わない 第4回 3.9

第1回-第4回メンタルタフネス講座アンケート集計

10%

63%

24%

3%
0%

0%

学部

5

4

3

2

1

無回答

2% 0%
0%

学部

5

4

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

第1回 第2回 第3回 第4回

4.0

4.1

4.2

4.3

Q3 講師の話は分かりやすかったですか？
5 4 3 2 1 無回答 平均 第1回 3.7

学部 45 58 16 3 1 0 4.2 第2回 4.8
第3回 4.2

5.とてもそう思う 4.そう思う 3.どちらでもない 2.そう思わない 1.全くそう思わない 第4回 4.3

17%

68%

13% 4

3

2

1

無回答

37%

47%

13%

2%
1%

0%

学部

5

4

3

2

1

無回答

3.7

3.8

3.9

4.0

第1回 第2回 第3回 第4回

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

第1回 第2回 第3回 第4回

Q4 パワーポイント（スライド）は理解しやすかったですか？
5 4 3 2 1 無回答 平均 第1回 3.7

学部 39 56 24 2 1 1 4.0 第2回 4.5
第3回 4.2

5.とてもそう思う 4.そう思う 3.どちらでもない 2.そう思わない 1.全くそう思わない 第4回 4.1

各種ワークの評価
第1回
Q5 自分のストレス状況を共有するグループワークはいかがでしたか 3.4
Q6 「Kゲーム」のグループワークはいかがでしたか？ 3.5
Q7 「思考記録票（考え方の柔軟性を養う）」のグループワークはいかがでしたか3.4
Q8 「おもしろ村」のグループワークはいかがでしたか？ 3.8
Q9 自律訓練法やリラックス体操はいかがでしたか？ 3.3

平均 3.5

第2回
Q5 「自分史」や「モチベーション曲線」による自己紹介はいかがでしたか 3.4
Q6 「モチベーションの有名な考え方」は参考になりましたか？ 4.0
Q7 モチベーションの「持論」を通して、自分への理解は以前より深まりましたか4.0
Q8 セミナーを通して、以前よりモチベーション（メンタルタフネス）への 4.2

平均 3.9

32%

45%

19%

2% 1%
1%

学部

5

4

3

2

1

無回答
3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

4.6

第1回 第2回 第3回 第4回

平均 3.9

第3回
Q5 「自分史」や「モチベーション曲線」による自己紹介はいかがでしたか 3.0
Q6 ノードストローム社の物語はいかがでしたか？ 3.8
Q7 ボードゲームを使ったビジネス研究はいかがでしたか？ 4.3
Q8 ケーススタディを通した仕事理解はいかがでしたか？ 3.5

平均 3.7

第4回
Q5 「就職活動」「自己分析」については参考になりましたか？ 4.2
Q6 ボードゲームを使ったビジネス研究はいかがでしたか？ 4.3
Q7 他の業界について、ボードゲームを使ったビジネス研究をやってみたいと4.1
Q8 ケーススタディを通したグループワークはいかがでしたか？ 3.4
Q9．その他やってみたい業界 平均 4.0

出版 テレビゲーム農業 バイク 医療 サイバーエージェント

第1回 3.5
第2回 3.9
第3回 3.7
第4回 4.0

3.2
3.3
3.4
3.5
3.6
3.7
3.8
3.9
4.0
4.1

第1回 第2回 第3回 第4回
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学部 46
短大 72
合計 118

Q1 セミナー全体の満足度は？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 4 22 17 3 0 0 3.6
短大 16 40 16 0 0 0 4.0
全体 20 62 33 3 0 0 3.8

5.非常に満足 4.満足 3.普通 2.不満足 1.非常に不満足

Q2 講座の内容は、今後の日常生活や就職活動、働いていく上で役立つと思いますか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 7 30 7 2 0 0 3.9
短大 13 56 3 0 0 0 4.1
全体 20 86 10 2 0 0 4.1

5.とてもそう思う 4.そう思う 3.どちらでもない 2.そう思わない 1.全くそう思わない

第1回メンタルタフネスベーシック講座アンケート集計

22%

56%

22%

0% 0%0%

短大

5

4

3

2

1

無回答

0% 50% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

9%

48%
37%

6% 0%0%

学部
5

4

3

2

1

無回答

15%

65%

15%

5%
0%
0% 学部

5

4

3

2

1

無回答

18%

78%

4%

0%

0%

0% 短大 5

4

3

2

1

無回答

0% 50% 100%

5

4

3

2

1
無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

17%

52%

28%

3% 0%0%

全体
5

4

3

2

1

無回答

17%

73%

8%

2%
0%0%

全体
5

4

3

2

1

無回答

Q3 講師の話は分かりやすかったですか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 7 21 14 3 1 0 3.7
短大 34 36 1 1 0 0 4.4
全体 41 57 15 4 1 0 4.1

5.とてもそう思う 4.そう思う 3.どちらでもない 2.そう思わない 1.全くそう思わない

Q4 パワーポイント（スライド）は理解しやすかったですか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 7 22 15 1 1 0 3.7
短大 32 39 1 0 0 0 4.4
全体 39 61 16 1 1 0 4.2

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

15%

46%
30%

7%

2%

0%

学部
5

4

3

2

1

無回答

47%
50%

2%

1%

0% 0%

短大 5

4

3

2

0% 50% 100%

5
4
3
2
1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

15%

48%
33%

2%

2%

0%

学部
5

4

3

2

1

無回答

45%
54%

1%
0%

0%0%

短大
5

4

3

2

1

無回答

0% 50% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

35%

48%

13%

3%
1%

0%

全体

5

4

3

2

1

無回答

33%

52%

13%

1%
1%

0%

全体
5

4

3

2

1

無回答

Q5 自分のストレス状況を共有するグループワークはいかがでしたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 4 20 16 5 0 1 3.4
短大 15 42 13 2 0 0 4.0
全体 19 62 29 7 0 1 3.8

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

Q6 「Kゲーム」のグループワークはいかがでしたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 7 20 10 7 0 2 3.5
短大 19 34 12 7 0 0 3.9
全体 26 54 22 14 0 2 3.7

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

9%

43%35%

11% 0%

2% 学部 5

4

3

2

1

無回答

21%

58%

18%

3%
0%0%

短大
5

4

3

2

1

無回答

0% 50% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

15%

44%22%

15%
0%

4% 学部
5

4
3

2
1

無回答

26%

47%

17%

10% 0% 0%

短大
5
4
3
2
1

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

16%

52%

25%

6% 0%1%

全体
5

4

3

2

1

無回答

22%

46%

18%

12%
0% 2%

全体
5

4

3

2

1

無回答

Q7 「思考記録票（考え方の柔軟性を養う）」のグループワークはいかがでしたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 5 16 19 6 0 0 3.4
短大 12 41 16 3 0 0 3.9
全体 17 57 35 9 0 0 3.7

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

Q8 「おもしろ村」のグループワークはいかがでしたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 9 22 12 3 0 0 3.8
短大 30 34 4 3 0 1 4.2
全体 39 56 16 6 0 1 4.1

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

11%

35%41%

13% 0%0%

学部
5

4

3

2

1

無回答

17%

57%

22%

4% 0%0%

短大
5

4

3

2

1

無回答

0% 50% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

20%

48%
26%

6% 0%0%

学部
5

4

3

2

1

無回答

42%

47%

6%

4%
0% 1% 短大

5

4

3

2

1

無回答

0% 50% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

14%

48%

30%

8% 0% 0%

全体
5

4

3

2

1

無回答

33%

47%

14%

5% 0% 1%

全体
5

4

3

2

1

無回答
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Q9 自律訓練法やリラックス体操はいかがでしたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 4 16 20 5 0 1 3.3
短大 20 39 10 2 0 1 4.0
全体 24 55 30 7 0 2 3.8

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

9%

35%
43%

11%

0%

2%

学部
5

4

3

2

1

無回答

28%

54%

14%

3% 0% 1%

短大
5

4

3

2

1

無回答

0% 50% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

20%

47%

25%

6%

0%
2% 全体

5

4

3

2

1

無回答
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学部 31
短大 25
合計 56

Q１．セミナー全体の満足度は？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 3 26 2 0 0 0 4.0
短大 2 14 9 0 0 0 3.7
全体 5 40 11 0 0 0 3.9

5.とても満足 4.満足 3.どちらでもない 2.不満足 1.非常に不満足

第2回セルフモチベーション講座アンケート集計

10%

84%

6%

0%

0%0%

学部
5

4

3

2

1

無回答

8%

56%
36%

0% 0%0%

短大
5

4

3

2

1

無回答

9%

71%

20%

0% 0%0%

全体

5

4

3

2

1

無回答 0% 20% 40% 60% 80% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

Q２．講座の内容は、今後の日常生活や就職活動、働いていく上で役立つと思いますか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 10 18 2 1 0 0 4.2
短大 7 12 5 1 0 0 4.0
全体 17 30 7 2 0 0 4.1

5.そう思う 4.少しだけそう思う 3.どちらでもない 2.あまり思わない 1.そう思わない

32%

58%

7%

3%
0% 0%

学部
5

4

3

2

1

無回答

28%

48%

20%

4% 0%0%

短大
5

4

3

2

1

無回答

30%

54%

12%

4%

0%0%

全体
5

4

3

2

1

無回答
0% 20% 40% 60% 80% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Q３．講師の話は分かりやすかったですか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 25 5 1 0 0 0 4.8
短大 9 9 6 1 0 0 4.0
全体 34 14 7 1 0 0 4.4

5.そう思う 4.少しだけそう思う 3.どちらでもない 2.あまり思わない 1.そう思わない

Q４．パワーポイント（スライド）は理解しやすかったですか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 18 10 2 1 0 0 4.5

36%

36%

24%

4% 0%0%

学部
5

4

3

2

1

無回答

36%

36%

24%

4% 0%0%

短大
5

4

3

2

1

無回答

61%
25%

12%

2%
0%0%

全体

5

4

3

2

1

無回答 0% 20% 40% 60% 80% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

5 4 3 2 1 無回答 平均
学部 18 10 2 1 0 0 4.5
短大 19 5 1 0 0 0 4.7
全体 37 15 3 1 0 0 4.6

5.そう思う 4.少しだけそう思う 3.どちらでもない 2.あまり思わない 1.そう思わない

58%
32%

7%
3% 0% 0%

学部 5

4

3

2

1

無回答

76%

20%

4%
0%

0% 0%

短大
5

4

3

2

1

無回答

66%
27%

5%

2%

0% 0%

全体
5

4

3

2

1

無回答 0% 20% 40% 60% 80% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

Q５．「自分史」や「モチベーション曲線」による自己紹介はいかがでしたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 3 15 6 6 1 0 3.4
短大 12 9 4 0 0 0 4.3
全体 15 24 10 6 1 0 3.8

5.面白い 4.少し面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.面白くない

Q６．「モチベーションの有名な考え方」は参考になりましたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 7 18 5 1 0 0 4.0

10%

49%19%

19%

3% 0%
学部 5

4

3

2

1

無回答

48%
36%

16%

0%
0%0%

短大
5

4

3

2

1

無回答

27%

43%

18%

10%
2% 0%

全体
5

4

3

2

1

無回答 0% 20% 40% 60% 80% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

5 4 3 2 1 無回答 平均
学部 7 18 5 1 0 0 4.0
短大 6 13 5 1 0 0 4.0
全体 13 31 10 2 0 0 4.0

5.参考になった 4.少し参考になった 3.どちらでもない 2.あまり参考にならなかった 1.参考にならなかった

23%

58%

16%

3%
0% 0%

学部

5

4

3

2

1

無回答

24%

52%

20%

4% 0% 0%

短大
5

4

3

2

1

無回答

23%

55%

18%

4% 0%0%

全体

5

4

3

2

1

無回答 0% 50% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

Q７．モチベーションの「持論」を通して、自分への理解は以前より深まりましたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 4 22 5 0 0 0 4.0
短大 6 10 8 1 0 0 3.8
全体 10 32 13 1 0 0 3.9

5.深まった 4.少し深まった 3.どちらでもない 2.あまり深まらなかった 1.深まらなかった

Q８．セミナーを通して、以前よりモチベーション（メンタルタフネス）への興味・理解は深まりましたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 6 24 1 0 0 0 4.2

13%

71%

16%

0%
0%0%

学部
5

4

3

2

1

無回答

24%

40%
32%

4% 0%0%

短大
5

4

3

2

1

無回答

18%

57%

23%

2% 0%
0%

全体
5

4

3

2

1

無回答
0% 20% 40% 60% 80% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大

5 4 3 2 1 無回答 平均
学部 6 24 1 0 0 0 4.2
短大 4 11 7 3 0 0 3.6
全体 10 35 8 3 0 0 3.9

5.深まった 4.少し深まった 3.どちらでもない 2.あまり深まらなかった 1.深まらなかった

19%

78%

3% 0%
0%0%

学部
5

4

3

2

1

無回答

16%

44%
28%

12% 0% 0%

短大
5

4

3

2

1

無回答

18%

63%

14%

5% 0% 0%

全体
5

4

3

2

1

無回答 0% 20% 40% 60% 80% 100%

5

4

3

2

1

無回答

各評価における学部・短大の割合

学部

短大
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学部 25
合計 25

Q１．セミナー全体の満足度は？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 3 16 6 0 0 0 3.9

5.非常に満足 4.満足 3.普通 2.不満足 1.非常に不満足

Q２．講座の内容は、今後の就職活動を進めていく上で参考になりましたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 2 20 3 0 0 0 4.0

5.とてもそう思う 4.そう思う 3.どちらでもない 2.そう思わない 1.全くそう思わない

第3回メンタルタフネスを活かすビジネス研究講座（１）アンケート集計

12%

64%

24%

0% 0%
0%

学部

5

4

3

2

1

無回答

8%0%

0%

0%

学部

Q３．講師の話は分かりやすかったですか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 7 17 1 0 0 0 4.2

5.とてもそう思う 4.そう思う 3.どちらでもない 2.そう思わない 1.全くそう思わない

8%

80%

12%

0% 0% 5

4

3

2

1

無回答

28%

68%

4%

0%

0% 0%

学部

5

4

3

2

1

無回答

Q４．パワーポイント（スライド）は理解しやすかったですか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 9 12 4 0 0 0 4.2

5.とてもそう思う 4.そう思う 3.どちらでもない 2.そう思わない 1.全くそう思わない

Q５．「自分史」や「モチベーション曲線」による自己紹介はいかがでしたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 0 8 10 5 1 1 3.0

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

36%

48%

16%

0% 0%
0%

学部

5

4

3

2

1

無回答

0%4%

4% 学部

5

Q６．ノードストローム社の物語はいかがでしたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 2 16 6 1 0 0 3.8

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

32%

40%

20%

4% 5

4

3

2

1

無回答

8%

64%

24%

4% 0%
0%

学部

5

4

3

2

1

無回答

Q７．ボードゲームを使ったビジネス研究はいかがでしたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 12 10 2 1 0 0 4.3

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

Q８．ケーススタディを通した仕事理解はいかがでしたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 2 10 12 1 0 0 3.5

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

48%

40%

8%

4%
0%

0%

学部

5

4

3

2

1

無回答

8%
4% 0%

0%

学部

5

40%48%

4

3

2

1

無回答
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Q4 パワーポイント（スライド）は理解しやすかったですか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 5 12 3 0 0 1 4.1

5.とてもそう思う 4.そう思う 3.どちらでもない 2.そう思わない 1.全くそう思わない

Q5 「就職活動」「自己分析」については参考になりましたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 3 17 0 0 0 1 4.2

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

24%

57%

14%

0%

0%
5%

学部

5

4

3

2

1

無回答

14%

0% 0%0% 5%

学部

5

Q6 ボードゲームを使ったビジネス研究はいかがでしたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 6 15 0 0 0 0 4.3

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

14%

81%

4

3

2

1

無回答

29%

71%

0%

0% 0%

0%

学部

5

4

3

2

1

無回答

学部 21
合計 21

Q1 セミナー全体の満足度は？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 2 14 5 0 0 0 3.9

5.非常に満足 4.満足 3.普通 2.不満足 1.非常に不満足

Q2 講座の内容は、今後の就職活動を進めていく上で参考になりましたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 2 15 4 0 0 0 3.9

5.とてもそう思う 4.そう思う 3.どちらでもない 2.そう思わない 1.全くそう思わない

第4回メンタルタフネスを活かすビジネス研究講座（2）アンケート集計

9%

67%

24%

0% 0% 0%

学部

5

4

3

2

1

無回答

0% 0%
0%

学部

Q3 講師の話は分かりやすかったですか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 6 15 0 0 0 0 4.3

5.とてもそう思う 4.そう思う 3.どちらでもない 2.そう思わない 1.全くそう思わない

10%

71%

19%

0% 0%
0% 5

4

3

2

1

無回答

29%

71%

0%

0%

0% 0%

学部

5

4

3

2

1

無回答

Q7 他の業界について、ボードゲームを使ったビジネス研究をやってみたいと思いますか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 5 14 2 0 0 0 4.1

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

Q8 ケーススタディを通したグループワークはいかがでしたか？
5 4 3 2 1 無回答 平均

学部 0 10 9 2 0 0 3.4

5.とても面白い 4.面白い 3.どちらでもない 2.あまり面白くない 1.全く面白くない

24%

67%

9%

0%

0%

0%

学部

5

4

3

2

1

無回答

0%

9%

0% 0%

学部

5

Q9．その他やってみたい業界
1 出版
1 テレビゲーム
1 農業
1 バイク
1 医療
1 サイバーエージェント

48%

43%

9%
4

3

2

1

無回答
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プロジェクト実践（情報ビジネス学部） 
担当  三好哲也       

 
１． グループ事業の取組 
（１）プロジェクト実践の目的 

プロジェクト実践においては、学生の就業力育成のための一つの活動として、企業との協働
プロジェクトを実施する。プロジェクトに参加し、活動を行うことにより、グループ内でのコ
ミュニケーション能力を高め、役割分担などを行いながら主体的に行動できる能力を育成する。
また、プロジェクト活動の中で、協力企業の方々との打ち合わせや意見交換を実際に体験する
ことにより、意見形成力、意見傾聴力、コミュニケーション力など社会人として必要とされる
能力（社会人基礎力）についての認識を深めさせるとともにその養成を行う。 
 
（２）プロジェクト実践の内容 

「実践的スキルのブラッシュアップ」では、学生自身が企画・立案・運営するプロジェクト
を立ち上げる場の提供を行い、そのプロジェクトの運営を通して、学生自ら気付き・学ぶ「創
造プロジェクト」を推進した。学生が企画するプロジェクトでは、学外の企業、団体と何らか
の連携・協働するテーマを検討・実施した。この活動を進めるために、2011 年から「プロジ
ェクトマネジメント（講義）」「プロジェクト演習」の科目を開講した。プロジェクト演習では、
受講学生（3 年生）を 13 のプロジェクトグループに分割してプロジェクト活動を進めた。そ
の活動の中で、グループ内での意識統一や他グループの進め方などを共有するために中間発表
会、期末報告会の計画を立て実施した。また、プロジェクト活動のテーマ探求において必要と
思われる地域での課題を理解するため、2011 年度当初に予定する豊橋市役所政策企画課なら
びに産業企画課担当者による講演会とグループワークによる市政提案に向け意見形成のため
の準備を行った。 
 
（３）実施スケジュール 

2011 年 2 月  プロジェクト活動についての学生ガイダンス 
2011 年 4 月  キックオフミーティング１「豊橋の行政について」 

豊橋市 企画部政策企画課 主査 増田 明氏  
        キックオフミーティング２「「豊橋の産業について」  

    豊橋市 産業部産業政策課 主査 田村明浩氏 
2011 年 5 月  プロジェクトテーマ提出 
2011 年 8 月  プロジェクト中間発表会 
2011 年 12 月  プロジェクト成果発表会 
2012 年 1 月  教員によるプロジェクト成果報告書の取りまとめ 
2012 年 2 月  教員による成果報告書に基づく反省会の実施 

 
（４）実施したプロジェクト一覧 

情報ビジネス学部では、平成 23 年度には、13 のテーマに分かれてプロジェクト活動に取り
組んだ。取り組んだテーマは、企業活動における物流、マーケティング、商品開発、会計処理、
情報処理、経営意思決定に関する調査や提案活動、地域・学内活動の支援などを幅広いもので



- 111 - 

持続型職業人 SOZO プロジェクト 

プロジェクト成果報告書（グループ事業） 

2 

 

あった。以下にそのテーマを示す。 
1. 外食産業におけるロジスティクス・システムの研究  (石田プロジェクト ) 
2. 福祉施設で紙芝居（今井久プロジェクト） 
3. ビジネス系学生のための情報処理資格に向けた電子コンテンツの改善活動（今井正プ

ロジェクト） 
4. 豊橋市内小中学校の太陽光発電システムの稼働状況調査（見目プロジェクト） 
5. 認定試験に受かるための学習環境構築と運営（五味プロジェクト） 
6. 会計事務所の業務内容と組織の仕組みを知る (中野一プロジェクト） 
7. 社会的企業の実証研究(中野聡プロジェクト ) 
8. 豊橋筆プロジェクト (花岡プロジェクト ) 
9. 豊橋自慢企業のトップインタビュープロジェクト（三好プロジェクト） 
10. 学食広報プロジェクト by 学食おうえん団（三輪プロジェクト） 
11. 東三河における繊維産業（森田プロジェクト） 
12. 炎の祭典支援プロジェクト（山口プロジェクト） 
13. 東三河 Bible（吉川・片岡プロジェクト） 

 
２． 活動成果 
 一般に多くの人が関わるプロジェクトでは、メンバー相互の意思疎通が不可欠であり、実践
的なコミュニケーション能力が求められる。本プロジェクトにおいても、コミュニケーション
の実践的トレーニングがプロジェクト活動の中で繰り返し行われた。また、プロジェクトの目
的達成のために、作業計画とその実行を意識して、活動に取り組む必要がある。学生は実際に
プロジェクトに参加して、プロジェクト（事業）の推進のための基礎的方法を体得したと評価
している。表 1 にプロジェクト終了後の学生自己評価アンケート結果を示す。プロジェクト推
進方法についての設問では、80%以上の学生が肯定意見であり、プロジェクト進め方について
積極的に考慮していたことが伺える。また、コミュニケーションスキルに関する設問では、プ
レゼンテーションが十分であるとの肯定評価が 50%程度であり、先の項目群より相対的に小さ
く、課題項目として認識されている。以上のように、プロジェクト活動は、参加学生にとって
協働作業における進め方の概略理解とそのために必要な能力について自己考察できる機会で
あったと評価できる。大学における講義では教員や友人と協働する機会が少ない中、本プロジ
ェクトはそのような機会を提供でき、学生が組織の中で活動するための社会人基礎力の養成に
貢献したと評価できる。 
 
３． 今後の課題点 
 地域企業の協力を得て進める本プロジェクトは、学生にとって社会人としての擬似的体験が
できると言う意味で、大きな意味がある。一方で、専門知識の不足する学生の指導にご協力い
ただく企業の皆様には大きな御負担になっていることも否めない。そのような状況の中で、適
切にテーマ設定することの困難性も指導教員の共通した考察であった。学生教育の場面として、
継続できる方策について引き続き検討する必要がある。 
 
４． その他 

ここでは、プロジェクトにおける進捗管理システムの開発について述べる。プロジェクトに
おいて、重要なことは設定された目的達成のために、行うべき事項を明確化し、その遂行を計
画的に行う環境を形成することである。そのためには、グループ間で情報を共有し、作業内容
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やその進捗状況の確認が不可欠である。参加学生がプロジェクトの進め方を理解し行動できる
ように、プロジェクト活動では「問題設定」－「行動計画」－「実施」－「評価」の実践を指
導した。プロジェクト活動を iPad から記録することで、学生がその行動様式を意識できるプ
ロジェクト管理システムを独自開発した。このシステムをプロジェクト活動で繰り返し利用す
ることにより、プロジェクトの進め方を体得させた。利用画面を図 1 に示す。 

   

(1)アプリトップ画面    (2)プロジェクト一覧     (3)タスク一覧  

   

(4)議事録一覧       (5)共有ファイル       (6)タスク登録画面  

図１ iPad におけるプロジェクト管理画面  

表１ プロジェクト活動に対する学生の自己評価アンケート結果  

そう思う ややそう
思う

あまりそう
思わない

そう思わな
い

Q１：プロジェクトで行う作業を明確に決めて、プロ
ジェクトを進めることができましたか？ 0.47 0.39 0.12 0.02
Q２：プロジェクトを進める上で、スケジュールを作成
して取り組みましたか？ 0.33 0.51 0.12 0.04
Q３：プロジェクトメンバー間で役割を決めて、プロ
ジェクトに取り組みましたか？ 0.45 0.43 0.06 0.06
Q４：他のメンバーとの情報交換を円滑に進めて、プ
ロジェクトに取り組みましたか？ 0.24 0.51 0.18 0.06

Q５：自らの意見を主張することができましたか？ 0.31 0.29 0.29 0.12
Q６：自らの意見を口頭でわかりやすく伝えることが
できましたか？ 0.06 0.43 0.43 0.08
Q７：プロジェクトの問題を認識し、必要な情報を収
集・分析・整理し、問題を解決することができました 0.16 0.59 0.16 0.08
Q８：既存の枠にとらわれず、新しいアイデアを出す
ことができましたか？ 0.12 0.24 0.47 0.16
Q９：相手（他のメンバー、連携企業・団体の方）の
意見を丁寧に聞き、話を引き出すことができました 0.18 0.45 0.31 0.06
Q１０：ビジョンを描き、目標を設定することができま
したか？ 0.20 0.41 0.35 0.04
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実施日（回収日）：平成２３年１２月２２日
アンケート対象 ：情報ビジネス学部３年生 ５１名
回答数：４８
回答率：９６．１％

Q１：プロジェクトで行う作業を明確に決めて、プロジェクトを進めることができましたか？

プロジェクト名 在籍人数 回答数 そう思う ややそう思う
あまりそう思

わない
そう思わない 合計

石田 4 4 1 3 4
今井（久） 4 4 2 2 4
今井（正） 2 2 2 2
見目 3 3 1 2 3
五味 2 2 2 2
中野（一） 4 4 1 2 1 4
中野（聡） 5 5 2 2 1 5
花岡 5 5 4 1 5
三好 3 3 2 1 3
三輪 8 8 4 2 2 8
森田 4 4 4 4
山口 2 1 1 1
吉川・片岡 5 4 2 2 4
合計 51 49 23 19 6 1 49
割合 96.1% 46.9% 38.8% 12.2% 2.0% 100.0%

Q２：プロジェクトを進める上で、スケジュールを作成して取り組みましたか？

プロジェクト名 在籍人数 回答数 そう思う ややそう思う
あまりそう思

わない
そう思わない 合計

石田 4 4 1 3 4
今井（久） 4 4 2 1 1 4
今井（正） 2 2 1 1 2
見目 3 3 3 3
五味 2 2 2 2
中野（一） 4 4 2 2 4
中野（聡） 5 5 2 1 1 1 5
花岡 5 5 2 2 1 5
三好 3 3 2 1 3
三輪 8 8 2 5 1 8
森田 4 4 3 1 4
山口 2 1 1 1
吉川・片岡 5 4 1 3 4
合計 51 49 16 25 6 2 49
割合 96.1% 32.7% 51.0% 12.2% 4.1% 100.0%

46.9%

38.8%

12.2%

2.0%

Q1：プロジェクトで行う作業を明確に決めて、プロジェク

トを進めることができましたか？

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

32.7%

51.0%

12.2%

4.1%

Q２：プロジェクトを進める上で、スケジュールを作成して

取り組みましたか？

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

1 ページ

プロジェクト演習学生アンケート集計結果

Q３：プロジェクトメンバー間で役割を決めて、プロジェクトに取り組みましたか？

プロジェクト名 在籍人数 回答数 そう思う ややそう思う
あまりそう思

わない
そう思わない 合計

石田 4 4 4 4
今井（久） 4 4 2 2 4
今井（正） 2 2 2 2
見目 3 3 2 1 3
五味 2 2 2 2
中野（一） 4 4 3 1 4
中野（聡） 5 5 2 2 1 5
花岡 5 5 3 2 5
三好 3 3 3 3
三輪 8 8 4 3 1 8
森田 4 4 2 1 1 4
山口 2 1 1 1
吉川・片岡 5 4 2 2 4
合計 51 49 22 21 3 3 49
割合 96.1% 44.9% 42.9% 6.1% 6.1% 100.0%

Q４：他のメンバーとの情報交換を円滑に進めて、プロジェクトに取り組みましたか？

プロジェクト名 在籍人数 回答数 そう思う ややそう思う
あまりそう思

わない
そう思わない 合計

石田 4 4 4 4
今井（久） 4 4 2 2 4
今井（正） 2 2 2 2
見目 3 3 2 1 3
五味 2 2 1 1 2
中野（一） 4 4 4 4
中野（聡） 5 5 1 3 1 5
花岡 5 5 2 1 2 5
三好 3 3 3 3
三輪 8 8 1 4 1 2 8
森田 4 4 2 2 4
山口 2 1 1 1
吉川・片岡 5 4 3 1 4
合計 51 49 12 25 9 3 49
割合 96.1% 24.5% 51.0% 18.4% 6.1% 100.0%

44.9%

42.9%

6.1%
6.1%

Q３：プロジェクトメンバー間で役割を決めて、プロジェク

トに取り組みましたか？

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

24.5%

51.0%

18.4%

6.1%

Q４：他のメンバーとの情報交換を円滑に進めて、プロ

ジェクトに取り組みましたか？

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

2 ページ
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Q５：自らの意見を主張することができましたか？

プロジェクト名 在籍人数 回答数 そう思う ややそう思う
あまりそう思

わない
そう思わない 合計

石田 4 4 2 2 4
今井（久） 4 4 1 1 1 1 4
今井（正） 2 2 1 1 2
見目 3 3 1 2 3
五味 2 2 1 1 2
中野（一） 4 4 1 3 4
中野（聡） 5 5 1 3 1 5
花岡 5 5 2 2 1 5
三好 3 3 2 1 3
三輪 8 8 1 3 3 1 8
森田 4 4 3 1 4
山口 2 1 1 1
吉川・片岡 5 4 2 1 1 4
合計 51 49 15 14 14 6 49
割合 96.1% 30.6% 28.6% 28.6% 12.2% 100.0%

Q６：自らの意見を口頭でわかりやすく伝えることができましたか？

プロジェクト名 在籍人数 回答数 そう思う ややそう思う
あまりそう思

わない
そう思わない 合計

石田 4 4 3 1 4
今井（久） 4 4 1 2 1 4
今井（正） 2 2 2 2
見目 3 3 1 2 3
五味 2 2 1 1 2
中野（一） 4 4 4 4
中野（聡） 5 5 2 2 1 5
花岡 5 5 1 2 2 5
三好 3 3 1 2 3
三輪 8 8 2 4 2 8
森田 4 4 2 2 4
山口 2 1 1 1
吉川・片岡 5 4 2 2 4
合計 51 49 3 21 21 4 49
割合 96.1% 6.1% 42.9% 42.9% 8.2% 100.0%

30.6%

28.6%

28.6%

12.2%

Q５：自らの意見を主張することができましたか？

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

6.1%

42.9%
42.9%

8.2%

Q６：自らの意見を口頭でわかりやすく伝えることができ

ましたか？

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

3 ページ

プロジェクト演習学生アンケート集計結果

Q７：プロジェクトの問題を認識し、必要な情報を収集・分析・整理し、問題を解決することができましたか？

プロジェクト名 在籍人数 回答数 そう思う ややそう思う
あまりそう思

わない
そう思わない 合計

石田 4 4 1 2 1 4
今井（久） 4 4 2 1 1 4
今井（正） 2 2 2 2
見目 3 3 3 3
五味 2 2 2 2
中野（一） 4 4 3 1 4
中野（聡） 5 5 1 3 1 5
花岡 5 5 2 2 1 5
三好 3 3 2 1 3
三輪 8 8 3 4 1 8
森田 4 4 4 4
山口 2 1 1 1
吉川・片岡 5 4 3 1 4
合計 51 49 8 29 8 4 49
割合 96.1% 16.3% 59.2% 16.3% 8.2% 100.0%

Q８：既存の枠にとらわれず、新しいアイデアを出すことができましたか？

プロジェクト名 在籍人数 回答数 そう思う ややそう思う
あまりそう思

わない
そう思わない 合計

石田 4 4 1 1 2 4
今井（久） 4 4 2 2 4
今井（正） 2 2 2 2
見目 3 3 1 1 1 3
五味 2 2 1 1 2
中野（一） 4 4 2 1 1 4
中野（聡） 5 5 1 3 1 5
花岡 5 5 2 1 1 1 5
三好 3 3 1 2 3
三輪 8 8 2 4 2 8
森田 4 4 2 1 1 4
山口 2 1 1 1
吉川・片岡 5 4 4 4
合計 51 49 6 12 23 8 49
割合 96.1% 12.2% 24.5% 46.9% 16.3% 100.0%

16.3%

59.2%

16.3%

8.2%

Q７：プロジェクトの問題を認識し、必要な情報を収集・

分析・整理し、問題を解決することができましたか？

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

12.2%

24.5%

46.9%

16.3%

Q８：既存の枠にとらわれず、新しいアイデアを出すこと

ができましたか？

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

4 ページ
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Q９：相手（他のメンバー、連携企業・団体の方）の意見を丁寧に聞き、話を引き出すことができましたか？

プロジェクト名 在籍人数 回答数 そう思う ややそう思う
あまりそう思

わない
そう思わない 合計

石田 4 4 2 2 4
今井（久） 4 4 1 3 4
今井（正） 2 2 2 2
見目 3 3 1 1 1 3
五味 2 2 1 1 2
中野（一） 4 4 1 3 4
中野（聡） 5 5 1 2 2 5
花岡 5 5 2 1 2 5
三好 3 3 2 1 3
三輪 8 8 2 4 2 8
森田 4 4 1 2 1 4
山口 2 1 1 1
吉川・片岡 5 4 1 3 4
合計 51 49 9 22 15 3 49
割合 96.1% 18.4% 44.9% 30.6% 6.1% 100.0%

Q１０：ビジョンを描き、目標を設定することができましたか？

プロジェクト名 在籍人数 回答数 そう思う ややそう思う
あまりそう思

わない
そう思わない 合計

石田 4 4 3 1 4
今井（久） 4 4 1 1 2 4
今井（正） 2 2 1 1 2
見目 3 3 2 1 3
五味 2 2 1 1 2
中野（一） 4 4 1 2 1 4
中野（聡） 5 5 2 2 1 5
花岡 5 5 3 1 1 5
三好 3 3 1 2 3
三輪 8 8 1 5 1 1 8
森田 4 4 4 4
山口 2 1 1 1
吉川・片岡 5 4 2 2 4
合計 51 49 10 20 17 2 49
割合 96.1% 20.4% 40.8% 34.7% 4.1% 100.0%

18.4%

44.9%

30.6%

6.1%

Q９：相手（他のメンバー、連携企業・団体の方）の意見

を丁寧に聞き、話を引き出すことができましたか？

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

20.4%

40.8%

34.7%

4.1%

Q１０：ビジョンを描き、目標を設定することができました

か？

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

5 ページ
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持続型職業人 SOZO プロジェクト 

プロジェクト成果報告書（グループ事業） 

1 

 

グループ事業名称 「プロジェクト実践」 
 

担当  今泉 仁志   
 
１．グループ事業の取組 
 学生の就業力育成事業の１つとして、プロジェクト活動に取り組んだ。必修の「特別研究セミナー」
のコマを使い、教員の指導のもとに学生自らが企画・立案・運営するプロジェクトを経験する場
とした。プロジェクト活動では携帯情報端末を活用し、IT リテラシーを体得させることを積極
的に進めた。プロジェクトの運営を通して学生が人間的に成熟することを期待し、ある程度の
成果をあげることができた。  
 
２．プロジェクトの成果 

プロジェクトは、以下のような全体スケジュールで進行した。 
2011 年 04 月中   プロジェクトの企画 
2011 年 04 月 12 日 キックオフ講演会１／２ 「豊橋を知る －行政について－」 
2011 年 04 月 19 日 キックオフ講演会２／２ 「豊橋を知る －産業について－」 
2011 年 04 月 26 日 テーマ決定、プロジェクト実行計画書の提出 
2011 年 07 月 31 日 進捗状況の確認、プロジェクト中間報告書の提出 
2011 年 12 月中   学生に対するアンケートの実施 
2011 年 12 月 21 日 プロジェクト発表会 
2011 年 12 月 21 日 プロジェクト成果報告書（学生）の提出 
2012 年 01 月 20 日 プロジェクト成果報告書（教員）の提出 
2012 年 02 月 15 日 プロジェクト活動の反省会 

 
 学生が書いた報告書やアンケート結果をみると、人間的な成長という点から見るべきも
のがあった。  

・プロジェクト活動を通して、自分の行動に対する自覚が高まった。  

・協力する大切さがわかった。グループメンバーの気持ちがひとつになる経験をした。  

・企業人と交渉することで、社会人としてのコミュニケーション能力が高まった。  

・仕事というものの大変さがよくわかった。  

・授業に対してより高いものを求めるようになった。  

 

教員の立場から見ても、以下のような感想があった。  

・学生達が自発的に動いてくれるようになった。  

・成果があがったという実感がある。  

・新聞で取り上げられたプロジェクトもあり、広報活動の面からもよかった。  

・プロジェクト活動を通じて、一人ひとりの学生をよりよく理解できた。  

・プロジェクト活動は、スキルアップにも役立った。  

・ゼミ活動の一環ということで、スムーズにできた。  

・パワーポイントを使い、グループで成果を発表する機会を持てたことはよかった。  
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プロジェクト成果報告書（グループ事業） 

2 

 

・自信を持って成果を発表する様子を見ていて、成長している様子が伺えた。 
 
３．今後の課題点 
 今回のプロジェクト運営を総括するために、教員で反省会を開催した。 
 
・テーマ選定はなかなか困難 

プロジェクトのテーマ選定は、ほとんど教員がやっているのが実情である。必修のゼミのコ
マで対応しているが、学生によってモチベーションに大きなばらつきがある。学生が自分の課
題であるという意識を持って取り組むまでに時間がかかる。 
 
・ゼミの時間だけでは自ずと活動範囲に限界がある。 

選んだテーマにもよるが、土曜日・日曜日を利用して活動する必要があり、通常の授業
のコマを振り替える必要がでてくる。 

 
・外部組織との関わりはなかなか困難 

上記と密接に関連するが、とにかく時間がかかるものである。教員がやってしまえば簡
単なことなのだが、わざわざ学生にやらせようとすれば匙加減がなかなか難しい。 

 
・お互いのプロジェクト活動の「見える化」が不足 

プロジェクト活動状況を教員同士が共有し、運営上のノウハウが水平展開できればよか
った。 
 
 
４．その他 
 
・iPad の活用については、ハンディな携帯情報端末として、今まで以上に活用したい。  
 
 

■以上。 

持続型職業人 SOZO プロジェクト 

プロジェクト成果報告書（グループ事業） 

1 

 

グループ事業名称 「プロジェクト実践」 
 

担当  今泉 仁志   
 
１．グループ事業の取組 
 学生の就業力育成事業の１つとして、プロジェクト活動に取り組んだ。必修の「特別研究セミナー」
のコマを使い、教員の指導のもとに学生自らが企画・立案・運営するプロジェクトを経験する場
とした。プロジェクト活動では携帯情報端末を活用し、IT リテラシーを体得させることを積極
的に進めた。プロジェクトの運営を通して学生が人間的に成熟することを期待し、ある程度の
成果をあげることができた。  
 
２．プロジェクトの成果 

プロジェクトは、以下のような全体スケジュールで進行した。 
2011 年 04 月中   プロジェクトの企画 
2011 年 04 月 12 日 キックオフ講演会１／２ 「豊橋を知る －行政について－」 
2011 年 04 月 19 日 キックオフ講演会２／２ 「豊橋を知る －産業について－」 
2011 年 04 月 26 日 テーマ決定、プロジェクト実行計画書の提出 
2011 年 07 月 31 日 進捗状況の確認、プロジェクト中間報告書の提出 
2011 年 12 月中   学生に対するアンケートの実施 
2011 年 12 月 21 日 プロジェクト発表会 
2011 年 12 月 21 日 プロジェクト成果報告書（学生）の提出 
2012 年 01 月 20 日 プロジェクト成果報告書（教員）の提出 
2012 年 02 月 15 日 プロジェクト活動の反省会 

 
 学生が書いた報告書やアンケート結果をみると、人間的な成長という点から見るべきも
のがあった。  

・プロジェクト活動を通して、自分の行動に対する自覚が高まった。  

・協力する大切さがわかった。グループメンバーの気持ちがひとつになる経験をした。  

・企業人と交渉することで、社会人としてのコミュニケーション能力が高まった。  

・仕事というものの大変さがよくわかった。  

・授業に対してより高いものを求めるようになった。  

 

教員の立場から見ても、以下のような感想があった。  

・学生達が自発的に動いてくれるようになった。  

・成果があがったという実感がある。  

・新聞で取り上げられたプロジェクトもあり、広報活動の面からもよかった。  

・プロジェクト活動を通じて、一人ひとりの学生をよりよく理解できた。  

・プロジェクト活動は、スキルアップにも役立った。  

・ゼミ活動の一環ということで、スムーズにできた。  

・パワーポイントを使い、グループで成果を発表する機会を持てたことはよかった。  
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プロジェクト演習学生アンケート集計結果

実施日（回収日）：平成２３年１２月１６日
アンケート対象　：キャリアプランニング科２年生　４３名
延べ回答数：５８

Q１：プロジェクトで行う作業を明確に決めて、プロジェクトを進めることができましたか？
プロジェクト名 在籍人数 そう思う ややそう思う あまりそう思

わない そう思わない 無回答 合計
朝倉（コックさん） 8 6 2 8
朝倉(焼菓子） 8 3 3 2 8
今泉 4 2 2 4
木下 8 6 2 8
千賀・中島 10 1 8 1 10
寺本 2 2 2
細谷 4 3 1 4
村松 14 9 5 14
合計 58 30 23 5 0 0 58
割合 51.7% 39.7% 8.6% 0.0% 0.0% 100.0%

Q２：プロジェクトを進める上で、スケジュールを作成して取り組みましたか？
プロジェクト名 在籍人数 そう思う ややそう思う あまりそう思

わない そう思わない 無回答 合計

51.7%39.7%

8.6% 0.0%
0.0%

Q１：プロジェクトで行う作業を明確に決めて、プロジェク
トを進めることができましたか？

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
無回答

Q２：プロジェクトを進める上で スケジュールを作成してプロジェクト名 在籍人数 そう思う ややそう思う わない そう思わない 無回答 合計
朝倉（コックさん） 8 5 2 1 8
朝倉(焼菓子） 8 3 2 2 1 8
今泉 4 2 2 4
木下 8 5 2 1 8
千賀・中島 10 1 9 10
寺本 2 2 2
細谷 4 2 2 4
村松 14 8 6 14
合計 58 24 25 8 1 0 58
割合 41.4% 43.1% 13.8% 1.7% 0.0% 100.0%

41.4%

43.1%

13.8%

1.7%0.0%

Q２：プロジェクトを進める上で、スケジュ ルを作成して
取り組みましたか？

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
無回答

プロジェクト演習学生アンケート集計結果

Q３：プロジェクトメンバー間で役割を決めて、プロジェクトに取り組みましたか？
プロジェクト名 在籍人数 そう思う ややそう思う あまりそう思

わない そう思わない 無回答 合計
朝倉（コックさん） 8 4 4 8
朝倉(焼菓子） 8 4 2 2 8
今泉 4 1 3 4
木下 8 6 2 8
千賀・中島 10 2 6 2 10
寺本 2 2 2
細谷 4 3 1 4
村松 14 10 4 14
合計 58 31 20 7 0 0 58
割合 53.4% 34.5% 12.1% 0.0% 0.0% 100.0%

Q４：他のメンバーとの情報交換を円滑に進めて、プロジェクトに取り組みましたか？
プロジェクト名 在籍人数 そう思う ややそう思う あまりそう思

わない そう思わない 無回答 合計
朝倉（コックさん） 8 3 4 1 8
朝倉(焼菓子） 8 3 3 2 8
今泉 4 2 2 4

53.4%34.5%

12.1%

0.0%

0.0%

Q３：プロジェクトメンバー間で役割を決めて、プロジェク
トに取り組みましたか？

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
無回答

0.0%

1.7%

Q４：他のメンバーとの情報交換を円滑に進めて、プロ
ジェクトに取り組みましたか？

今泉 4 2 2 4
木下 8 3 4 1 8
千賀・中島 10 1 7 1 1 10
寺本 2 2 2
細谷 4 2 1 1 4
村松 14 7 6 1 14
合計 58 21 27 9 0 1 58
割合 36.2% 46.6% 15.5% 0.0% 1.7% 100.0%

36.2%

46.6%

15.5%

0.0% そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
無回答
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Q５：自らの意見を主張することができましたか？
プロジェクト名 在籍人数 そう思う ややそう思う あまりそう思

わない そう思わない 無回答 合計
朝倉（コックさん） 8 1 2 5 8
朝倉(焼菓子） 8 2 6 8
今泉 4 1 3 4
木下 8 2 5 1 8
千賀・中島 10 2 5 3 10
寺本 2 2 2
細谷 4 2 2 4
村松 14 6 7 1 14
合計 58 15 22 21 0 0 58
割合 25.9% 37.9% 36.2% 0.0% 0.0% 100.0%

Q６：自らの意見を口頭でわかりやすく伝えることができましたか？
プロジェクト名 在籍人数 そう思う ややそう思う あまりそう思

わない そう思わない 無回答 合計
朝倉（コックさん） 8 2 3 3 8
朝倉(焼菓子） 8 1 6 1 8
今泉 4 4 4

25.9%

37.9%

36.2%

0.0%
0.0%

Q５：自らの意見を主張することができましたか？

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
無回答

3.4% 0.0%

Q６：自らの意見を口頭でわかりやすく伝えることができ
ましたか？

今泉 4 4 4
木下 8 1 5 1 1 8
千賀・中島 10 7 3 10
寺本 2 2 2
細谷 4 3 1 4
村松 14 6 5 3 14
合計 58 11 24 21 2 0 58
割合 19.0% 41.4% 36.2% 3.4% 0.0% 100.0%

19.0%

41.4%

36.2%

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
無回答

プロジェクト演習学生アンケート集計結果

Q７：プロジェクトの問題を認識し、必要な情報を収集・分析・整理し、問題を解決することができましたか？
プロジェクト名 在籍人数 そう思う ややそう思う あまりそう思

わない そう思わない 無回答 合計
朝倉（コックさん） 8 3 3 2 8
朝倉(焼菓子） 8 2 5 1 8
今泉 4 2 2 4
木下 8 5 2 1 8
千賀・中島 10 2 7 1 10
寺本 2 2 2
細谷 4 3 1 4
村松 14 8 5 1 14
合計 58 25 24 9 0 0 58
割合 43.1% 41.4% 15.5% 0.0% 0.0% 100.0%

Q８：既存の枠にとらわれず、新しいアイデアを出すことができましたか？
プロジェクト名 在籍人数 そう思う ややそう思う あまりそう思

わない そう思わない 無回答 合計
朝倉（コックさん） 8 2 3 3 8
朝倉(焼菓子） 8 1 5 2 8
今泉 4 1 2 1 4

43.1%

41.4%

15.5%

0.0% 0.0%

Q７：プロジェクトの問題を認識し、必要な情報を収集・
分析・整理し、問題を解決することができましたか？

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
無回答

1.7% 0.0%

Q８：既存の枠にとらわれず、新しいアイデアを出すこと
ができましたか？

今泉 4 1 2 1 4
木下 8 3 3 2 8
千賀・中島 10 1 7 2 10
寺本 2 2 2
細谷 4 1 3 4
村松 14 8 4 2 14
合計 58 17 24 16 1 0 58
割合 29.3% 41.4% 27.6% 1.7% 0.0% 100.0%

29.3%

41.4%

27.6%

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
無回答
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Q９：相手（他のメンバー、連携企業・団体の方）の意見を丁寧に聞き、話を引き出すことができましたか？
プロジェクト名 在籍人数 そう思う ややそう思う あまりそう思

わない そう思わない 無回答 合計
朝倉（コックさん） 8 1 3 4 8
朝倉(焼菓子） 8 1 1 6 8
今泉 4 1 1 2 4
木下 8 3 4 1 8
千賀・中島 10 2 7 1 10
長谷川 45 45 45
細谷 4 1 2 1 4
村松 14 9 4 1 14
合計 101 17 22 14 47 1 101
割合 16.8% 21.8% 13.9% 46.5% 1.0% 100.0%

Q１０：ビジョンを描き、目標を設定することができましたか？
プロジェクト名 在籍人数 そう思う ややそう思う あまりそう思

わない そう思わない 無回答 合計
朝倉（コックさん） 8 3 3 2 8
朝倉(焼菓子） 8 1 2 5 8
今泉 4 4 4

16.8%

21.8%

13.9%

46.5%

1.0%

Q９：相手（他のメンバー、連携企業・団体の方）の意見
を丁寧に聞き、話を引き出すことができましたか？

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
無回答

0.0% 0.0%

Q１０：ビジョンを描き、目標を設定することができました
か？

今泉 4 4 4
木下 8 3 3 2 8
千賀・中島 10 4 6 10
寺本 2 2 2
細谷 4 3 1 4
村松 14 9 4 1 14
合計 58 22 21 15 0 0 58
割合 37.9% 36.2% 25.9% 0.0% 0.0% 100.0%

37.9%

36.2%

25.9%

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
無回答
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ユビキタス・キャンパスの始動 
 

担当   山口 満   
 
１． グループ事業の取組 

本グループ事業『ユビキタス・キャンパスの始動』では，大学と学生をインタラクテ
ィブに結ぶユビキタス・キャンパスの実現を目指して，携帯情報端末の配布，学内の IT
環境の整備，アプリケーション開発支援，および，『持続型職業人 SOZO プロジェクト』
に特化した Web サイト・データベースの構築を目的として活動を行った． 

平成 23 年度は，具体的に以下の計画に基づき活動を実施した．  
 
① 情報ビジネス学部キャリアデザイン学科 3 年生に携帯情報端末（iPad）を配布し，

Web 情報検索等で利用させることを通じて，IT リテラシーを習得・向上させる 
② 携帯情報端末の利用を促進させるため，学内において，いつでも・どこでも学生が

インターネット等を利用できる環境を整える 
③  就業力育成に寄与する電子コンテンツ・アプリケーションや情報提供の仕組み（Web

サイトなど）を開発・構築・運用する 
④ 携帯情報端末用プロジェクト管理アプリケーションの開発・配布について技術的支

援を行い，『実践的スキルのブラッシュアップ』におけるプロジェクト活動で活用さ
せることを補助する． 

 
２． 活動成果 

平成 23 年度の実施結果を以下に示す． 
 
① 事前に iPad に各種設定を施したのち，平成 23 年 3 月末に学生に対して iPad を配

布し，あわせて基本的な利用方法に関する説明会を実施した． 
② iPad をより利用しやすくするため，学内ネットワークシステムにおける学生の利

用状況などの調査を通じて，無線 LAN 環境の充実化方策を検討した．なお，検討結
果については，平成 24 年度向けの学内ネットワーク環境整備（新・無線 LAN 環境の
構築）に活かし，平成 23 年度末に具体的に充実化策を実施する予定である． 

③ 本事業に関する学生向けポータルサイトを開設し，①で使用した説明資料をはじめ
とする各種マニュアル掲示等の情報発信活動を行った．また，就業力育成につなが
る大学独自の iPad アプリ開発について検討を行った（これについては，平成 23 年
度内の完成を目指し，継続して検討中である）．さらに，平成 22 年度に導入した
e-learning システム（Handbook）の利用環境整備を行うとともに，同システムで利
用できる学習コンテンツの選定・導入を行った． 

④ プロジェクト管理アプリケーションについて，ポータルサイトを通じた学内向け配
布環境を整備した．また，アプリの不具合報告や改善要望等を集約し，開発業者と
ともに逐次不具合修正・新規機能追加などの活動に取り組んだ． 
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平成 23 年度の活動については，次の方法を通じて効果を測定し評価することとした
（なお，③の一部および④については調査出来ていないため，調査方法も含め今後検討
していく必要がある）． 

（１）iPad 貸与学生に対するアンケートの実施 
iPad 貸与前後で自身に生じた変化をアンケートにより振り返らせ，iPad 配布に

よる効果を検証する（各自の主観的評価）．実際の利用状況や利用上で生じた問題
など，個々の意見を収集して整理し，運営方法に関する改善点を明らかにする． 

（２）学内ネットワークシステム等の利用実績（記録）の整理と集計 
学内ネットワークシステムにおけるユーザの iPad 利用ログを収集・整理して実

際の利用状況（利用者数，利用時間，利用場所，ほか）を明らかにし，本補助事
業実施の前後で比較して効果を検証する（機器利用状況に関する定量的評価）．  

 
評価 

（１）アンケート結果について（抜粋） 
� 週 4 日以上 iPad を使用した学生は 21 名/48 名（43.8%）となり，ほぼ日常的に

使用した学生は 4 割超であった 
� 自宅で iPad を利用した学生は 27 名（ 56.3%）であり，大学内のみならず，半

数以上の学生が自宅でも iPad を使用していたことが明らかとなった 
� iPad を貸与したことによって，半数以上（6 割程度）の学生に何らかの変化が

生じたことが明らかとなった（図 1） 
� 『やや満足』『満足』と回答した学生は 39 名（ 81.3%）であり，大部分の学生

が iPad を使用する活動に満足感を得ていることが確認された（図 2） 
 
この結果から，iPad の貸与を通じて学生の IT 機器に触れる機会が増大し，かつ

大部分が満足したことが明らかとなり，一定の効果があったといえる． 
Q5 iPad貸与による変化（複数回答可）

（情ビ：n=48）

0 10 20 30 40 50

その他
2名（4.2%）

変わり無い
20名（41.7%）

IT機器に興味
13名（27.1%）

コミュニケーションが容易に
7名（14.6%）

Webサイト閲覧時間増加
19名（39.6%）

情報検索が容易に
20名（41.7%）

図 1 iPad 貸与による変化 

Q9 iPadの貸与およびiPadを用いた活動について
（情ビ：n=48）

不満
2名（4.3%）

やや不満
6名（12.8%）

やや満足
22名

（46.8%）

満足
17名

（36.2%）

図 2 iPad を用いた活動の満足度 
 



- 123 - 

持続型職業人 SOZO プロジェクト 

プロジェクト成果報告書（グループ事業） 

3 

 

（２）学内ネットワークシステム等の利用実績について（抜粋） 
平成 22 年度の学内無線 LAN システムの利用状況を調査したところ，学生の利用は日

あたり最大 2～ 3 ユーザ（全学）であった．これは，個人でノートパソコンを持つ学生
による利用であった．一方，平成 23 年度については，前年度と大きく異なり，日あた
り最大 93 ユーザ（全学，うち当該学部については 49）となった． 

以前から本学には IT 環境が整備されていたものの，その利用者はごく少数の IT に慣
れ親しんだ学生に限られていた．本事業の iPad 貸与を通じて，多くの学生に無線 LAN
（ネットワーク）利用を経験させることができ，事業目的である IT リテラシー習得の
一助になったものと評価できる． 

 
３． 今後の課題点 

実施結果および評価結果より，今後は以下の課題について対応を検討する必要がある． 
 
� iPad の利用頻度を高める方策を検討する．これには，プロジェクト，講義・演習

での積極利用が必要であるため，支援体制の充実化（ポータルサイト等のコンテン
ツの充実化・周知，相談窓口の検討等）を行う．また，IT 機器の取り扱いが不得
手な学生に対する興味喚起ため，講義に限らず学生生活や就職活動に役立つアプリ
を準備する等，iPad 利用機会を増やす仕掛けを検討する 

� 就業力において重要な部分を占める学生の基礎学力の向上のため，e-learning シ
ステムの一層の活用を進める．これを行うためには，教職員が活用する上での問題
や障害を把握し，それを解消する方法を検討し実施しなければならない 

� 学生の IT スキル向上を図るには，指導する側である教職員の IT 活用スキルが強く
影響することから，ポータルサイトを通じたチュートリアル（動画素材含む）など
の情報掲示や勉強会の開催などを行い，学生とともに教職員に対する支援体制も強
化する．質問や相談事項については，FAQ などの形式にまとめ，ポータルサイトを
通じて情報を共有できる方法を検討する 

� 『大学と学生をインタラクティブに結ぶ』仕組みを構築できていないため，インタ
ラクティブ性を重視したアプリケーション・システムの準備を検討する．  

 
４． その他 

現在，平成 24 年度中に全学年（学部・情報ビジネス学部キャリアデザイン学科，経営
学部経営学科，短大部：キャリアプランニング科）に iPad を貸与し，全学的に活用で
きるようにすることを計画中である．これにより，授業等での利活用を阻害する要因（持
たない学年・学生がいて使用し難い，等）が排除され，iPad の効果的な活用方法の創出
および実施に繋がると期待される． 

 
【本グループ事業関連サイト】 

� ポータルサイト http://project.sozo.ac.jp/ 
� Handbook Studio http://handbook.sozo.ac.jp/ 
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ユビキタスキャンパスグループ（短大部） 
 

担当  講師 細谷 邦夫     
 
１． グループ事業の取組 
 学生個々に配布された iPad を活用し、プロジェクトを円滑に進めるために、プロジェクト管理アプリを
有効利用し、学生間での情報交換を活発にする。 
 
２． 活動成果 
 各プロジェクトにおいて当初は活用されていたが、いつも顔を合わせているメンバーということもあり、
ゼミによっては次第に利用状況が下がり、ファイル共有程度の利用だけになっていたことは否めない。
しかしながら、客観的に進捗状況を把握するためにも、アプリの活用は必須であると考える。 

当初の見込みと違い、就職活動で活用をされていたことは嬉しい誤算であったかもしれないが、そ
の結果、就職に結びついたかどうかは集計していない。 
 
３． 今後の課題点 
 当初、個人的に予定していた Handbook の活用が中途半端に終わってしまったため、次年度は医
療秘書検定対策問題集などの構築を進めていきたい。 

また、せっかくのアプリであるの、他のプロジェクトの状況が共有できると更に活用が進むのではな
いかという意見があった。 
 
４． その他 
 iPad 自体は学生にも概ね好評であり、高校での進路相談会でも興味を持つ生徒が居た。学生た
ちが使いこなせるかという心配は杞憂であったので、活用方法を学生に考えさせることも検討したい。 
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持続型職業人 SOZO プロジェクト委員会 
 
このアンケート調査は、文部科学省 大学改革推進事業・採択『持続型職業人 SOZO プロジェクト』において貸与した

iPad の利用状況等を把握し、今後の運営方法等の改善や計画立案に役立てることを目的として実施するものです。4 月
からの iPad 利用状況、および、これまでの利用を踏まえたうえでの意見など、以下の質問事項に回答してください。 
 

学部・学科  （該当に○） ・ 情ビ・キャリアデザイン学科         ・ 短大・キャリアプランニング科 

学年      （該当に○） １年         ２年         ３年         ４年 

 
 質問事項 回答 （該当する項目を “○” で囲む） 

Q1 iPad の利用頻度 ほぼ毎日 週 4～5 日 週 2～3 日 週 1 日以下 

Q2 iPad を利用した場面 （該当するもの全てに○） プロジェクト 講義・演習 就職活動 その他 

Q3 iPad を利用した場所 （該当するもの全てに○） 学内 自宅 学外 
（具体的に             ）

Q4 自宅のインターネット接続環境について Wi-Fi（無線 LAN）環境が 
ある 

Wi-Fi（無線 LAN）環境が 
ない 

Q5 
iPad を貸与されたことにより、あなたの生活に
はどのような変化が生じましたか？ 
（該当するものすべてに○） 

 ・ 情報の検索が容易になった（インターネットが身近になった） 
 ・ インターネット（Web サイト）を閲覧する時間が増えた 
 ・ コミュニケーションを取りやすくなった 
 ・ IT 機器（モバイル端末等）に興味を持つようになった 
 ・ 特に変わりは無い 
 ・ その他 （具体的に                           ）

Q6 iPad にインストールしたアプリについて 
（Handbook，プロジェクト管理アプリを除く） 

有料アプリをインストールした 
（掛けた費用： 約      円）

無料アプリ 
のみ 

インストール 
していない 

Q7 
iPad 利用上のトラブルや不明点について、ど
のようにして解決しましたか？ 
（該当するものすべてに○） 

 ・ ポータルサイトにあるマニュアルを調べた 
 ・ インターネットで検索して調べた 
 ・ サポートセンターや教員に相談した 
 ・ 家族・友人に相談した 
 ・ トラブルや不明点は無かった 
 ・ その他 （具体的に                           ）

Q8 
iPad 利用に関する支援について、今後望む
ことはありますか？ 
（該当するものすべてに○） 

 ・ もっと説明会を開いて欲しい 
 ・ もっとマニュアルを充実して欲しい 
 ・ もっとポータルサイトに情報を掲示して欲しい 
 ・ 気軽に相談できる場所（人）や時間を設けて欲しい 
 ・ 特になし 
 ・ その他 （具体的に                           ）

Q9 （全体を通して）iPad の貸与、および、iPad を
用いる活動について 満足 やや満足 やや不満 不満 

Q10 その他 （意見や感想等を自由に記述）  

 ※本アンケートで収集した情報については、アンケートの目的（今後の取り組み改善の検討）のみに使用し、他の目的に使用されることはありません。 

ユビキタスキャンパスグループ アンケート回答集計結果 （1/5） 

ユビキタスキャンパスグループ アンケート回答集計結果 
情報ビジネス学部 キャリアデザイン学科  12月 22日（48 名）実施 

短期大学部    キャリアプランニング科 12月中（87名）実施 

Q1 iPadの利用頻度（情ビ：n=48）

週1日以下
14名

（29.2%）

週2～3日,
13名

（27.1%）

週4～5日,
11名

（22.9%）

ほぼ毎日
10名

（20.8%）

 

Q1 iPadの利用頻度（キャリ：n=87）

週1日以下
42名

（48.3%）

週2～3日
9名

（10.3%）

週4～5日
11名

（12.6%）

ほぼ毎日
25名

（28.7%）

 

Q2 iPadを利用した場面（複数回答可）
（情ビ：n=48）

プロジェクト
33名

（68.8%）

講義・演習
11名

（22.9%）

就職活動
7名（14.6%）

その他
35名

（72.9%）

0 10 20 30 40 50
 

Q2 iPadを利用した場面（複数回答可）
（キャリ：n=87）

プロジェクト
16名

（18.4%）

講義・演習
12名

（13.8%）

就職活動
28名

（32.2%）

その他
74名

（85.1%）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
 

Q3 iPadを利用した場所（複数回答可）
（情ビ：n=48）

学外
4名

（8.3%）

自宅
27名

（56.3%）

学内
47名

（97.9%）

0 10 20 30 40 50
 

学外（具体的に） 

マクドナルド，車中，車中，勉学・ネット 

Q3 iPadを利用した場所（複数回答可）
（キャリ：n=87）

学外
0名（0.0%）

自宅
53名

（60.9%）

学内
56名

（64.4%）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
 

ユビキタスキャンパスグループ アンケート回答集計結果 （2/5） 

Q4 自宅のインターネット接続環境について
（情ビ：n=48）

無線なし
18名

（37.5%）

無線あり
30名

（62.5%）

Q4 自宅のインターネット接続環境について
（キャリ：n=87）

無線なし
24名

（27.6%）

無線あり
63名

（72.4%）

Q5 iPad貸与による変化（複数回答可）
（情ビ：n=48）

0 10 20 30 40 50

その他
2名（4.2%）

変わり無い
20名（41.7%）

IT機器に興味
13名（27.1%）

コミュニケーションが容易に
7名（14.6%）

Webサイト閲覧時間増加
19名（39.6%）

情報検索が容易に
20名（41.7%）

 

その他 

� 家族も利用したりしてコミュニケーションも
とれた。とても喜んでいる。 

� （記載なし） 

Q5 iPad貸与による変化（複数回答可）
（キャリ：n=87）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

その他
2名（4.2%）

変わり無い
40名（46.0%）

IT機器に興味
9名（10.3%）

コミュニケーションが容易に
5名（5.7%）

Webサイト閲覧時間増加
40名（46.0%）

情報検索が容易に
32名（36.8%）

 

その他 

� iPod として使えた 

Q6 iPadにインストールしたアプリ（情ビ：n=48）

インストール
していない
7名（14.6%）

無料アプリ
のみ
36名

（75.0%）

有料アプリ
をインストー

ル
5名（10.4%）

 

掛けた費用 

1200円・3000円・10000円・500円・2000円 

Q6 iPadにインストールしたアプリ（キャリ：n=87）

有料アプリ
をインストー

ル
2名（2.3%）

無料アプリ
のみ
42名

（48.3%）

インストール
していない

43名
（49.4%）

 

掛けた費用 

1500円・100円 

ユビキタスキャンパスグループ アンケート回答集計結果 （3/5） 

Q7 iPad利用トラブル等解決方法（複数回答可）
（情ビ：n=48）

0 10 20 30 40 50

その他
1名（2.1%）

トラブル・不明点無し
20名（41.7%）

家族・友人に相談
17名（35.4%）

サポセン・教員に相談
7名（14.6%）

インターネットで検索
17名（35.4%）

ポータルサイトのマニュアル
6名（12.5%）

 

Q7 iPad利用トラブル等解決方法（複数回答可）
（キャリ：n=87）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

その他
1名（1.1%）

トラブル・不明点無し
41名（47.1%）

家族・友人に相談
23名（26.4%）

サポセン・教員に相談
12（13.8%）

インターネットで検索
18名（20.7%）

ポータルサイトのマニュアル
5名（5.7%）

 

Q8 今後望むこと（複数回答可）（情ビ：n=48）

0 10 20 30 40 50

その他
4名（8.3%）

特になし
37名（77.1%）

気軽に相談できる場所・時間
3名（6.3%）

ポータルへの情報掲示
1名（2.1%）

マニュアルの充実
6名（12.5%）

説明会の開催
2名（4.2%）

 

その他 

� 学校に置いていきたい 

� 有益な無料アプリの紹介 

� おもしろい使い方を教えてほしい 

� （記載なし） 

Q8 今後望むこと（複数回答可）（キャリ：n=87）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

その他
2名（2.3%）

特になし
64名（73.6%）

気軽に相談できる場所・時間
8名（9.2%）

ポータルへの情報掲示
4名（4.6%）

マニュアルの充実
8名（9.2%）

説明会の開催
4名（4.6%）

 

その他 

� アンテナを増やしてほしい。接続できないとこ
ろが多い。 

� 説明書をつけてほしい 

Q9 iPadの貸与およびiPadを用いた活動について
（情ビ：n=48）

不満
2名（4.3%）

やや不満
6名（12.8%）

やや満足
22名

（46.8%）

満足
17名

（36.2%）

 

Q9 iPadの貸与およびiPadを用いた活動について
（キャリ：n=87）

不満
2名（2.3%）

やや不満
8名（9.2%）

やや満足
43名

（49.4%）

満足
34名

（39.1%）
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ユビキタスキャンパスグループ アンケート回答集計結果 （4/5） 

Q10 その他（意見や感想等を自由に記述） 

（情ビ） 

 

Q10 その他（意見や感想等を自由に記述） 

（キャリプラ） 

� iPadは持ち運びするにはやや重たい気がします。
個人ロッカーがあると便利です。（A） 

� とても役に立ちます（B） 

� どこでも使いたい為に、小型の無線 LAN など支
給して欲しい（B） 

� 大学に保管場所が欲しい（B） 

� どう使えばいいか、わからなかった（C） 

� 特に iPadの必要性を感じることがなかった（D）

� ありがとうございました。（A） 

� iPadがあってとても役に立ちました。（A） 

� iPadを貸与していただき、ありがとうございまし
た。（A） 

� iPad便利なので、買取りしたかった！！（A） 

� とても便利であった（A） 

� iPad欲しい！！（A） 

� 大学でこのような機会を増やしてくれたことは
とても良かったですし、身近でふれられて嬉しか
ったです。ありがとうございました。（A） 

� i-pad を通して、色々の知識や使い方が分かって
良かったです。（A） 

� 個人ではノートパソコンを持っているので iPad

を買うことはないと思います。でも使ってみたい
と思っていたので使わせていただき感謝してい
ます。（A） 

� iPadほしい！！毎日YouTube or 音楽流しながら
化粧してた。（A） 

� 新しい iPad とか出てるから次の人にそれ買って
うちらにあの iPad下さい。（A） 

� PC より使いやすくてよい。（A） 

� ダンスを練習するときにとても便利だった。（B）
� 便利でした。（B） 

� iPadがほしい！！！！！！！（B） 

� もっと長く貸してほしかった。（B） 

� 自分が使っていた iPadがほしいです。（B） 

� iPad貸出は必要ないと思う。（B） 

� 特に使う機会も少なかったので、いいヒマつぶし
のオモチャにはなった程度だった。何のために配
布されたのか分からなかった。（C） 

� 持ち運ぶのが重いし、インターネットにつながら
なかったりであまり活用しなかった。（C） 

� 重いだけだった。iPadを活用する授業を作ってほ
しいと思った（C） 

� パソコンがあるから使わない。限られた場所でし
かネットとか使えないなら必要ない。（C） 

� iPhone があるのでほとんど利用しませんでした。
（D） 

 

※ 文末の記号（・）は Q9の回答結果を表す 

 （A）満足 

 （B）やや満足 

 （C）やや不満 

 （D）不満 

 

 

 

ユビキタスキャンパスグループ アンケート回答集計結果 （5/5） 

集計結果について 

 

Q1 iPadの利用頻度 

� 週 4日以上使用した学生は，情ビで 21名/48名（43.8%），キャリプラで 36名/87名（41.4%）であった 

� 一方，週 1 日以下と回答した学生が情ビで 14 名（29.2%），キャリプラで 42 名（48.3%）であり，一部の学生
はほとんど iPadを活用できていなかった事実が明らかとなった（関連：Q2） 

Q2 iPadを利用した場面 

� 『プロジェクトで使用した』と回答する学生が少なかった．次年度以降は，『プロジェクト』および『講義・
演習』での利用率を高めていく必要がある（関連：Q1） 

Q3 iPadを利用した場所 

� 自宅で iPadを利用した学生が情ビで 27名（56.3%），キャリプラで 53名（60.9%）となった．大学内にとどま
らず，半数以上の学生が自宅で iPad を使用していたことがわかる．自宅のネット環境に依存していることが
予想される（関連：Q4） 

Q4 自宅のインターネット接続環境について 

� 情ビで 62.5%，キャリプラで 72.4%の学生の自宅に無線 LAN 環境があることがわかった．およそ 3分の 1の学
生宅に無線 LAN 環境が無いため，講義で活用（自宅における自習・予習等を前提とする）する際は配慮や工
夫が必要である（関連：Q3） 

Q5 iPad貸与による変化 

� 『変わり無い』と回答した学生が情ビで 41.7%，キャリプラで 46.0%となったものの，iPadを貸与したことに
よって半数以上の学生には何らかの変化が生じたことがわかった 

Q6 iPadにインストールしたアプリ 

� キャリプラにおいて『インストールしていない』と回答する学生が約半数であった．Q1 のほとんど活用して
いない学生が該当するものと予想される（関連：Q1） 

� 有料アプリをインストールする学生は少数であった．有料アプリの導入手順をマニュアル化していなかったこ
とも一因と考えられるため，準備していく必要がある 

Q7 iPad利用上のトラブル等の解決方法 

� ポータルサイトはほとんど活用されていないことが明らかとなった．今後はポータルサイトの充実化を図る予
定である（関連：Q6・Q8） 

Q8 iPad利用に関する支援について今後望むこと 

� マニュアルの整備や，サポート体制（相談場所・時間）の強化が望まれているため，検討していく必要がある 

Q9 iPadの貸与および iPadを利用した活動について 

� 『やや満足』『満足』と回答した学生は，情ビで 39名（81.3%），キャリプラで 77名（88.5%）となり，大部分
の学生が iPadを使用する活動に満足感を得ていることが確認された 

 

『やや不満』『不満』と回答した学生について 

 

� iPadの利用頻度が極めて低く（全員週 1日以下の利用），プロジェクト活動でも利用されていないようである 

� 全学生の傾向と比較して，自宅の無線 LAN環境の整備率は低いようである 

� 『トラブル・不明点』は無く（＝使用していないため），また，今後望むことは『特にない』という回答が多
数であり，iPad（IT機器・携帯情報端末）に対して当初から興味が無い様子がうかがえる 

 

 

アンケート結果を踏まえた今後の改善について 

 

� iPadの利用頻度を高める → プロジェクト，講義・演習での積極利用が必要（教員の努力） 

� それを支援する体制の整備 → ポータルサイト等の充実化・周知，相談窓口の検討 

� IT 機器の取り扱いが不得手な学生に対する興味喚起策の検討 

→ iPad配布当初の説明方法が重要（便利な使い方を教授） 

→ 講義に限らず，学生生活や就職活動に役立つアプリを準備（既存アプリ／独自開発アプリ） 
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SOZO  

 

1 
 

http://www.sozo.ac.jp/campus-news/2011/110924.php 

http://www.sozo.ac.jp/campus-news/2011/111023.ph 

大学コミュニティーグループ
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持続型職業人 SOZO プロジェクト 

プロジェクト成果報告書（グループ事業） 

2 

 

卒業生対象の就業に関するアンケートから卒業後 3 年間の離職状況調査分析を行い、本学の 
離職率は、3 年目は低いものの、1 年目は全国平均より高く、離職原因 1 位は人間関係であることが
分かった。ここから社会の厳しさ、離職防止に対して教育的対策（コミュニケーション力、メンタルタフネ
ス）の検討がすすめられた。 

それぞれの交流会では、業界・就職先の特徴・現状が把握でき、この内容は就職ガイダ
ンスを通じて現役学生の就職指導に活かしていくことができるものとなった。また、本学
が実施するキャリア形成の授業講演・就職ガイダンスでの業界研究指導・就職合宿、就
職激励会等で、在学生の指導を行う有望な OB 人材の発掘を行うことができた。在学生＆卒
業生交流会（短大部）では、在学生と卒業生の活発な意見交換ができたことにより、在学
生には大きな刺激となった。特に就職活動で苦労した体験談は学生だけでなく、教職員に
とっても今後の指導に活かせるものが多く大変有意義であった。 

 
３． 今後の課題点 

卒業生業界別交流会（学部）は今回、同窓会総会終了後に行った。本来、同窓会総会の 
目的と本学の就業力育成支援事業の目的はそれぞれ異なっており、開催にあたって同窓会
役員から不安の声が上がった。相手の立場を如何に理解して、調整、融合、協力し、相乗
効果を上げていくかが大きな課題であるが、開催方法について今後検討を続けることにな
った。 

在学生＆卒業生交流会（短大部）では、実施したこと自体は有意義であったと言える。  

参加人数が少なかったことは今後の課題であるが、今回のように小規模での実施の方が活
発な意見交換がなされると考えられる。  

 卒業生との大学コミュニティーを活用した社会人基礎教育の展開については、これらの交流会開
催だけが目標ではなく、卒業後の早期離職を防ぐことも重要な目的である。多くの卒業生を地元へ
輩出してきた強みを生かし、社会活動が豊富な卒業生との交流ができる仕組み作りを進めたい。 
 
４． その他 
特になし 
 
 
※ページ数は、3 枚以内でお願い致します。 
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         平成 24 年 2 月吉日 

平成 21 年、22 年、23 年 
３月卒業のみなさまへ 

       豊橋創造大学  

豊橋創造大学短期大学部 

キャリアセンター 
 
 

卒業生アンケートご協力のお願い  
 
 

卒業生の皆様には各方面でますますご活躍のこととお喜び申し上げます。 
さて、本学での取り組み『持続型職業人 SOZO プロジェクト』が文部科学省「大学生の就業

力育成支援事業」に採択され、この事業の一環として就業に関するアンケートを実施いたし
ます。 
卒業生皆様の協力なくしては成り立たない事業のため、大変お忙しい中、恐れ入りますが、

母校の発展のため、アンケートの回答にご協力をお願い申し上げます。    
末筆になりましたが、皆様とご家族のご健康、ご発展をお祈り申し上げます。 
 
 

【対象卒業生】平成 21 年、22 年、23 年３月卒業生 
豊橋創造大学        （経営情報学部 ・情報ビジネス学部） 
豊橋創造大学短期大学部（キャリアプランニング科） 

【回答方法】 
同封ハガキにて平成 2４年３月 31 日までにご回答ください。 

※ご回答がない場合は、電話にて確認させていただく場合がありますのでご承知おきください。 

 

 
卒業後３年間調査を必要なため今後もアンケートをお願いさせていただきます。 

その際にはご協力をよろしくお願いいたします。 

 

アンケートの問い合わせ先 

キャリアセンター 富安・中村  

E-mail：job@sozo.ac.jp  TEL：050-2017-2104  FAX：050-2017-2112 

 

＊本調査は、個人情報保護法にそって、①本学のキャリア教育におけるデータとしての利用、②在学生の就
職活動に関する情報提供、③本学からの書類等送付（同窓会活動含む）のために住所等の最新情報への更新
に限りって利用させていただきます。その他の目的に利用することは一切ありません。 

豊橋創造大学 豊橋創造大学短期大学部 
卒業生アンケート回答 

 

Q1．卒業後、離職又は転職をされましたか 

１．はい（   回）２．いいえ（どちらか○をつけてください） 

Q2．離職又は転職された理由を教えて下さい。 

（第１理由◎ 第２理由○を付けてください） 

１．仕事内容が予想と違った ２．会社に将来性がないと思った 

３．適正に疑問がもった ４．労働時間が長すぎた（不規則であった） 

５．給与水準が低かった ６．人間関係が悪かった  

７．家族や私的な事情（結婚を含む） ８．期限付きの採用であった  

９．キャリアアップのため 

10．前の職場より待遇（給与水準、休日等）がよかった 

卒業時 
会社名  退職年月日  

部課・職名  

雇用形態 正社員 ・ 非正規 ・ 自営 ・ 家事 ・ 無職 

現在 
会社名  採用年月日  

部課・職名  

雇用形態 正社員 ・ 非正規 ・ 自営 ・ 家事 ・ 無職 

 
ふりがな 

氏 名 

                  

                  ↓封筒に記載してあります 

（旧姓：      ）  学籍番号： 

 

現住所 

〒          ※卒業後住所変更している場合のみご記入ください 

 

℡：           携帯： 

平成24年3月31日までにご回答ください 
ご協力ありがとうございました 

ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ・派遣・契約は非正規。家事手伝い・主婦は家事に○をつけて下さい。 

 
 

  ４４０８５１１

   豊
 橋

 創
 造

 大
 学

 
 
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
 行

 

 
 

 愛
知
県
豊
橋
市
牛
川
町
字
松
下
二
〇
ー
一
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Q1．大学卒業後 離職または退職しましたか？ 

対象：過去 3 年間（2007・2008・2009 年度）卒業生 

 

Q2．【大学】大学卒業後、離職または転職をされましたか？『はい』の第１理由 

 

Q2．【短大】大学卒業後、離職または転職をされましたか？『はい』の第１理由 

 

27%

73%

大学卒業生の離職状況

[1]はい

[2]いいえ

26%

74%

短大卒業生の離職状況

[1]はい

[2]いいえ

4%

18%

11%

10%

3%

15%

16%

0%

9%

0% 14%

『はい』の内訳 [1]仕事内容が予想と違った

[2]会社に将来性がないと思った

[3]適性に疑問を持った

[4]労働時間が長すぎた(不規則であった)

[5]給与水準が低かった

[6]人間関係が悪かった

[7]家族や私的な事情（結婚含む）

[8]期限付きの採用であった

[9]キャリアアップのため

[10]前の職場より待遇（給与水準、休日
等）が良かった、
[11]その他

8%

10%

11%

10%

1%
16%

33%

1%

3%

1%

6%

『はい』の内訳 [1]仕事内容が予想と違った

[2]会社に将来性がないと思った

[3]適性に疑問を持った

[4]労働時間が長すぎた(不規則であった)

[5]給与水準が低かった

[6]人間関係が悪かった

[7]家族や私的な事情（結婚含む）

[8]期限付きの採用であった

[9]キャリアアップのため

[10]前の職場より待遇（給与水準、休日
等）が良かった、
[11]その他

Q2．【大学】大学卒業後、離職または転職をされましたか？『はい』の第２理由 

 

Q2．【短大】大学卒業後、離職または転職をされましたか？『はい』の第２理由 

 

所  属 定 量 的 指 標 達 成 目 標 平成 22 年度末 

大 学 卒業後、1 年以内の離職率の減少 就職者の 1.5 割以下 19.2% 

卒業後、2 年以内の離職率の減少 就職者の 2 割以下 26.4% 

卒業後、3 年以内の離職率の減少 就職者の 3 割以下 33.3% 

短 大 卒業後、1 年以内の離職率の減少 就職者の 1.5 割以下 23.5% 

卒業後、2 年以内の離職率の減少 就職者の 2 割以下 25.0% 

卒業後、3 年以内の離職率の減少 就職者の 3 割以下 26.2% 
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『はい』の内訳 [1]仕事内容が予想と違った

[2]会社に将来性がないと思った

[3]適性に疑問を持った

[4]労働時間が長すぎた(不規則であった)

[5]給与水準が低かった

[6]人間関係が悪かった

[7]家族や私的な事情（結婚含む）

[8]期限付きの採用であった

[9]キャリアアップのため

[10]前の職場より待遇（給与水準、休日
等）が良かった、
[11]その他
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[4]労働時間が長すぎた(不規則であった)

[5]給与水準が低かった

[6]人間関係が悪かった

[7]家族や私的な事情（結婚含む）

[8]期限付きの採用であった

[9]キャリアアップのため

[10]前の職場より待遇（給与水準、休日
等）が良かった、
[11]その他
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外食産業におけるロジスティクス・システムに関する研究 
株式会社物語コーポレーションを事例に 

 
担当  石田宏之 

 
１． プロジェクト概要 
 本プロジェクトの目的は、一つ目が、株式会社物語コーポレーション（以下『物語』と
略す）を事例として、食材の仕入れから各店舗へ食材が供給（納品）されるまでの『情
報の流れ』と『ものの流れ』の実態を調査することにより、ロジスティクス･システムが『物
語（企業）』に対して果している役割と機能を分析することである。 
 二つ目が、プロジェクト活動を通し、①メモの取り方・要約の仕方、②テーマの進め
方、③分析力・理解力、④問題発見能力（本プロジェクトでは、これらを就業力基礎
能力とする）を習得するとともに、協力方企業との交渉、ヒアリング調査、施設見学を
通して、①挨拶･応答態度②コミュニケーション能力、③リーダーシップ、④報告･連
絡・相談（本プロジェクトでは、これらを社会人基礎能力とする）を養うことである。 
 調査対象企業は、『物語』（本社購買部、店舗、麺工場）、ロジスティックの機能を
委託しているワルツ株式会社(以下ワルツと略す)および株式会社キュウソー流通シス
テムの春日井流通センター（以下 KRS と略す）である。 
 『物語』(本社：愛知県豊橋市神野新田町二ノ割 1)は、 焼肉、ラーメン及びお好
み焼レストランチェーン、専門店の直営による経営とフランチャイズチェーンを全国展
開している外食産業であり、従業員数 社員 427 名 時間制従業員 3,569 名(2011
年 6 月 30 日現在)である。 
 『ワルツ』（愛知県豊橋市神野新田町二ノ割 1）は、カフェ、喫茶店、ホテル、レストラ
ン、洋菓子店等へのコーヒーをはじめ、紅茶、製菓・製パンの材料、食材、器材、直
輸入品の卸および小売販売並びに提案営業を行っている会社であり、フライチャイズ
ビジネスとして「焼肉一番カルビ」、「焼肉きんぐ」、「丸源ラーメン」などを経営し、『物
語』のロジスティクス機能が全て委託されている会社である。 
 『KRS』の春日井流通センター（愛知県春日井市神屋町字地福 1218-11）は、『物
語』の食材等の保管 ・在庫および各店舗への配送が『ワルツ』から委託されている企
業である。 
 訪問先日時と内容及び応対者は表の通りである。  
日時  調査内容  訪問先・応対者  

2011・5・25 
自己紹介（各自の役割分担説
明） 
調査趣旨の説明  

物語コーポレーション（豊橋市岩田町） 
人財開発部部長  神谷さん 
 マネージャー    河合さん 

2011.6.8 次回訪問の打ち合わせ 丸源ラーメン豊川店 
人財開発部部長   神谷さん 
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2011.6.15 購買部ヒアリング 
物語コーポレーション（豊橋市）岩田町 
人財開発部部長      神谷さん 
購買部統括マネージャー 飯田さん 

2011.7.27 ワルツヒアリング 株式会社ワルツ（豊橋市神野新田町） 
統括マネージャー  河口さん 

2011.9.28 KRS 施設見学  キューソー流通センター春日井営業所 
上野課長さん・江崎係長さん 

2011.11.16購買部ヒアリング２回目  
物語コーポレーション（豊橋市岩田町） 
人財開発部部長       神谷さん 
購買部統括マネージャー  飯田さん 

2011.11.29店舗見学及びヒアリング 丸源ラーメン豊川店・焼肉きんぐ花田店 
人材開発部部長  神谷さん 

 
 
２． プロジェクト実施の指導方法・留意点 
2.1 指導方法 
 調査の方法は、①文献研究、②ヒアリング調査、③施設調査（含む写真撮影 ）の三
つである。調査を実施する前に、まずテーマで対象とした物語コーポレーションにおけ
るロジスティクス・シスステムがどのくらいの水準にあるかを検証するための基礎知識を
学ぶためにロジスティクス・システムの役割と機能を文献等で一般的な水準を整理す
る。その上で、調査対象企業を決定し、調査スケジュールを作成し、調査項目を作成
させた。 
2.2 留意点  
 メンバー各人に役割を決め、決められた役割･事項については、リーダーシップをと
らせるようにした。また、相手先への挨拶、交渉、依頼、連絡等を電話およびメールで
実施する際の注意事項を徹底し、メンバー全員ができるように指導した。 
 ヒアリング調査および施設調査は、指導教員が常に同伴するだけでなく、学生だけ
で実施させ、自発性、計画性を学べるようにした。 
 調査を進めるにあたって、全員でメモを取り、調査の後に全員で調査内容を確認さ
せ、不明な点、調査し忘れた事項を整理し、再度調査を実施し事実を正確に把握す
るよう指導した。 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
3.1 プロジェクトについての評価 
 調査の目的のひとつである「『物語コーポレーション』におけるロジスティクス・システム
の役割と機能 」に関しては、当初目標にしていたレベルをほぼ達成することができ、協
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力企業に対して調査報告書を作成した。 
目的の二つ目である就業力の達成度を自己評価 （メンバー全員の平均値 ）すると、

本プロジェクトで設定した、就業力基礎知識および社会人基礎知識の採点は以下の
通りである。 
① 就業力基礎能力 
・ メモの取り方・要約のしかた:90% 
・ テーマの進め方 :80% 
・ 分析力・理解力 :80% 
・ 問題発見能力 :70% 
② 社会人基礎能力 
・ 挨拶・応答態度 :100% 
・ コミュニケーション力 :80% 
・ リーダーシップ:70% 
・ 報告・連絡・相談 :60% 
③ 学生自己評価アンケートの結果 
 メンバー全員が達成できた項目は、「スケジュールを立でテーマを推進した」、「役割
分担を決めプロジェクトに取り組んだ」、「他のメンバーとのコミュニケーションｱが上手
にできた」、まあまあ達成できた項目は、「作業を明確に設定してプロジェクを進めた」、
「自分の意見を相手に伝えられた」、あまり十分にできなかった項目としては、「必要な
情報を収集 ・分析・整理し、問題を解決した」、「新しい発想やアイディアを出すことが
できた」などとなっている。 
 
3.2 次年度に向けた改善項目 
 次年度は、新しい学年を対象とするが、基本的には本年度の活動を踏襲して行う
予定である。次年度のテーマは、①ロジスティクス（交通･物流）、②環境問題（3Ｒ）、
③地域産業研究の中から学生の興味あるテーマを設定する。ただ、ゼミに所属したば
かりで基礎的知識がほとんど無いので、テーマを決める前に、あらかじめ 3つの分野に
対してのレクチャーが必要となる。 
 チームでプロジェクト進めていく上で、各人の役割分担をすることは有効であるが、
自分の分担以外の事項対しておろそかになり易いので、全体の流れを把握できるよう
に指導することが必要となる。今年度も目標にしてきたことであるが、事実を正確に把
握することの大変さと重要性を十分に認識させるよう指導することが不可欠である。 
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福祉施設で紙芝居 
 

担当 今井久登 
            

１．プロジェクト概要 
 様々の事業所の中で何を調べたいのかについてプロジェクトメンバーが話し合った。
他のプロジェクトチームのテーマと重複しない領域は何かについて検討した。メンバー
の話し合いの結果、豊橋市内の高齢者向けの福祉施設の現状を見てみようというこ
とになった。またただ見学するだけでは相手方にメリットがないだろうということで何がで
きるか考えた。メンバーの発案で本学図書館にある紙芝居を活用して高齢者の方々
に見ていただこうということになった。そこで図書館内の会議室で何度か紙芝居の練
習を行った。訪問する福祉施設については豊橋市社会福祉協議会（あいトピア）にお
願いして福祉施設を紹介していただいた。メンバーが電話で福祉施設と交渉し、了
解を得られた施設を訪問した。 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
 どの時点においても参加メンバーの自発的な行動を主体とすることに留意した。たと
えば教員はテーマについて他の案を考えていたが参加メンバーの意思に従ってテー
マを決定した。アポについてもメンバーが電話で行った。こちら側の要望がうまく伝わら
ず、幾度か断られたこともあった。しかしあきらめずに取り組んだ。 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
 プロジェクトを実行していく中でそれ以前には予想できなかった様々の問題に気付
かされた。どうすれば改善できるのか話し合い、実行した。各自が自力で発案し、改善
したものもある。 
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ビジネス系学生のための情報処理資格に向けた 
電子コンテンツの改善活動 

 
担当 今井正文 

 
１．プロジェクト概要 

「ビジネス系学生のための情報処理資格に向けた電子コンテンツの改善活動」プロ
ジェクトでは、ビジネス系学生のための情報処理資格である CompTIA Strata IT 
Fundamentals、（CompTIA Strata IT for Sales の）に向けた電子コンテンツの改善活
動を行う。活動を通して情報系の学習方法を習得するとともにそれを支えるコンテンツ
事業の実際を体験する。 

具体的には、ILA によって配布される予定の電子コンテンツのテストおよび開発活
動に参加した。電子コンテンツは、Web および ipad 用として H24 年度から公開される
予定である。コンテンツのテストおよび報告、改善を繰り返しながら合わせて独自の小
テストシステム開発も行った。 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 

本プロジェクト活動では、出来る限り学生に任せる事とし、毎週のミーティング時間
の調整と中間発表および成果発表等のスケジュール伝達以外は、特段の指導はせ
ずにおいた。ただし、プロジェクト活動のための技術的な質問等があった場合や必要
機材・試験環境については出来る限り対応した。また、プロジェクト進行上、コンテン
ツのライセンス保有者や本来のコンテンツ開発チームに対する連絡等、出来るだけ対
外的に失礼が無いように配慮した。 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 

プロジェクト進行等も含めて、学生に任せたため、最初は、作業分担から始まって、
個別作業、チーム作業のスケジュールまで、全ての段階で遅延等、色々とあったよう
だが最終的にはチーム作業を出来ていた様子であったので学生の活動としては評価
できると考えている。また、独自の小テストシステムの開発にあたったチームでは、技術
的な意味でも相応の学習効果もあったようである。プロジェクトとは直接関係ないが、
メンタルタフネス講座のボードゲームに用に簡単な計算プログラムページ等も同様に
学生同士で話し合って作成していた点等も評価できるものであると考えている。 

上記の点については、学生アンケートを見ると学生も同様の評価をしているようであ
るが、新しい発想やアイディアという項目では良い評価を得られていない。この項目に
ついては、私自身、気付かずに途中で意見収集の場を設定する等をしなかったという
点で、担当教員として反省すべき点である。 

対外的な評価については、成果物としての電子コンテンツについては、本来の開
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発担当者からもテスト等学生活動に対して一定の評価を頂けている様子であった。
一方、事後に学生の学外への連絡メール等をチェックする事にしたが、若干、問題の
ある記述等も見受けられた。また、対外的なスケジュール遅延等もあり、指導教員とし
て今後の課題としたい。 

プロジェクト専用アプリの使用に関しては、議事録とファイル管理については使いこ
なしていた様子であるが、タスク管理についてはあまり使いこなせて無い様子であるの
で、改善点としたい。 
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豊橋市内小中学校の太陽光発電システム稼働状況調査 
 

担当 見目 喜重 
 
１．プロジェクト概要 

エネルギー・環境問題への対応、さらには脱原発へのエネルギー政策の転換から、
再生可能エネルギーのさらなる導入が望まれている。その中でも太陽光発電は、住宅
などエネルギーの需要地への導入が比較的容易であり、大きな期待が寄せられてい
る。豊橋市でも、平成 21 年度末に豊橋市内全小中学校 74 校に太陽光発電システ
ムを設置するなど、積極的に導入に取り組んでいる。 

その一方で、太陽光発電は太陽電池モジュールの設置方法により発電量が大きく
異なり、またシステムの故障など長期信頼性に関する問題点も指摘されている。その
ために、発電に関するデータの長期収集・分析が必要である。 

そうしたことから、本プロジェクトでは、太陽光発電システムの大量導入時代に問題
となる長期信頼性の評価を行うために、豊橋市内小中学校の太陽光発電データお
よび設置状況に関する情報収集を訪問調査により実施した。また、調査により得られ
た結果を分析し、生徒/児童のエネルギー・環境問題への意識を高める環境教育コ
ンテンツの開発を目指した。 

これまでに、17 小中学校について訪問調査を実施し、設置状況および稼働状況
に関する情報を収集した。得られた情報から、一部の小中学校では発電量の低下を
招く恐れのある設置状況にあること、太陽光発電システムの環境教育への活用にい
ては考慮すべき課題があることが分かった。 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
 プロジェクトを主体的に進めるためには、学生が問題意識を持つことが重要である。
そこで、春学期は本プロジェクトのテーマの根幹となるエネルギー問題の現状と太陽
光発電の役割に関する講義に多くの時間を割いた。また、実際に 3 中学校の太陽光
発電システムを見学し、実物を見ることでプロジェクトへの取組意識を高めるように努
めた。 
 秋学期は学生による訪問調査および収集した情報の分析を中心にプロジェクトを
進めた。訪問調査の実施に当たっては、協力頂いた豊橋市教育委員会より各小中
学校の担当教員宛に予め調査実施への協力を依頼頂くとともに、指導教員からも小
中学校への依頼を行うなど実施環境の下地を整備した上で、実際に学生から各担
当教員へ電話連絡を行うようにした。また、電話連絡を行う際のマニュアルの作成、
調査事項記入シートの作成などを指導し、よりスムーズに調査が行えるように指導を
行った。 
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３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
 プロジェクト活動のメインとなる訪問調査を通して、学生の主体性は向上したように
感じられる。最初は訪問先への電話連絡を敬遠していた学生も、経験を重ねるに連
れてよりスムーズに、またより積極的に電話応対を行えるようになっていった。また、実
際に一人で訪問して調査を行ったことにより、行動することへの自信のみならず、新し
い知識を得たことによる充実感を持っていたように思われる。 

その一方で、学生間の意見・情報交換、情報共有など協調性に関しては、多くの
課題を残した。また、目標設定に関しても、学生間で差が生じた。この点について、ミ
ーティングへの指導教員の関与の仕方に改善の余地があると思われる。 

本プロジェクトの実施における最大の反省点は、訪問先との調整に時間を要したこ
と、また学生の講義日程と訪問先の予定との不整合生から、訪問調査は全体の 1/4
程度の小中学校にとどまり、プロジェクト開始前の目標を達成できなかったことである。
この点を改善するために、次年度は訪問調査の開始時期を前倒しするなど、プロジェ
クトの計画立案を根本的に見直す予定である。 
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認定試験に受かるための学習環境構築と運営 
 

担当 五味 悠一郎 
 
１．プロジェクト概要 

学内外を対象として、診療情報管理士認定試験の自主勉強会と対策講座の企
画運営を行なった。また、OB/OG 訪問を行ない、就職活動に役立つ知識の修得や
就職先などの開拓も行なった。 

 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 

他のプロジェクトに参加しているゼミ生がいたので、専門ゼミナールおよびプロジェク
ト演習の運営に支障がない様に、他のプロジェクトを運営している教員と実施時間な
どの調整を行った。 

本プロジェクトでは、学生の就業力養成という大きな目標を達成するため、「主体
性」「社会人スキル」「メンタルタフネス」「卒業生とのコネクション」を育む指導を行った。
また、大学の存在意義の一つである「地域貢献」が行え、本学が抱える課題の一つで
ある「知名度の向上」も可能な内容とした。具体的には、以下の通りである。 

１） 主体性 
プロジェクトのテーマを受講生自身に考えさせるようにした。時間的な制約

上、一から考えさせることは困難であったので、教員側でテーマを五つ用意し、
受講生に選ばせた。テーマは受講生のメリットにもなるものとし、モチベーション
が高まるようにした。例えば、受講生が診療情報管理士認定試験に合格する
ことを目標としていたため、合格率の向上にも繋がる「診療情報管理士認定試
験対策講座」の実施を内容に取り入れた。 

プロジェクト運営中は適宜必要なキーワードを与え、具体的な内容は受講
生自身に考えさせるようにした。また、学内の教職員を受講生に紹介すること
で、受講生が学内で主体的に動ける環境を構築した。 

２） 社会人スキル 
アポイントの取り方や名刺交換の仕方などを、プロジェクト運営を通して自然

と見に付けられるような指導を行った。プロジェクトが PDCA に則って行われて
いるか、適宜確認した。 

３） メンタルタフネス 
学生のメンタルタフネス育成には、成功体験と失敗後のリカバリー体験が有

効であると考えている。教員が提示した課題は地道に行えば必ず成功するも
のとし、受講生が考えた課題は失敗する流れであってもしばらく様子をみて、
大きな失敗になる前にフォローするようにした。 

４） 卒業生とのコネクション作り 
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卒業後の進路に近い仕事をしている卒業生を訪問し、学生時代にやって
おいた方が良いこと、現在の仕事の内容などの話を聞くことで、将来の目標設
定ができるようにした。また、卒業生との繋がりをつくることで、就職しやすい環
境を構築した。 

５） 地域貢献 
連携先団体にもメリットがある内容とした。例えば、「認定試験に受かるため

の学習環境構築と運営」を学外に公開することで、地域のニーズに応えられる
ようにした。 

６） 知名度の向上 
大学の知名度を向上させる内容を取り入れた。例えば、近隣の医療機関に

「診療情報管理士認定試験対策講座」の案内を発送し、インターネットのＷｅ
ｂサイトやブログで告知することで、診療情報管理士に興味がある人達に、本
学を知ってもらえるようにした。 

 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 

受講生が２名と少なく、各受講生の負担も大きかったようであるが、プロジェクトの終
盤では期待以上の働きをしてくれるようになった。受講生のプロジェクト自己評価アン
ケートを見ても、自分自身の成長を実感しているようである。初めての取組みということ
もあり、学外との連絡で教員が仲介する場面も一部あったが、次年度以降は学外と
の連絡も受講生に全て任せたい。 

プロジェクト活動成果発表会では、１３プロジェクト中８位という結果になった。本プ
ロジェクトは診療情報管理士認定試験の合格発表が行なわれる３月末まで実施され
るため、プレゼン資料にあまり力を入れる余裕が無かったこと、発表会の評価基準が
不明瞭であったため専門性の高い取組みが評価されにくかったことなどが要因として
考えられる。プロジェクト演習という授業の目的は、成果発表会の評価ではないことを
受講生に正しく理解させ、社会人に必要なスキルを高める指導を今後も継続して行
っていきたい。 

「診療情報管理士認定試験対策講座」の学外参加者は２０名程度と、知名度を
向上させ、地域貢献することもできた。一般的に、大学の教育目的で実施するプロジ
ェクトは連携団体の負担が大きく、WIN-WIN の関係をつくれないことが多いが、本プ
ロジェクトにおいては WIN-WIN の関係が構築できたと評価できる。関東地方や中国
四国地方からも参加者を集めることができたのは、大きな収穫であった。良い取組み
だと判断できるので、次年度以降も継続していく予定である。 

卒業生とのコネクション作りでは、もう少し多くの卒業生を訪問したかった。しかし、
本学では卒業生訪問という行為がキャリアセンター経由でされたことがこれまで無かっ
たため、卒業生訪問を行う流れを作るのに時間がかかり、一件しか訪問することが出
来なかった。また、医療系に就職した卒業生が少なく、訪問先選定も困難であった。
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次年度以降は、卒業生訪問の手続きが整備され、卒業生も増えるので、より多くの訪
問が出来るはずである。 
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『会計事務所プロジェクト』 
 

担当 中野 一豊 
 
１．プロジェクト概要 
 『会計事務所プロジェクト』では、平成 23 年 7 月 18 日（月）に「小畑耕一公認会計
士事務所」を訪問し、地方ならではの魅力あふれる事務所経営のあり方を示唆しても
らった。小畑氏は、私の知り合いで奥さんが私の大学院修了生ということもあって懇切
丁寧に対応していただいた。 
 その際に、金融機関や会計事務所への就職には、最低限簿記や会計の基礎知識
が必要であることを認識した。そこで、以後、日本商工会議所主催の簿記検定試験
3 級の合格を目指して、傾向と対策を行い、受験者 2 名中 1 名の合格者を出した。
残念ながら、1 名だけの合格者にとどまったが、引き続き集中的に過去問の解法を習
得できるようゼミ生一丸となって、次回（2 月）への挑戦をする。 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
 本プロジェクト活動は、学生の主体性に重きを置き、事前にいろいろな面で実践･質
問事項の用意等を行ってきた。実践面では、弥生会計ソフトを用い、会計事務所で
行っているような取引例の入力をはじめ、決算書のプリントアウトを行った。その際、側
面から指導をした。また、会計事務所への訪問に際し、事前に質問事項を考えさせ、
インタビューする時の心構え等について助言をした。 
 ついで、簿記検定試験対策は、集中的に過去問を徹底的に反復練習する指導を
した。今後、2 月には、3 名の 3 級受験者と 1 名の 2 級受験者となる。 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
 会計事務所への訪問では、全員が的確な質問をし、1 時間ほどスタッフから誠意あ
る回答を得た。簿記検定試験対策では、受験者本人の心構えの弱さも感じている。2
名受験者のうち 1 名しか合格者（2 度目の挑戦で）が出なかったのは、本学の学生全
般にも言えるが、受験勉強に対する集中心の欠如にあると思う。 
 プロジェクト実施に対する改善点として、この集中力を高める訓練を積むことだと感
じている。就業力支援も、この方向で指導すれば、かなり学生自身に自覚が芽生える
のではなかろうか？ 
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社会的企業の実証研究 
サーラコーポレーションと東三河障がい者仕事センターが展開する 

社会ビジネスの豊橋モデル 
 

担当  中野 聡 
 
１．プロジェクト概要 
 

東三河地域における社会的企業から、サーラコーポレーションの社会貢献事業と
東三河がい者支援センターの活動を実証研究の対象に選定。その活動を追い、社
会性、事業性、革新性を評価した。学生は、この過程を通して社会科学の実証研究
の方法を学ぶ。 

社会的企業は、例えば、「公共的利益の達成を目指し、企業家的戦略をもって組
織される私的な活動であるが、利益の最大化ではなくある種の経済的・社会的目標
の達成を主な目的とし、社会的排除や失業の問題にイノベーティブな解決をもたらす
能力をもつ」と定義される(谷本, 2006 年 )。その基本要件は、①社会性(今解決が求められ
ている社会的課題に取り組むこと)、②事業性(社会的ミッションをビジネスの形に表し、継続的に
事業活動を進めること)、③革新性(新しい社会的商品・サービスやその提供の仕組みの開発を
通して社会的価値を実現し、社会経済システムを変革する可能性を示すこと)に求められる。 
 
(1) サーラコーポレーションの社会貢献事業 
  サーラコーポレーションおよびガステックサービスの社会貢献事業から、廃油のバイオディー
ゼル燃料(Bio Diesel Fuel, BDF)への再生リサイクルの取り組みを取り上げ、その社会性と事業
性、革新性を考察した。 
 
①社会性 ･･･ ある調査(2007-11 年 )によれば、愛知県内 61 自治体のうち廃油の資
源回収は 16 市町村にとどまる。地域の中核企業であるサーラコーポレーションが、豊橋市の行
政に先行する形で、社会貢献事業の中核に位置づけている点は評価されるべきだろう。  
②事業性 ・・・ 担当者によれば、東三河と静岡地域でBDF100の販売を開始、また、蒲郡市の
車輛(観光バス)等にも利用されている。2011年度12月からの事業年度での黒字化をめざしてい
る。 
③革新性 ・・・ BDF リサイクルは、循環型社会への取り組みのひとつであり、余剰パンの飼料
化、食品残さの堆肥化という 2 つの並行サイクルと共に機能している(複合性)。 また、グループ
各社と協力企業が、地域的なソーシャル・イノベーション・クラスター(SI クラスター)を構成してい
る。SI クラスターは、「社会的企業や中間支援組織、大学・研究機関などが協力的かつ競争的な
関係を構築することにより、多様な社会的課題への解決方法や社会的価値を生みだし、新たな
社会的事業を形成するような組織の集積状態（谷本, 2006 年）を指す。 
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  経済と環境の2者択一ではなく、その両立が民間ベースでも十分に可能であることを示してい
る。 
 
(3) 東三河障がい者仕事センター(WACNET)の活動  
  東三河障がい者仕事センターは、アメリカ、ニューヨークの「NY ファウンテンハウス」に由来す
るクラブハウスモデルを取り入れた、発達・精神障害者の自立・就業支援を行っている。障がい
者支援として、進路・就労相談、就労に向けての訓練指導、準備支援、職場定着支援、就労の
場の開発、モデルビジネスの開発訓練、企業面接の助言、就労困難となった場合の再訓練、進
路相談、ジョブコーチの派遣、愛知県就労支援者の派遣等の多彩なメニューを有する。 
  また、日常生活・地域生活支援として、働く障がい者の生活相談、生活習慣の形成、健康管
理、金銭管理、住居の確保、余暇活動、生活設計等を行う。その他にも、関係機関との協議事
業や研修人材育成事業等の啓発活動、企業実習中の指導や連絡調整、継続的訪問による適
応状況の把握、雇用管理に関する助言等の企業支援活動が仕事センターの機能を支えてい
る。 
 
① 社会性 ･･･ 発達・精神障害に苦しむ人々は、社会から排除された形で引き篭もりがちにな
る。そうした人々の自立と就職支援、多様なビジネスモデルによって支えてきた点に、この NPO
法人の社会性が存する。  
② 事業性 ・・・ 事業性に関する詳細な情報は入手していないが、豊橋市に地域活動支援セ
ンターに認定された。また、 
発達・精神障害者の自立を支援するための多様な採算型事業を展開している。 
③ 革新性 ・・・ コミュニケーションによる問題解決のために、クラブハウスモデルを軸にした発
達・精神障害者支援を展開している。そこでは、・誰でも来ることができる、・いつでも帰ってくるこ
とができる、誰からも必要とされる人間関係を築くことができる、誰からも必要とされる役割がある、
をモットーに、自活が困難な障がい者の働く意志を尊重し、加藤理事長が「豊橋モデル」と呼ぶ、
多様な自立支援プログラムを開発、提供してきたところに、この NPO法人の革新性がみられるの
ではないか。  
 

経済は、全ての人間が社会で幸福に生活するために存在する。社会的排除(social 
exclusion)を社会的統合(social inclusion)に転換することが必要であるにもかかわらず、それはま
だ、わが国の社会・福祉政策の基本目的とみなされていない。福祉国家と家族、NPO のネットワ
ークが有効に機能すれば、こうした原則も、社会的に共有されうるだろう。 
  なお、活動詳細は、同名の報告書を参照(企業と NPO の担当者にフィードバックしたものを、
サーラコーポレーションの提供資料と共に図書館に所蔵)。 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
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  このゼミでは、学生が社会科学的な実証研究を経験することをプロジェクトの目的
に掲げた。したがって、枠組みは教員が設定し、その中で、学生がリサーチ対象や個
別テーマを選択していくアプローチを取った。この方法にはメリットとディメリットがある
が、上記目的に鑑みて、来年度も踏襲すべきだと思う。 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
 

積極的に関与しようとしない学生への対応の結果でもあるのだが、進行過程におけ
る教員の関与がやや過多だった印象を受ける。来年度は、学生中心の運営へシフト
したい。 
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豊橋筆プロジェクト 
 

担当 花岡 幹明 
 
１．プロジェクト概要 

本プロジェクトは、豊橋の伝統工芸である豊橋筆の幅広い普及と地域の活性化に
向けた展開として、学生によるアイデアの創出と商品企画を実践することを目的として
きた。 
 主たる活動は、（有）筆匠榊原の北村氏の指導のもと、筆商品作りを学び、新商品
の企画販売に至る全ての工程を学生のみの力で実践していくこと、並びに豊橋筆の
普及・PR 活動として豊橋三大学チャレンジショップや本学チャレンジショップの活動を
通じて、同世代の学生たちと協働し、企画を実践していくことであった。また、これらの
当初より計画した活動に加え、ミニ筆ストラップの商品化に纏わるビジネスプランを作
成し、東三河ビジネスプランコンテストの一般アイデア部分にエントリーし、最終報告
会での発表に到った。 
 メンバー学生（ゼミ３年生）は５名で、商品企画と PR 活動（チャレンジショップ）に分
かれ、作業を分担した。更に、全体の統括とサポートを担当するリーダーを１名置い
た。 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 

学生に対する直接的な指導に関して触れる前に、今回のプロジェクト全般におい
て協力して頂いた（有）筆匠榊原の北村氏との関係について記しておきたい。北村氏
とは、プロジェクト開始の約１年前より、数回の打合せを行ってきた。当初は本プロジェ
クトを想定したものではなかったが、学生の状況や協力者の要望など、お互いに認識
すべき点を明確に理解し合えていたことは、プロジェクトを進める上で非常に重要であ
った。学生が自律的に行動を展開することを想定すると、協力者にかける負担は大き
なものとなる。事前にこれらの可能性なども検討し、役割や対応を了承して頂けたこと
は、プロジェクトの運営において大変効果的であった。 

学生指導に関しては、先ず、組織として活動できるように、個々の学生にそれぞれ
の希望や適性にあった役割を明確に与えた。これにより、活動は重複しても、それぞ
れに役割は異なるため、責任感がモチベーションにつながり、個々が機能するようにな
った。また、リーダーを決め、互いにサポートしあうことを意識付け、作業の進捗やロー
ドバランスにより、学生間で調整することを指示した。 
 対外的な活動（相談 ・交渉 ）に関しては、前半は明確な指示を与えた。その際に、
相手先に本プロジェクトとして、どのような貢献が出来るかを考えさせるようにした。学
生という立場を利用すれば、大方、こちらの希望に無償で応えて下さることが多い。し
かし、それでは就業力というテーマにおいてあまりにも無責任なものになってしまう。ま
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た、プロジェクトの趣旨を再認識させる点でも、重要なことであった。経験の少ない学
生では、現場で緊張しまうケースは多いだろうと予想された。そんな場合、細かいシミ
ュレーションを行うよりも、こちらの依頼内容とそれによりどんな貢献が成せるかというス
トーリーを持っておくことは、自らの立場を明確にさせる有効なトレーニングであった。 

前半の数回の打合せや相談には、経験の少ない学生が多いため、学生に同行し、
会話を記録させ、事後に会話の意味や交渉 ・議論の展開、相手の意図などを解説し
た。このトレーニングを数回実施することにより、以降は、事前にミッションを確認する
程度で、事後報告を電話、ないし直接行わせた。打合せの様子や内容など、直接口
頭で報告を受けることで、問題点をある程度明確に指摘することが可能であった。ま
た、担当学生も不安な要素をすぐに解消できる点は、重要なことであったように思わ
れる。 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
 チャレンジショップでのイベント実施や筆販売、ミニ筆ストラップ新商品の企画・製
造 ・販売の実施などの成果からすれば、メンバーそれぞれの活動に対して一定の評
価を与えることが出来る。また東三河ビジネスプランコンテスト一般アイデア部門にお
ける最終審査会発表といった当初の目標イメージを超えた成果も、学外協力者との
連携によるところが大きく、メンバー学生の対外的活動の成果として評価できる点であ
る。 
 本プロジェクトの実施にあたり、問題点の多くは、時間的制約に関するものであった。
特に、学外協力者との打合せに対する時間調整に関しては、本プロジェクトだけの問
題ではなく、訪問時間と授業時間が重なることも多かったように認識している。また、
学生自身も反省点として挙げていたように、期日を限定しても、実際に間に合わない
ことが多く、メンバー間での時間調整にも苦労していた。これは担当者のスキルや能
力、メンバー数の問題などに起因することも考えられるが、学生からの申告では、授業
やアルバイトによる時間的制約を挙げることが多かったように思われる。 

このような問題を本質的に改善することは、現状、困難であるが、一部の活動を夏
休みなどの時期に集中的に行ってしまう方法は可能であったかと思われる。実態とし
て、本プロジェクトにおいても、チャレンジショップ、商品化、ビジコンと期間を区切った
形で活動を行ってきた。但し、それでも２～３ヶ月は長く感じることもあり、より短い期間
で集中的に成果を挙げるような形態も、チームとしての凝集性を高める点から、一考
の余地があるものと思われる。 
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豊橋トップインタビュープロジェクト 
 

担当 三好哲也 
 
１．プロジェクト概要 
 「豊橋トップインタビュープロジェクト」では、三河地区で著名な企業に、学生が訪問
し、企業経営の視座やビジョンを聞き取り調査し、ＷＥＢページで公開することを活動
目的としている。聞き取り調査では、豊橋市もしくは三河地区を活性化するため方策
やアイデアについても意見も併せて伺い、シティプロモーションの一助となる活動とす
ることにもなっている。 

平成 23 年度には、株式会社平松食品、エフエム豊橋株式会社、サイエンスクリエ
イト株式会社、ヤマサちくわ株式会社、本多電子株式会社の 5 社を訪問し、インタビ
ューを行った。特に後半の 3 社については、訪問依頼状の作成から訪問予約、インタ
ビューの活動などの準備から実行まで全てを学生が主体的に運営した。12 月 23 日
の発表後、5 社の調査成果を WEB ページへのまとめ作業を行っており、近日、公開
予定である。公開に当たっては、インタビューをさせていただいた皆様にご高閲をいた
だき、下記アドレスで公開中である。 

※公開ページ http://projectweb.sozo.ac.jp/miyoproj/ 
 

２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
 プロジェクト活動は、学生の主体性や協調性を醸成するための活動として実施され
ることを考慮し、本プロジェクト活動においてもできる限り、学生が主体的に活動するよ
うに指導を行った。本プロジェクトでは、インタビュー活動を行うための一連の活動を、
インタビュー対象を変更しながら行う活動であり、主体となる学生にとっても、同様の
活動を繰り返し実施する活動となっている。そのため、インタビューに係る一連の活動
を一度行い、それをもとに改変していくことで新しい課題に取り組めるようになってい
る。 

本プロジェクトは、対外的な活動でもあり、インタビューをさせていただく企業に対し
て、失礼やご迷惑がないように配慮が必要である。活動開始時点ではそのことを重視
して、インタビュー予約なども、学内の人的ネットワークを活用して、指導者レベルで設
定したが、後半では、前半で学んだ訪問予約方法に準じて学生自ら対応させるよう
に留意して指導した。また、学生のみで訪問するに当たっては、事前に指導者から訪
問先にメールもしくは電話にてご了承を得るとともに不測の場合の連絡先を連絡し、
対応を依頼した。指導者が同伴しなかったケースでは、学生の訪問前後に訪問企業
の担当職員とインタビュー対象の方へのご挨拶とお礼を電話で行うことにした。 

インタビュー内容を WEB により公開するにあたって、公表場所の検討を行ったとこ
ろ、ユビキタスグループ担当の山口講師よって、Word Press による公表環境を調整い
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ただいた。学内サーバでの公表であり、校正も容易であり、インタビュー先からの対応
が迅速に行える状況であることも併せて報告する。 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
3.1 プロジェクトについての評価 
 プロジェクト活動では、学生の主体性や協調性ならびにコミュニケーション力養成が
目的である。本活動には、インタビュー先の決定、訪問先への依頼メールの送付、電
話による確認、訪問してのインタビュー実行が学生の課題であったが、これらの活動 
には育成項目である主体的活動、協調活動、社会人と交渉を通してのコミュニケー

ション力向上のための活動が含まれており、一定の成果を得たと評価できる。特に、
後半の企業訪問は、学生自身の計画立案と実行であったので、学生の社会人力養
成にプロジェクトが寄与できたと評価できる。 
 学生の自己評価を表 1 にまとめる。10 個の設問において、ほとんどが肯定的な自己
評価がなされている。ただし、コミュニケーションの項目において、やや丁重な自己評
価になっている。本プロジェクトでは、企業のトップへのインタビューを行うために、十分
なコミュニケーションをとるためには、インタビュー対象の専門とされる領域についての
知識も必要であり、事前準備においては、企業概要の調査や教員を含めた意見交
換をすることで、知識充実を図った。インタビューの中で話の流れの中で適切な質問
や会話ができたかという視点で自己評価した結果として、少し厳しい評価をしていると
思われる。教員がインタビューに同行した場合の状況やインタビュー対象者への聞き

表１ プロジェクトメンバ 自己評価結果  

 
質問内容 

そう思
う  
 

や や そ
う思う  
 

あ ま り
そ う 思
わない  

そ う 思
わない  

Q1 プロジェクトで行う作業を明確に決めて、
プロジェクトを進めることができましたか？ ２ １   

Q2 プロジェクトを進める上で、スケジュールを
作成して取り組みましたか？ ２ １   

Q3 プロジェクトメンバー間で役割を決めて、
プロジェクトに取り組みましたか？ 3 0   

Q4 他のメンバーとの情報交換を円滑に進め
て、プロジェクトに取り組みましたか？ 3 0   

Q5 自 らの意 見 を主 張 することができました
か？ 2 0 1  

Q6 自らの意見を口頭でわかりやすく伝えるこ
とができましたか？  1 2  

Q7 プロジェクトの問題を認識し、必要な情報
を収集・分析・整理し、問題を解決するこ
とができましたか？ 

2 1  
 

Q8 既存の枠にとらわれず、新しいアイデアを
出すことができましたか？  1 2  

Q9 相手 （他のメンバー、連携企業 ・団体の
方）の意見を丁寧に聞き、話を引き出す
ことができましたか？

2 1  
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取りから評価すると、準備したインタビュー内容については問題なく質問できていたと
評価できる。相手方への好印象を形成するためには、積極的な態度が必要であるこ
とを、事後のミーティングで指導を行った。 
 
3.2 次年度に向けた改善項目 
 次年度は、新しい学年の学生であり、基本的には本年度の活動を踏襲して行う予
定である。学生の中で興味ある企業の調査方法などの整理を行うとともに、企業研究
などを併用した取り組み方法の検討が必要である。経験の浅い学生が直接相手方と
連絡をとることによる相手方への御迷惑を考慮すると学生の主体性養成と外部企業
への失礼のない対応とは、相反する場合も考えられる。そのバランスをどの程度にする
かについては、今後も検討が必要である。 
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学食広報プロジェクト by 学食おうえん団 
 

担当 三輪 多恵子 
 
１．プロジェクト概要 
 本プロジェクトでは“情報発信のための一連の活動”を体験することで、情報源と受
信者それぞれを意識したコンテンツ制作についての理解を深めるとともに、webサイト
や紙面等を用いて情報発信するための様々な知識・技術を修得することを目的とし
た。 
 連携先として、大学内にある２箇所の学食（キッチンSOZO，カフェテリア；日本ゼネ
ラルフーズ株式会社）にご協力を頂いた。学食を選択した理由は、 

(1) 学生にとって身近であり、受信者の視点である「何が知りたいか」「どんな情
報があったら便利か」等を想定しやすい。 

(2) 今回のプロジェクトにおける広報活動では、学内全体（学生、教職員）が情
報の受信者であり、その反応を確認しやすい。 

等が挙げられる。また二次的なものとして、印刷物の掲示場所について外部より自由
度が高い、インタビュー等における移動時間の制約が少ない、等がある。 
 
１．１ プロジェクトの具体的な内容 

本プロジェクトの具体的な活動内容を以下に示す。 
(1) 学食webサイト（http://sozocafe.web.fc2.com/）の作成 

① サイト上に「今週のメニュー」や「インタビュー」等のページを設け、情報
を発信する。 

② アクセス数を記録、分析し、様々な広報活動との相関をとることで、実
際のサイト運用についての知識や経験を得る。 

③ サイト内にアンケートシステムを実装することで、デザインを見せるだけで
はないwebサイトの役割について知識と経験を得る。 

(2) 掲示物、卓上チラシを定期的に発行 
① webと印刷物を関連付けることで、相互作用としての反応を得る。 
② 各媒体の優位性について検討する。 

(3) 学食従業員の方々へ毎月のメニュー提供のお願い。インタビュー。 
① 情報収集の基本となる「聞きたい情報を整理し、相手から情報を引き

出す」という作業を体験する。 
② 外部（一般社会）との交流を通して、アポイントメントの重要性、正しい

言葉づかい、等について自覚を促す。 
(4) webデザイン会社や広告・印刷系の会社に就職したOBと交流  

① 実際の広告、デザイン系の職種について理解を深める。 
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② OBとの直接的な交流 ・対話を経験する。 
(5) 学食への報告 （2月予定） 

① アンケートの集計結果やアクセス解析結果等をまとめ、学食へ報告する。 
(6) その他 （予定） 

① 来年度の新入生向けに「学食案内（仮 ）」を作成し、ガイダンス時に配
布できるよう手配する。 

２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
 本チームは学生 8 名と人数が多く（内 1 名は別のゼミナール）、また、編入生が 2
名含まれていた関係で時間割の調整がつかず、全員が顔を合わせられる時間がプロ
ジェクト演習の授業時間のみに限られた。このため、報告と連絡、情報共有、作業分
担、全体のスケジュール計画とその遂行、を主なポイントとしてプロジェクトの指導を行
った。 
 
２．１ iPad とプロジェクト管理アプリの利用 

本プロジェクトでは、作成した web サイト上のメニューページの更新 （毎週）、掲示
物の作成（毎月）、等を並行して行っており、それに付随する諸作業については全員
が情報共有する必要があった。このため、毎回の授業内で、各学生に対して“一週間
分の進捗報告 ”と“次週の作業計画の報告 ”を課し、資料やデータについては必ず電
子化した上で、プロジェクト管理アプリを通してデータ共有するように指導した。プロジ
ェクト前半では“作業計画の連絡 ”についての認識が甘く、報告の際に「やる予定でし
たが、できませんでした」と言う学生もいたが、 

(1) “作業計画 ”を記録し、次週の授業で“記録”を見ながら“進捗 ”を報告させる。 
(2) 誰かの計画に基づいて他のメンバの作業予定が組まれる可能性について、繰

り返し指導する。また、そのような状況をあえて発生させる。 
等を行うことで、徐々に改善されるようになった。他のメンバの作業状況を意識するよう
になってからは「他の人が忙しそうなので、この仕事は自分が担当します」と自発的に
申し出る学生もおり、一定の効果があったと考えている。なお、1 月 10 日時点におい
て管理アプリにアップロードしたファイルは 44、議事録は 21、タスクは 67 であり、学生
が積極的にアプリを利用してプロジェクトを進めていたことが伺える。 
 
２．２ 作業分担とスケジュールの遂行 
 人数が多かったこともあり、明確にチームリーダーを決めず、プロジェクトの統括は教
員が行った。プロジェクト中盤で欠席が続く学生や、分担した作業を忘れる学生もお
り、個別に注意しなければいけない場面も多く発生したため、特定の学生に精神的な
負荷がかかり過ぎることを考えると、教員主動で問題なかったと感じている。一方で、
web サイト、掲示物、インタビュー等、個別の作業については“作業内容・手順を掌握
してマニュアルや資料を作成する”、“何か変更があった際に管理アプリを通して全体
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に連絡する”等のリーダー的な役割を自発的に担当する学生がおり、プロジェクト全
体としては学生の自主性に任せる形で運営を行った。 
 web サイトやイメージキャラクタデザイン等、専門的なスキルが必要となる場面では、
一部の学生に多くの負担を掛けることとなったが、それ以外の 

(1) web サイト上のメニューページの更新 （毎週） 
(2) 掲示物のネタ・話題を考えて作成し、所定の手続きを行って掲示（毎月） 
(3) 学食にアポイントメントをとり、メニュー表の提供をお願いする（毎月） 
(4) 学生課に土曜営業日の情報提供を依頼する（毎月） 

については、全員持ち回りで作業を行った。各分担については、学期の初めにスケジ
ュール（分担 ）表を作成し、管理アプリでいつでも確認できるようにすると共に、前述の
“進捗 ・作業計画の報告”の際に全員で確認することで、作業漏れ等が起こらないよう
に留意した。 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
 学生の自己評価アンケートの結果を表１に示す。 

表１の結果から、全体的な傾向として、自分の意見を伝える、問題認識し解決する、
アイディアを出す、等の項目について学生の自己評価が低いことがわかる。前述のよ
うに、本プロジェクトについては全体の統括を教員が行っており、このため、発言や提
案等が教員主動で行われることが多く、「自発的に」という観点から低い評価になった
と思われる。また、前述のように、全員が顔を合わせて話をする機会がプロジェクト演
習の授業時間しかなく、パソコン演習室を使用していた関係で、対面でのミーティング
のような形式が困難だった。このため、発言や議論がしにくく、積極的な発案に至らな
かったのではないかと考えられる。 
 

表１．プロジェクト自己評価アンケート（三輪プロジェクト：8 名 ） 
質問事項 そう思う ややそう思う あまりそう思わない 思わない 

Q1 プロジェクトで行う作業を明確に決め
てプロジェクトを進めることができまし
たか？ 

4 2 2 0 

Q2 プロジェクトを進める上で、スケジュー
ルを作成して取り組みましたか？ 2 5 0 1 

Q3 プロジェクトメンバ間で役割を決めて
プロジェクトに取り組みましたか？ 4 3 1 0 

Q4 他のメンバとの情報交換を円滑に進
めてプロジェクトに取 り組 みました
か？ 

1 4 1 2 

Q5 自らの意見を主張することができまし
たか？ 1 3 3 1 

Q６自分の意見を口頭で分かりやすく伝
えることができましたか？ 0 2 4 2 

Q7 プロジェクトの問題を認識し、必要な
情報を収集・分析・整理し、問題を
解決することができましたか？ 

0 3 4 1 
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Q8 既存の枠にとらわれず、新しい発想
やアイディアを出すことができました
か？ 

0 2 4 2 
Q9 相手 （他のメンバ、連携企業 ・団体

の方）の意見を丁寧に聞き、話を引
き出すことができましたか？ 

2 4 2 0 

Q10 ビジョンを描き、目標を設定すること
ができましたか？ 1 5 1 1 

 
 これらの点を考慮し、教員主動と学生主動の場面を切り分け、議論等は学生に任
せる形で運営することを検討している。また、議論しやすい環境作りが必要であり、対
面でグループディスカッションが可能な教室を確保した上で、プロジェクトに臨む必要
があると考えている。 
 なお、別の問題として、プロジェクト演習の作業時間を確保するために、ゼミナール１，
２の時間を削ることが多く、ゼミナールの進捗に影響が出ているのは事実である。無理
の無い計画を立て、学習環境を確保することで、ゼミナールとプロジェクトを両立する
必要があると強く感じている。 
 

本プロジェクトの内容は、広報や宣伝、企画、デザインといった職種に関連するもの
であり、これらの分野に興味を持っている学生にとっては、非常に有意義な経験にな
ったと考えている。また、情報の収集から加工 （コンテンツ制作）、具体的な情報発信、
さらに、活動の評価、改善案の検討に至るまでの各工程では、学生自身が主体的か
つ具体的に行動できる様々な場面を設けることができ、学生の成長に繋がったと感じ
ている。 
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就業力育成プロジェクト報告書 

 
担当  森田和正             

 
１． プロジェクトのテーマ 

中部地域における繊維産業 
 
２． プロジェクト概要 

新規学卒者の就職内定率を向上するため、学生のエンプロイアビリティーを育成することを
目的とする。そのため学部３年生担当学生に対し、以下を目的とした授業を行う。 

① 就職状況の把握と就業意識の向上を図る。 
② 企業が学生に期待することの認識。 
③ 就職試験に臨む際の学生の心構え。 
④ 希望産業の把握の仕方。 
⑤ 実態の体験、把握。 
⑥ 就職戦線に臨む際の注意。 

３． プロジェクト実施上の指導方法・留意点 
以下を意識して実施した。 

① ゼミ学生が時間や約束を守ることに注意した。挨拶。 
② 学生の常識と企業の常識が異なることを教えた。 
③ 言葉だけでなく、行動で示す習慣をつけることを特に示した。 
④ 企業訪問時はプロと接することを意識させ、学びとるように指導した。 

 
４． プロジェクト実施に対する評価・改善点 

企業者対する接し方（挨拶、電話、メール）の向上に関しては、少しは感じるところがあったこ
とを期待したいが、自分で理解し行動するという点では、残念ながら効果は薄かった。 
 本目的に沿った真剣な対応が望まれよう。 
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炎の祭典支援プロジェクト 
 

担当  山口 満 
 
１．プロジェクト概要 
１．１ プロジェクトの目的 

本プロジェクトは，豊橋市を代表する祭りである『炎の祭典』昼の部イベントについ
て，動画素材を通じて広報することにより支援し，地域振興に貢献することを目的とす
る．具体的には，炎の祭典委員会および炎の祭典当日の取材（昼イベント制作過程
と結果の取材），広報用動画の作成（委員会動画、本番当日の動画），および，その
動画を Web サイト上で公開する活動を行った． 

プロジェクトメンバーは山口ゼミ所属の 3 年生 2 名であり，学外の方と接触する上記
の実践を通じて座学では得難い様々な知識と経験を獲得させ，コミュニケーション能
力やタスク管理能力を養うことも目的とした．なお，本プロジェクトは，豊橋商工会議
所青年部（YEG）のメンバーで運営される『炎の祭典』実行委員会のご協力を得て実
施された． 
 
１．２ 活動概要 
 『炎の祭典』のメインイベントは，祭りの名のとおり，夜の部の花火演目『炎の舞』であ
る．一方，手筒花火以外の豊橋の魅力を伝えている貴重な昼イベント（昼の部）は，
夜イベントに比べて認知度が低く，より一層地域内外にアピールしていく必要性があ
ることを YEG の一員でもある村松東プロジェクト担当講師より伺った． 
 これを受けて，『炎の祭典』昼イベントを盛りあげるための『炎の祭典支援プロジェク
ト』を立ち上げ，大きく分けて以下の三つの活動を通じて広報活動を行うこととした． 

（１）炎の祭典委員会および炎の祭典当日（昼の部）の取材（ビデオ撮影） 
（２）広報用動画の作成（取材ビデオの編集） 
（３）動画公開用の Web サイトの作成と運用 

 
（１）炎の祭典委員会および炎の祭典当日の取材（ビデオ撮影） 
 豊橋商工会議所青年部の関係者に対し，学生・教員からプロジェクトの主旨説明
を行い，取材許可を頂くことができた．その後，およそ月に一度，豊橋商工会議所で
行われる炎の祭典委員会の会議の様子について，ビデオカメラ・デジタルカメラ・IC レ
コーダーを用いて取材した．なお，委員会のほかに，実行委員長にインタビューする
形式での撮影も行った．取材回数は全 11 回で，撮影画像は 610 枚，撮影動画は 75
ファイル，総ファイルサイズは約 135GB で総撮影時間は約 19 時間となった． 
 炎の祭典当日については，2 台のビデオカメラ・１台のデジタルカメラを用いてメイン
ステージ撮影担当と周辺イベント撮影担当に分かれて取材を行った．なお，炎の祭
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典当日時点で，プロジェクト活動メンバーが１名となる事態となり，教員が全面的に協
力することにより取材を実施した． 
 
（２）広報用動画の作成（取材ビデオの編集） 
 （１）の取材で得た動画を広報用動画として加工するため，本学サポートセンターの
PC にて動画編集ソフト「Core l Video Studio Pro X4」を用いて編集作業を行った．な
お，作業は学内の編集環境が整った 7 月から開始した． 
  「委員会ビデオ」編集作業の途中段階で，取材データ量が膨大であることから，炎
の祭典本番の日までに完成させるためには時間が不足していることが明らかとなった．
このため，委員会の取材動画の編集作業を一時中断し，炎の祭典当日の取材およ
び動画編集をし終えた後で再開することに計画を変更して対応した． 
 
（３）Web ページの作成と運用 
 動画編集作業と並行して，広報用 Web サイト作成を行った．作成した動画の掲示
先としては，既存の Web サービス（YouTube など）は利用せず，専用の Web サイトを
構築することとした． 
 当初計画では，Web サイト構築のすべてを学生に実施させる予定であったが，活動
員の減少により，実現が困難となった．プロジェクトの核は取材とその結果の編集であ
ったため，Web サーバセットアップおよびサイトの基本部分の構築は教員が行い補助
した． 
 
 本プロジェクトの成果（編集動画等を掲示した Web サイト）は，下記 URL にて WWW
上に公開中である（URL： http://projectweb.sozo.ac.jp/myamaproj/）． 
 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
２．１ 指導方法 
 プロジェクト実施に係る「タスク管理（登録 ）」「議事録作成 」は，学生にとっても初め
ての経験となるため，プロジェクト活動の前期については教員主導により「作成例」を
見せる形で指導した． 
 週に一度のプロジェクト演習の時間では，主に現在の進捗状況 ・今後の予定の確
認，実施に関する案出しなど，話し合いのために時間の大部分を割いた（活動本番
は学外＝豊橋商工会議所での時間外活動と位置づけた）． 
 活動の進捗状況管理，議事録管理およびファイル共有等には，貸与された携帯情
報端末 （ iPad）にてプロジェクト管理システムを積極的に利用するよう指導して行った．
発表資料の受け渡しや添削などについても，プロジェクト管理システムを通じて共有
化することを意識した．また，他プロジェクトの Web サイトへのリンクを登録して閲覧し
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やすくすることによって，他の活動の進捗を多少なりとも意識させるよう工夫した．最終
的には，議事録：16 件，タスク：21 件，チャット：52 件，登録ファイル：27 となり，2 名に
よる 8 ヶ月程度のプロジェクトとしては，およそ適当な活動量 （活発さ）であったように感
じる．対面でのコミュニケーションが多かったため，チャットの利用頻度は低かった． 
 
２．２ 留意点 
 学生にとっても初めての経験であるため，特にコミュニケーション（プロジェクトの内容
に限らず）を重視して，学生の様子を観察しながら指導を行った． 
 活動開始当初は，設備 （ビデオ編集用機材，Web サイト構築環境 ）の準備が完了
しておらず，具体的な活動計画を立てることが困難な状況であった．このため，学生
は見通しが立たない状況に不安を感じていたようであった．これに対し，おおよその予
定を伝えたうえで，環境整備後にスムーズに取り掛かれるよう事前に教育しうる点につ
いては指導を行い，不安を取り除くよう配慮した． 
 活動中期より，活動メンバーが 1 名になる事態となり，該当の学生の明らかなモチベ
ーション低下が認められた．これについては，教員が一活動員としてプロジェクトに参
加し作業分担することによって，学生に過大な負担がかからないよう留意した． 
 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
３．１ 評価 
 当初は学外の方との接触に戸惑い気味であった学生も，商工会議所青年部のメン
バー（経営者多数）との会話を重ねるうちに，目上の方との話し方・接し方を自然に身
につけたようである．また，大学の名前を背負って活動していることを自覚し，無責任
な行動・対応 （自分の仕事を投げ出す）にならないよう努力していたようであった． 
 学生のアンケート回答結果によると，「Q5  自らの意見を主張することができました
か？」の問いに「そう思う」と回答しており，本活動を通じて成長した様子が伺える． 
 動画を掲示した Web サイトを 8 月末から公開したが，これについて炎の祭典オフィシ
ャル Twitterやオフィシャルブログで取り上げていただいた．これについては，学生のモ
チベーションが高まり，非常に良い効果を生み出したようである．取り上げていただい
た豊橋商工会議所関係者の方々には，あらためて感謝申し上げたい． 
 本活動については，関係の方々から多数のお褒めの言葉をいただき，学生に「成
功」体験を与えることが出来たと考えている．関係者の方々から次年度以降も活動を
継続して欲しいという声もいただいているため，今回の経験と反省を踏まえ，積極的
に検討していきたい． 
 
３．２ 改善点 
 活動を開始した最初の時点では，教員・学生から多数の案が出され，それらすべて
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を計画の中に盛り込んでしまった．実際に活動を行ったところ，時間的な制約から実
現できないことがいくつか生じた．これについては，教員の積極的な介入 （手助け）に
より，期日までに仕上げた．今回の活動を通じて，現実的に遂行可能な無理の無い
計画を立てるべきであったと反省している（紆余曲折の時間があり，学生を混乱させる
結果となってしまった）．特に，今回問題となったビデオ編集環境の準備や Web サイト
構築用サーバの準備遅れなど，教員側の対応遅れがないよう改善していきたい． 
 活動メンバーが 2 名であったため，プロジェクトとして実施可能か不安な部分もあっ
たが，結果的に成果を残すことができた．しかしながら，学生間での意見交換やタスク
分割という観点では少人数プロジェクトは好ましくないと考えており，次年度以降につ
いては，実施前にプロジェクトのあり方について関係者間で協議が必要なのではない
かと考える．今回については，1 名が途中で参加できなくなったことから，残りの 1 名に
負担がかかることとなった．外部の方々と連携していること（責任 ）もあり，学生にとって
は相当の重圧であったようである．今回のケースは，元々の学生の気質 （性格 ）により
難を逃れた感があるものの，学生によってはプロジェクトを存続させることが出来ない
事態となっていたことは容易に予想できる．この問題については，今後関係者間で議
論していきたい． 
 全体を振り返り，教員が協力し過ぎた部分もあったため，今後は学生が主体的に活
動できるよう留意して指導していきたい． 
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東三河 Bible 
 

担当 吉川 優 
 
１．プロジェクト概要 
東三河のグルメ、温泉、観光、祭りについて個々に調べ、４つの資料を合わせてひとつのホー

ムページを作成する。 
プロジェクトを履行するにあたり、常にお互いを意識して行動することを大切にし、作業に必

要な計画、メンバー間のコミュニケーションを重視しながら、コミュニケーション力の向
上を行った。 

調査結果はWEBページにまとめ、地元紹介ページとして公開予定である。 
 

２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
プロジェクト活動は、学生の主体性や協調性を醸成するための活動として実施されることを考

慮し、チームリーダーを中心に、参加メンバーの自発的な行動を主体とすることに留意した。 
テーマ選びは、教員とプロジェクト参加メンバーで決定したが、調査項目、調査内容等は参加メ

ンバーが意見調整を行い、なるべく参加メンバーの目線で企画から制作まですべて行うように指
導した。 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 

プロジェクトを実行していく中で諸事情により全体の作業に遅れが出たことで、計画していた蒲
郡クラフトフェアへの出展に間に合わず活動予定が大幅に変更となった。 
プロジェクト活動は、チームリーダーを中心に、参加メンバーの自発的な行動を主体とする作業

であるが、チームリーダーが秋学期から欠席続きで全体の作業に大きな遅れが出た。 
現在は新しいリーダーのもとで、ひとつの形として落ち着き、一丸となって作業を進めている。 
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食の伝達 
「大学生コックさんのクッキング（子どもクッキング）教室」 プロジェクト 

 
担当 朝倉 由美子   

１．プロジェクト概要 
調理師コースおよび朝倉セミナーでは平成 18～20 年度の 3 年間、現代 GP「食農教育」にお

いて園児や小学生、または親子を対象に大学内もしくは開催する小学校の調理室で料理教室
を実施してきた。その活動の中から「子どもたちは料理をする時はいきいきとしており、自分で調
理したものは苦手な食材でも食べられた」という好結果を得た。平成 21 年度からは豊橋市の子
ども未来館「ココニコ」の体験プログラムの講座に入れていただき、会場をココニコのキッチン工房
に移し、小学生を対象に料理教室を継続している。本年度は年間で 4 回の実施を計画した。 

調理師は自らの技術向上のために学ぶことは当然であるが、自ら作ることより他者に指導する
ことの方が難しい。そこで、習得した技術を外部に発信することで自身の技術や知識等の問題
点の確認ができる。子どもたちにおいしいものを作る楽しさや調理に参加する協調性を伝える活
動の中から、クッキング教室の開催に伴うさまざまな過程を経験する。メニューの決定、試作、材
料発注、配布レシピの作成、タイムテーブル作りや危険の予想に対する準備、そして当日の進
行など分担を決めて話し合いながら進めていく。 

昨今の食事には野菜の摂取が不足している点が指摘されている。東三河は旧来農業地域で、
現在も主要産地ではあるが、一方では現代の食事情同様に野菜嫌い、野菜不足の傾向がある
ようだ。そこで、「野菜を多く食べられて、かつ美味しい献立の発信」を中心テーマに、郷土料理
や豊橋で生産量の高い農産物を使う献立を取り上げる。 
 参加者（小学生）とのふれあいの中で、怪我をさせない事に細心の注意を払い、様々な想定外
の場面にも遭遇しながら、臨機応変に対応できる、とっさの判断力や実行力を身に付けることを
目的とする。 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
－１指導方法 
テーマやポイントを提示して、その後は学生が話し合いながら進めるようにした。 
＊郷土料理も取り入れ、季節を考慮して 4 回分の献立を話し合い決めた。 
＊各回の試作は全員で行い、手順や分量の確認をした。 

・調理技量の差は試作の中で修正させるようにしたが、修正不足は各自での自主練習も課した。 
＊ 持ち帰りレシピ作成、タイムテーブルの検討、材料の発注票作成、当日の進行シナリオ（担

当者）、アンケート作成と集計等一連の活動は 2 グループに分けて、4 回を交互に 2 回ずつ担
当するようにした。 

＊多くを経験するために、2 回担当のうち、同じ分野を担当しない。 
それぞれの文書は情報処理の授業で学んだ技術を活用して作成し、メールやフォルダーの活
用により修正点等の指導のやり取りを行った。 

＊担当しない学生は担当グループから提示されたタイムテーブルとレシピにより手順と内容の確
認をする。そして、当日各班に分かれて指導に当った。 
＊活動の反省と今後に活かすために、参加者には実施後アンケートを取った。 
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＊学生は実施後の感想文を提出し、参加者のアンケート結果集計と共にココニコの担当者へ報
告した。 
－２留意点 
＊様々な場面に気を配る 
①けがの想定 
＊会場の実習台は小柄な小学生には少し高く、中が見えにくい状況も生じ、調理器具によっては火
傷の可能性があるという、事故の想定に十分気を配るように念を押した。 
②参加者の満足度 
＊参加者が出来るだけ均等に参加できるように、状況を見ながら調理作業の分散、誘導した。 
＊会話を交わしながら楽しい雰囲気を演出するように目配り気配りを課した。 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
－１．評価 
① 参加者の評価：小学生 3～６年生対象だが、参加者は 4 年生が比較的多い。 

アンケート結果は毎回「楽しかった」「おいしかった」「学生の指導はよく分かった」「次も参加した
い」等、学生の励みとなる評価をいただいた。 

② ココニコからは、食事を主にした料理教室が少ないから開催回数を増やして欲しいとの声もいた
だいたが、現在の人数では 4 回が限度とした。 

③学生は、初回は緊張して動きがぎこちなかったが、回を重ねるうちにゆとりが出るほどになってきた。
子どもたちの協力にも助けられて打ち解けていき、声掛けも増えて、笑顔で指導することができるよう
になった。回数を重ねることは大きな実りをもたらせてくれることが分かったようだ。 
－2．改善点 
① 年度初めの始動が遅く、時間の調整が忙しいときがあった。 
 セミナー編成が決まった時点から献立等の候補の課題を与え、新学期開始時からスムーズに試作
に進めて行くようにしたい。 
② 事故には気をつけていたが、初回(７月)にﾌﾗｲﾊﾟﾝの端で火傷をした子がいた。 

フライパンで魚を焼く場合、小柄な小学生にはキッチンが高く、フライパンの端に腕が当ったり
して火傷をする子が数人出てしまった。 

火傷等の事故の想定を強く意識しながら、キッチンの下見の際その点をチェックし、献立や調理
方法に身長を考慮に入れる必要がある。また、救急用品の準備が必要である。 
③ もう一つのプロジェクトとの活動の日程配分を綿密に計画する必要がある。 

   
 
 
 
 
 
 

以上   
イワシの手開きの指導 

 
小豆あん作りと豆腐切り方指導 
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＊学生は実施後の感想文を提出し、参加者のアンケート結果集計と共にココニコの担当者へ報
告した。 
－２留意点 
＊様々な場面に気を配る 
①けがの想定 
＊会場の実習台は小柄な小学生には少し高く、中が見えにくい状況も生じ、調理器具によっては火
傷の可能性があるという、事故の想定に十分気を配るように念を押した。 
②参加者の満足度 
＊参加者が出来るだけ均等に参加できるように、状況を見ながら調理作業の分散、誘導した。 
＊会話を交わしながら楽しい雰囲気を演出するように目配り気配りを課した。 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
－１．評価 
① 参加者の評価：小学生 3～６年生対象だが、参加者は 4 年生が比較的多い。 

アンケート結果は毎回「楽しかった」「おいしかった」「学生の指導はよく分かった」「次も参加した
い」等、学生の励みとなる評価をいただいた。 

② ココニコからは、食事を主にした料理教室が少ないから開催回数を増やして欲しいとの声もいた
だいたが、現在の人数では 4 回が限度とした。 

③学生は、初回は緊張して動きがぎこちなかったが、回を重ねるうちにゆとりが出るほどになってきた。
子どもたちの協力にも助けられて打ち解けていき、声掛けも増えて、笑顔で指導することができるよう
になった。回数を重ねることは大きな実りをもたらせてくれることが分かったようだ。 
－2．改善点 
① 年度初めの始動が遅く、時間の調整が忙しいときがあった。 
 セミナー編成が決まった時点から献立等の候補の課題を与え、新学期開始時からスムーズに試作
に進めて行くようにしたい。 
② 事故には気をつけていたが、初回(７月)にﾌﾗｲﾊﾟﾝの端で火傷をした子がいた。 

フライパンで魚を焼く場合、小柄な小学生にはキッチンが高く、フライパンの端に腕が当ったり
して火傷をする子が数人出てしまった。 

火傷等の事故の想定を強く意識しながら、キッチンの下見の際その点をチェックし、献立や調理
方法に身長を考慮に入れる必要がある。また、救急用品の準備が必要である。 
③ もう一つのプロジェクトとの活動の日程配分を綿密に計画する必要がある。 

   
 
 
 
 
 
 

以上   
イワシの手開きの指導 

 
小豆あん作りと豆腐切り方指導 
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「豊橋産の野菜と米粉を使った焼き菓子の開発 」プロジェクト  
 

担当   朝倉 由美子          
１．プロジェクト概要 

豊橋は農業が盛んで全国一を誇るキャベツや大葉など、多くの農作物が生産されている。しかし、
現代の食生活の中では野菜は嫌われる食品となり、摂取量が減っている。そのためいろいろな健康
障害も報告されている。また、洋食化により主食の米の消費が減り、食料自給率の低下を招き、米
農家の減少へも影響している。 

現在、学生は調理師の調理実習等の授業中で、高騰し始めている輸入小麦の分野への活用が
進んでいる米や米粉をテーマとして研究を続けている。一方、セミナー活動テーマでは「野菜の摂取
量を増やす取り組み」を掲げており、この地域で調理を学ぶ学生として、米粉と豊橋の農産物（主に
野菜）を組み合わせた新たな製品を考えて、国産や地産地消の視点から、地元豊橋の農産物への
関心を高め、また豊橋の農産物の６次産業化への提案の一つにしたいと取り組みを始めた。最近は
野菜を使った菓子類も注目されているので、先ずは日持ちのする焼き洋菓子を考案することとした。 

試作と試食提供の市場によるアンケート調査から今後の製品化への問題点の検討を行い、
製品化実現に向けて経過体験を重ね、創造力と実行力の向上を図ることを目的とする。 
 市場調査には農材や野菜生産販売等を広く手がけている株式会社イシグローイングの店内カフェ
（くくむガーデンカフェ）の協力をいただいた。 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 

「野菜の活用範囲を探る目的で、基本的な焼き菓子の何を置換できるか考え、新たな焼き菓子の
創造を行う。」という目標の中での課題を与えて検討させている。 

洋菓子には輸入製品を使用せざるを得ないものが多いが、国内で調達できるもので充当できない
かと考え、今年度はアーモンド粉をおからで置換することで、その配合等を試作しながら、検討を進
めている。味やテクスチャー等において同等には届かないにしても、国内産、地産品消費のコンセプ
トを具体化するための試作を進めていく。 
＊焼き菓子の候補 ：教員から油脂を控えて、硬いが噛むほどに味が出て来る菓子ので、「噛む」を意
識した間食のビスコッティを提案した。 
＊配合と加える野菜の選択 ：学生の中からいくつか提案させた。その結果、「大葉」「人参 」「牛蒡 」
「生姜 」「玉ねぎ」等を試作に挙げた。副剤として人参にチョコチップ、牛蒡にはココアを一緒に混入さ
せた。 
課題①野菜の大きさやおからの混入量等の検討。 

手で刻む、フードプロセッサー使用、混入手順について提案させて試作を行った。 
おからは市販のまま、もしくは空煎りして水分を減らしたものなどの試作と製品の比較。 

◆初回試作 
 
 
 
 
 
 

・切 りにくく、大きさ
の統一が難しく、カ
ッ トロスによる無 駄
が出る。 
・噛むほど味は出る
が、市 場 向 けでは
硬すぎる。 

焼 成 後 、
カットして
再焼成 
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課題②量産する場合の成形に伴う問題点 
カットロス、見栄え、噛み応えなどを変えて試作を繰り返した。 

◆再検討後の試作 
 
 
 
 
 
 
 
課題③市場調査での情報収集  
     製品化に伴い、調べることは何か、項目を挙げてアンケート用紙を作成させた。 

製品名を「野菜（ベジタブル）を食べて！（方言で食べりん）」というメッセージをこめて 
「ベジタりん娘こ 」と名づけて調査に向けての製品への愛着を持たせた。 

 

・記入年月日
・年齢　･性別
・何味を召し上がりましたか？ にんじん しそ ごぼう
・野菜の味は活きていますか？ はい いいえ
・野菜の量はどうですか？ 多い ちょうどよい 少ない
・おからは気になりますか？ 気にならない 気になる
・硬さはどうですか？ 硬い ちょうどよい 軟らかい
・形は食べやすいですか？ 食べやすい 食べにくい どちらでもない
・甘さはいかがですか？ 甘すぎる ちょうどよい 足りない
・販売されたら買いたいですか？ はい いいえ
・飲まれたお飲みものは何ですか？
・お飲み物と合いますか？ 合う 合わない どちらでもない
▼その他・・・

『ベジタりん娘』　アンケート用紙
･･･噛めば噛むほど味がでます！　

　私達は米粉をテーマに研究してます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
米は自給率の高い穀物で、小麦粉に代わるものとして活用が期待されています。
　また、東三河は農業が盛んなので、野菜と米粉(粉の70 %)を使ったお菓子を考え
ることにしました。

　本来の材料のアーモンドプードル（粉）の代わりにおからを用いることで食物繊
維がアップし、カロリー控えめなお菓子となりました。

豊橋創造大学短期大学部　キャリアプランニング科（調理師コース）　朝倉ゼミ　

貴重なご意見ありがとうございました！

今回は油分をほとんど使わないイタリアの焼き菓子「ビスコッティ」をもとに考え
ました。

（　　　　　　　　）  歳　　　　　　　男　性　　・　　女　性

（　　　　　　　　　　　　　　　）

① ニンジン･シソ･ゴボウの他に入れて欲しい野菜や味について挙げてください。

② 全体についてご意見をお願いします。

『 野菜（ﾍﾞｼﾞﾀﾌﾞﾙ）を食べりん 』というメッセージを込めた名前にしました。
まだ開発途中ですので、製品向上のためにアンケートにご協力おねがいいたします！

平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日（　　　　）

こ

ナッツを砕いて
混入。薄くして
焼成カット後、
再焼成 

・切 り易 くなり、大きさ
もほぼ統一できた。 
・ 硬 さも噛 みやすく

なった。 
⇒市場調査品とした。

市場調査中：くくむガーデンにて 
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 ３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
本年度からの試みであるため、本年度はビスコッティ「ベジタりん娘 」の試作と市場調査までに留ま

った。70 枚程度の試作品を持参し、週末の午前から昼にかけて約 3 時間程度、学生が直接来客に
説明しながらアンケートへの回答を依頼した。2 回の学外での市場調査によるアンケート結果を参照
されたい。 

2 種のアンケート結果
からは来場者の学生へ
の応援も含まれているよ
うだが、混入野菜によっ
ては野菜が活きていない、
また硬 さや製 品 化 に付
いては 3 分の 1 が負の回
答であったため、今後の
再検討課題となっている。
市場調査には 3 種の内、
大葉入りを 7 月半ば、人
参入りを 8 月半ばに行っ
たが、残り一種の牛蒡に
関 しては次 年度への課
題として残ってしまった。 

取 り組 み自体には未
知 の製品作 りに学生は
意欲的であったが、壁も
多いことを経験した。 

学生からの今後への反省と課題が出された。 
＊硬さを変える。→さっくり感が出るように油分を加える。 
＊形を変える。→○○サブレのような大きな 1 枚型にする。 
＊おからの配合方法や量の検討。→カットする時の崩れ、パサパサ感を減らすことができないか。 
＊別のものを取り上げる。→ビスコッティにこだわらず、例えばしっとりした焼き菓子の試作も進めて

はどうか。 
セミナーではもう一つの「こどもクッキング」のプロジェクトも並行して進めているために、時間的なゆ

とりが無かったこともあるが、次年度も同様の状況であるため時間配分等にはしっかり検討したい。 
今後は別の焼き菓子も視野に入れつつ、授産所等への製造依頼に向けての取り組みも検討して

進めていく予定である。  
  以上  

「ベジタりん娘」市場調査アンケート結果  

●アンケートの結果● 　　7月、8月実施
シソ（大葉）入り 7月17日（日）10:30～15:３0頃　実施  （人）

人参とﾁｮｺﾁｯﾌﾟ入り 8月13日（土）10:00～12:40頃　実施

野菜の味は活きてますか？ はい　４７ いいえ　　７
野菜の量はどうですか？ ちょうどいい　４５ 多い　　２
おからは気になりますか？ 気にならない　５１ 気になる　　１
硬さはどうですか？ ちょうどいい　４１ 硬い　１３
形は食べやすいですか？ 食べやすい　４７ 食べにくい　　1
甘さはいかがですか？ ちょうどいい　４３ 甘すぎる　　５
販売されたら買いたいですか？ はい　３６ いいえ　１６
お飲み物と合いますか？ 合う　３８ 合わない　　６

野菜の味は活きてますか？ はい　１９ いいえ　３９
野菜の量はどうですか？ ちょうどいい　３６ 多い　　１
おからは気になりますか？ 気にならない　５７ 気になる　　３
硬さはどうですか？ ちょうどいい　４３ 硬い　１９
形は食べやすいですか？ 食べやすい　５３ 食べにくい　　３
甘さはいかがですか？ ちょうどいい　５８ 甘すぎる　　２
販売されたら買いたいですか？ はい　３７ いいえ　１８
お飲み物と合いますか？ 合う　４６ 合わない　　２
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豊橋の祇園祭を考えるプロジェクト 
 

担当  今泉 仁志     
 
１．プロジェクト概要 

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災の後、全国に自粛ムードが広まる一方で、祭りなどによって活
性化をはかろうという動きがあった。今年、全国の夏祭りはどうなるのだろうか。祭りは、街の活性化と
どう関わりがあるのだろうか。そんな問題意識から、地元豊橋の代表的な祭りである豊橋祇園祭を題
材にして、研究してみることにした。 

 
今回のプロジェクト運営を通して、学生に学んでほしいことは、以下のとおりである。 

 
・ものごとを進める上で、プロジェクト的発想が大いに役立つこと 
 （１）計画することの重要性 
 （２）全体を見通し、段階的に進めていく考え方 
 （３）PDCA サイクルを回すこと 
 （４）メンバー間でコミュニケーションをとる重要性 
 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
・プロジェクトにおけるタスクの考え方を教え、考えられるタスクを以下のように皆で書き出した。 

・今年の各地の夏祭りの実施予定、例年との変化をネットで調べる。 
・京都の祇園祭を調べる。 
・各地の祇園祭を調べる。 
・豊橋の吉田神社祇園祭を調べる。 
  手筒花火、打ち上げ花火、頼朝行列 
・今年の吉田神社祇園祭はどうなるのか。規模はどうか。 
・祭と町内会との関係 
  どういう形で、祭りが維持されているのか。 
  町内の人は、どれぐらい熱くなっているのか。 
  自営業の人、サラリーマンの人は、どうかかわっているのか。 
  今後も受け継いでいかれるのか。 
  何か、課題はあるのか。 
  町内会の人の話を聞きにいく。 
 ・実際に手筒花火の見学に行く。 

 タスクを分担して調べるように指導した。 
・iPad の「プロジェクト管理システム」を活用した。必要なタスクをアップし、議事録を記入したり、資料
ファイルを保存していった。チャット機能も活用し、メンバーの意思疎通をはかった。 
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３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
３．１ プロジェクトの評価 
 手筒花火奉納の日である 2011 年 7 月 15 日（金曜日）を目標にして、プロジェクトを進めた。目標
の日時がはっきりしている点では、やりやすかった。プロジェクト活動の時間が限られているので、ゼミ
時間外の情報収集は、教員が手助けした。iPad を活用し、情報共有が円滑に進められたのはよかっ
た。 
 
学生の感想をいくつか列挙する。 
・祇園祭というものが、新鮮に感じられた。 
・手筒花火は、まわりで見ている人達との一体感を感じた。 
・手筒花火の見学は、人が多いし、暑いし、蚊に刺されるし、大変だった。 
・豊橋伝統の手筒花火はこれからも続けていってほしい。 
 
プロジェクト運営の課題 
・学生に積極的に関わらせるのは大変である。 
・ゼミの時間（水曜日１限目）と課外活動のバランス 
・学生間の温度差、協力関係の確立 
 
３．２ プロジェクトの改善点 
・豊橋の祇園祭は歴史が古いので、いまだに「男の祭り」の面が残っている。特に、手筒花火につい
ては「女人禁制 」の面が強く出ていた。そういった点からは、女子学生向きのテーマではなかったかも
しれない。 
・人混みが嫌いだったり、花火もそれほど好きでない学生がいた。 
 
来年はまた別のテーマを検討したい。 
 

■以上。 
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「ライスフラワー」プロジェクト 
 

担当   木下 賀律子    
 
１．プロジェクト概要 
 日本の食料自給率は４０％程度にまで低下し、食生活の変化に伴い我が国の主要穀物である米
の消費量もピーク時の半量になるなど、日本人のコメ離れは確実に進んでいる。 
地元、三河・遠州地域は、日本最大の農業生産拠点であり、「地産地消」の動きは盛んである。近
年米については、微細粉に加工する技術が開発され、従来小麦粉で作られていた食品のほとんどを、
米粉ならではの長所を活かす形で作ることができるようになってきた。 
 本「ライスフラワープロジェクト」では、「米」を主とした料理や、最先端の技術でつくられる「米粉」を
利用した料理・スイーツの調理法を研究し、創造祭においてその作品展示やレシピを広く一般に公
開するなどの活動を通して、「米粉」の魅力を広め、ひいては「米」の消費拡大に寄与することを目的
としている。 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
 本プロジェクトの実施にあたっては、学生が自ら進んで活動し、いろいろなアイデアを出し、メンバー
全員が協力し合いながら成果をあげることに留意した。 
 

普段のプロジェクト活動で留意した点は以下のとおりである。 
・辛抱強く練習すれば、調理技術も向上し、それが自信につながることを経験すること。 
・調理から片付けまでの段取りを考え、手際良く行動できること。 
・最終的な仕上がりをイメージしながら、途中のプロセスを仕上げていくこと。 
・素材の違い、種類によって味や仕上がりにどのような結果が出るか、理解すること。 
（丹波産と北海道産の大納言小豆を煮て､餡の色､艶､テクスチャーを比較するなど） 
・切る・煮る・焼くなどの基本調理の再確認。料理と五感の関連について学ぶ。 
 

米粉フェアに向けてグループワークとして留意したことは、以下の通りである。 
・お米の料理、米粉の料理、米粉スイーツの各分野をどう分担するか 
・お互いに各自のテーマを研究し、グループでレシピの共有化を図る 
・最終表現としての作品のディスプレイをいかに効果的に演出するか話し合う 
・ポスターの作成（チラシ・案内含む） 
・調理室全体及び廊下の飾り付け方法 
・料理講習に向けてのメニュー検討、わかりやすいレシピの作成 
・料理講習のリーダーとなるための練習（調理法の把握 ・話し方 ・声の大きさ・間の取り方 ） 
・当日のタイムスケジュールの作成について、意見を聞く 
･材料注文の仕方 （重複する材料については、話し合いの上で共有する） 
・それぞれの米料理について調査研究（Ａ３の用紙にて発表 ）し、困ったことがあれば、助け合う 
 

米粉フェア当日は、お客様を迎える側として、明るくにこやかに親切に接するように指導した。 
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・会場全体の雰囲気をなごやかで、にぎやかなものになるように皆で努力した。 
・小さな子どもも含め家族全員を受け入れ、楽しんでもらう事が出来るようクイズなども取り入れた。 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
３．１ プロジェクト実施に対する評価 
 これまでの発表は、調理作品の展示と調理方法のデモンストレーションを主とした作品展であった。
しかし今回は、「SOZO ＣＯＯＫＩＮＧ STUDIO」と銘打って、来場者にもデモを見ながら実際に料理
講習会に参加して頂いた。 
講習会後に業者から無償提供して頂いた米粉を差し上げ、家でも手軽に米粉調理が復習出来るよ
うに配慮した。何よりも､全員で和気あいあいと楽しく実施出来たことが、最も喜ばしい点である。 
また本学で調理師を取得した卒業生達が、顔を見せてくれるよい機会にもなっている。 

プロジェクト参加学生の感想で象徴的なものは、「自分たちが調理する楽しさを、お客さんにも共
有してもらえたと思う。」というものである。 

その他 ､参加学生の全員が米粉講習会のリーダーを担当したことから、「皆の前に立った時､緊張
感で足がガクガク震えたが、馴れるに従い人前で話す快感を味わうことが出来た」という意見もあっ
た。 
 

創造祭の「お米フェア」に対する参加者の意見をいくつか紹介する。 
・手軽にできる料理であり、普段のメニューに加えてみたいと思った。 
・難しいという先入観をもっていたが、実は簡単にできることがわかった。 
・小麦粉に対して、アレルギーを持っている子どもに良いと思った。 
・説明を聞くだけではなく、実際に作ってみて、よく分かり理解できてよかったです。 
・目で見て楽しめ、調理に参加して楽しめ、食べてみて楽しめ、とても楽しかったです。 
 
３．２ 次年度に向けた改善点 
・今回初めて実施した、「参加者にも実際に作ってもらう」という企画は大変に評判がよかったので、

来年度も踏襲したい。 
・次年度は、テーブルコーディネートの技術も含め、「米粉のスイーツとお茶 」といったテーマを考えて

いる。 
・今回は手土産のスイーツなどを用意したが、模擬店で売ってほしいという要望もあった。学生の労

力も考え検討してみたい。レシピと共に販売すれば、米粉普及により役立つのかもしれない。 
・個別のテーマでの講習会開催の希望があったので、検討してみたい。 
 

■以上。 
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防犯プロジェクト 
 

担当  千賀博巳 中島 剛     
 
１．プロジェクト概要 

学生たちが生育暦を振り返る中で、人との係わりの中で働いていく意識が希薄になっていることが
わかり、人のために働く意識と意欲の向上を図ることが必要であると考えた。そうした中で地域の安
全・安心のためにどのような取り組みができるか検討し、防犯ボランティア活動を一つの目標とするこ
とを決めた。防犯ボランティアチームを発足し、その活動を通じて地域の安全・安心に貢献するととも
に、自ら働く意識と意欲を高めることを目標とした。 

 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 

本プロジェクトの実施にあたっては、学生が自ら進んで活動することを重視し、今まで自分が係わ
っていなかった社会を知るとともに、社会で働く人との交流を通じて学生自身が成長できることを目
標とした。 

防犯チーム CTS（Clean Team SOZO）を発足させ、多くのイベントに参加したが、当初の目標で
ある「人のために自分は何ができるか。」というボランティア精神を学生が常に持って行動できるように、
指導助言をした。 
  
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
３．１ プロジェクトの評価 
 学生は大きく分けて二つの活動をした。「学校周辺の地域の安全・安心に寄与できる活動」と「防
犯チーム CTS の活動」である。 
 学校周辺の地域の安全・安心に寄与する活動では、地域を巡回しながら清掃活動とあいさつ運動
をしながら地域の人との繋がりを大切にするとともに、地域の防犯上気をつける場所などの確認をす
る活動を行った。 
 CTS の活動では、駅前での防犯キャンペーンや少年の立ち直り支援のための農業体験活動に参
加するなど、今まで学生が経験することのない場面や多くの人たちとの交流を通じて、幅広い地域の
人との交流が図られた。 
 以上の活動を通じて、当初は遠慮がちであった学生がより積極的に行事に参加するようになるとと
もに、多様な価値観の多くの人との交流を通じて、学生自身の社会性と価値観の構築に役立った。 

学生の感想にあった「さまざまな活動を経験するなかで、私は防犯対策のチラシ配りや呼びかけな
ど、小さなことの積み重ねが地域の安全・安心という大きなものに繋がると気付きました。」は、このプ
ロジェクト活動にとどまらず今後の生活のなかできっと生きてくるものと思われる。 
３．２ プロジェクトの改善点 
 防犯プロジェクトの活動は、授業後の夜６時、７時からや土曜日、日曜日での行事が多かった。この
ため、学生のスケジュールの調整がうまく行かなくて参加者が少ない行事もあった。年間の予定表が
早めに決まれば、学生たちの活動もより計画的かつ積極的にできると思われるので、来年度は年度
当初の計画をしっかりしていきたい。 

また、今年度は CTS の活動が多かったが、来年度は地域の巡回活動を充実させながら地域の防
犯マップの作成をするなど、地域の人たちとのつながりを重視した活動をしていきたい。 
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防犯プロジェクト 
 

担当  千賀博巳 中島 剛     
 
１．プロジェクト概要 

学生たちが生育暦を振り返る中で、人との係わりの中で働いていく意識が希薄になっていることが
わかり、人のために働く意識と意欲の向上を図ることが必要であると考えた。そうした中で地域の安
全・安心のためにどのような取り組みができるか検討し、防犯ボランティア活動を一つの目標とするこ
とを決めた。防犯ボランティアチームを発足し、その活動を通じて地域の安全・安心に貢献するととも
に、自ら働く意識と意欲を高めることを目標とした。 

 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 

本プロジェクトの実施にあたっては、学生が自ら進んで活動することを重視し、今まで自分が係わ
っていなかった社会を知るとともに、社会で働く人との交流を通じて学生自身が成長できることを目
標とした。 

防犯チーム CTS（Clean Team SOZO）を発足させ、多くのイベントに参加したが、当初の目標で
ある「人のために自分は何ができるか。」というボランティア精神を学生が常に持って行動できるように、
指導助言をした。 
  
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
３．１ プロジェクトの評価 
 学生は大きく分けて二つの活動をした。「学校周辺の地域の安全・安心に寄与できる活動」と「防
犯チーム CTS の活動」である。 
 学校周辺の地域の安全・安心に寄与する活動では、地域を巡回しながら清掃活動とあいさつ運動
をしながら地域の人との繋がりを大切にするとともに、地域の防犯上気をつける場所などの確認をす
る活動を行った。 
 CTS の活動では、駅前での防犯キャンペーンや少年の立ち直り支援のための農業体験活動に参
加するなど、今まで学生が経験することのない場面や多くの人たちとの交流を通じて、幅広い地域の
人との交流が図られた。 
 以上の活動を通じて、当初は遠慮がちであった学生がより積極的に行事に参加するようになるとと
もに、多様な価値観の多くの人との交流を通じて、学生自身の社会性と価値観の構築に役立った。 

学生の感想にあった「さまざまな活動を経験するなかで、私は防犯対策のチラシ配りや呼びかけな
ど、小さなことの積み重ねが地域の安全・安心という大きなものに繋がると気付きました。」は、このプ
ロジェクト活動にとどまらず今後の生活のなかできっと生きてくるものと思われる。 
３．２ プロジェクトの改善点 
 防犯プロジェクトの活動は、授業後の夜６時、７時からや土曜日、日曜日での行事が多かった。この
ため、学生のスケジュールの調整がうまく行かなくて参加者が少ない行事もあった。年間の予定表が
早めに決まれば、学生たちの活動もより計画的かつ積極的にできると思われるので、来年度は年度
当初の計画をしっかりしていきたい。 

また、今年度は CTS の活動が多かったが、来年度は地域の巡回活動を充実させながら地域の防
犯マップの作成をするなど、地域の人たちとのつながりを重視した活動をしていきたい。 
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プロジェクトテーマ 
 

担当   寺本和子           
 
１．プロジェクト概要 

愛知県の東三河地方は、多様性に富んだ地形を有し、その結果、東三河の自然もまた多様
である。しかし、これら多様な生物の現状は決して楽観できない。生息地の破壊、生物種の持ち
出し、また逆に生物の持込または侵入、地球温暖化の影響等々、東三河の自然にも変化の兆
しが見られる。 

私たちプロジェクト参加者は、ＮＰＯ法人東三河自然観察会の指導を受けながら、まず、東三
河の自然の現状を知ることに努めた。その後、地域の人たちを中心に、自分たちの知りえた情報
を伝え、少しでも東三河の自然を守ることにつながればという期待を持って、ホームページを立ち
上げ、観察結果を公表した。 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
 実際野外へ出て、自然を肌で感じてもらい、自然を身近に感じ、自然に感動する感性を養うことに
努めた。 
 ホームページの作成に当たっては、基礎的な技術については教えたが、デザイン等はすべて学生
たちに任せた。 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
 学生の野外での自然観察の機会は３回しかなく、観察当日は楽しんでいた様子であったが、自然
に対する感性が養われたかどうかは疑わしい。 

また、社会人としてのＮＰＯ法人東三河自然観察会の人たちとも交流の機会があったが、人格的
な影響を受けるまでには至っていないと考えられる。今後は、より頻繁に交流を図るように努めたい。 
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プロジェクトテーマ 
 

担当  長谷川 正志           
 
１．プロジェクト概要 
①全員で合格を目指す「医療秘書検定」 
②韓国医療視察 
 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
①については、授業、補講、個別学習を実施した。 
②については、ゼミの授業の中で韓国についての基礎知識を教えた。 
 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
①については 10 年間実施、②についても今年で 5 年目ということで、新規のプロジェクト企画という
事ではない。今後についても新規にプロジェクトを立ち上げるつもりはない。 
 
 
 
 
※ページ数の制限はございません。 



- 175 - 

持続型職業人 SOZO プロジェクト 

成果報告書（教員） 

1 

 

医療機関の貼り紙適正化プロジェクト 
 

担当    細谷 邦夫       
 
１．プロジェクト概要 

本年度から文部科学省に、本学の「持続型職業人 SOZO プロジェクト」（以下ＪＳＳＰ）
が採択され、以下のような取組を実施することとなった。  

・メンタルタフネスの育成  

・実践的スキルのブラッシュアップ  

・ユビキタスキャンパスの始動  

・大学コミュニティを活用した社会人基礎教育の展開  

このうち「実践的スキルのブラッシュアップ」について、細谷セミナーではＩＴを活用し
た医療事務をテーマとしているので、実際の医療機関にお邪魔して、医療機関にも患者さ
んにも役に立つことが無いかと考え、本プロジェクトを立ち上げるに至った。  

医療機関内の貼り紙はたくさんあって見た目にも汚いだけでなく、患者さんに対する情報伝達とし
ての役割も果たせていないという印象があった。 
 ＪＳＳＰではＡ１サイズが印刷できる大判プリンタを購入したので、これを活用して もっと患者さんに
見易いような貼り紙にできるのではないかと考え、以下の医療機関の協力を得て、どのようにすれば
いいかを考えることにした。 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 
 貼り紙を考察する事前準備として、院内掲示に関する関連法規を勉強し、法的に必須とされる掲
示内容について学んだ。 

本プロジェクトで学生に学んで欲しい事として医療事務実習だけでは得られない経験をするために、
「患者目線」に拘った。そのために、まずは協力医療機関を訪問し、実際の貼り紙がどれだけあるか
を確認し、患者さんの立場になったときに本当に見やすいか、本当に必要な情報かを踏まえて、検
証することとした。 
 現地調査の結果、同じような情報、即ち料金に関するもの、医療機器に関するもの、院内でのお願
い事項等のグループに分け、担当者が貼り紙のデザインを考えた。 
 
 留意した点としては、自分が患者だったらどう思うかを常に意識させ、極力学生自身の頭で考えさ
せることであった。 
 情報の分類は学生だけでは難しい部分もあるので、折を見て助言はしたものの、殆どは学生達自
身で作成できた。 
 
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
 前述のとおり、折を見て助言はしたものの、殆どは学生達自身で作成することが出来た。当初は相
当助言をする必要があると考えていたが、言い意味で裏切られ、学生達の底力を感じることができ
た。 
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 成果発表においても、当ゼミナーだけでなく、全ての学生が同等と発表する姿に、教員が学生には
出来ない、と勝手に思いこむことがどれだけ学生達をスポイルしていか実感した。 
 来年度への課題としては、自分自身ももっと学生の力を信じるということと、医療機関への実地調
査等の時間配分を再考することである。 
 特別研究セミナの限られた時間で実施するため、医療機関へのフィードバックが思うようにいかず、
医療機関にもご迷惑をかけてしまった。 
 今年度やり残した部分もあるので、後輩に引き継ぐ形で、継続する予定である。 
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プロジェクトテーマ 

「Ｉ    ＲＯＺＥ プロジェクト」 
担当  村松 史子   

 
１．プロジェクト概要 

東三河の代表的な産業でもある花農家（薔薇園）と連携をして地域の産業の実態を知る
ことを基本としてプロジェクトを考えた。  

薔薇は学生にとっても興味あるものと考えられ、の販売促進の学生コンサルタントを目
指し、販売の工夫・利益を得る事の大変さを体感し考えさせる。  

その実施内容として  

①新鮮な薔薇の販売ルートを学び地産地消のシステムを考えさせる。  

②ＳＯＺＯブランド商品のマネジメント。（新商品の開発）  

③バラについての研究を学園祭に発表し、販売をする。  

④学生の自主性を育てる。  

⑤売上利益を東日本大震災の復興義援金とし、寄付を行う。  

＜外部提携先＞ 
・「Watanabe Rose Nursery」渡辺農園 渡辺 真臣 氏  

    〒441-3602 田原市八王子町道上１８ ℡ 0531-37-0117 

・ガーデンガーデン株式会社 坂井 奈津子 氏 
     〒441-3147 豊橋市大岩町字境目35-8     
 ・LACLE FLORISTS  代表 市川 香織 氏  
     〒440-0896 豊橋市萱町 14 八千代ビル１F 
 
 
２．プロジェクト実施の指導方法・留意点 

田原市の薔薇農園とプロジェクトを組む場合の大きな問題として、豊橋・渥美間の
距離があった。問題を解決するためにはどうしたら良いかを初回のプロジェクト会議
に投げかけたところ、学生たちが「ブログ」での情報交換を提案してきた。  

５月下旬にブログの立ち上げをした。その｢ブログ｣を通して渡辺氏から薔薇の生育
状態や現状の咲いている薔薇の写真などが書き込まれた。リアルタイムに情報が交換
出来、学生たちにとっても身近に薔薇を感じることが出来た効果的な方法となった。  
 また、現実に薔薇園の見学をする事によって、学生たちが薔薇に対する想いを深め
る結果となり、今後何に取り組めばよいかが明確になった。  
 
３．プロジェクト実施に対する評価・改善点 
３．１ プロジェクトの評価 
 このプロジェクトは、学生が自ら発想し、実行することを目的としたことから、指
導は、助言程度を心がけた。その結果、学生たち全員が一丸となって計画、立案、実
施し、成果発表につなげたことが何よりの成果と考えている。  
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 さらに「学生同士の信頼感や仲間意識の深まった」「接客が向いてないと思った。薔
薇を売る体験を通して、仕事とはどういうものかを知ることが出来た」「協調性もつい
た」「リボンの縛り方は最初は難しかったが簡単に出来るようになり嬉しかった」など
の声が上がり、仕事への興味が沸いてきたことが感じられた。  
 また、「Watanabe Rose Nursery」渡辺農園の渡辺氏、ガーデンガーデンの坂井氏、  

LACLE FLORISTS の市川氏等の無欲の協力が得られなければ成り立たなかったと思ってい
る。その結果として、当初の目的、渡辺、坂井両氏の厚意をいただき売上金全額 20,460
円を東日本大震災復興支援として寄付。最終目的を果たすことが出来た。（中日新聞：24
年１月 12 日付に掲載）  
 
３．２ プロジェクトの改善点 
 ・ 薔薇の販売に貢献すると伝えたが、取組内容を明確に告げられなかったこと。 
・ 「青い薔薇」の販売のみにとどまり、新たな発想まで進められなかったこと。 
・ 学園祭には、提携会社の負担が大きかったこと。 

などを今後の課題とし、長期のプロジェクトと考えてとり組んでいきたい。 
 
※ページ数の制限はございません。 
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愛知県三河繊維技術センター 

飯田市立病院 

S．I．plant 

NPO 法人 インターネットラーニングアカデミー 

（株）エフエム豊橋 

小野田内科 

小畑耕一公認会計士事務所 

蒲郡市民病院 

（株）キューソー流通システム 春日井営業所 

（株）サイエンスクリエイト 

（株）サーラコーポレーション 

総合病院三原赤十字病院 

（医）田中会西尾病院 

東京医科大学八王子医療センター 

鳥取赤十字病院 

豊橋観光コンベンション協会 

豊橋市教育委員会教育政策課 

豊橋市企画部広報広聴課 

豊橋市企画部政策企画課 

豊橋市産業部産業政策課 

豊橋市企画部シティプロモーション推進室 

（福）豊橋市社会福祉協議会 

豊橋市総合福祉センター あいトピア 

豊橋商工会議所地域振興部地域振興課 

豊橋商工会議所青年部炎の祭典委員会 

豊橋筆振興協同組合 

南部デイサービスセンター 

日本ゼネラルフード（株） 

東三河障がい者しごとセンター 

広島国際大学 

ヒロタ(株) 

（株）平松食品 

（福）福寿園 昭和の里 

（有）筆匠 榊原 

（株）ブレインシティ 

（医）鳳紀会可知病院 

（医）宝美会綜合青山病院 

本多電子（株） 

（医）元町病院 

（株）物語コーポレーション 

ヤマサちくわ（株） 

（医）栗山会飯田病院 

老人保健施設 明陽苑 

（株）ワルツ 

愛知県豊橋警察署 

（株）イシグローイング 

エイティエイト（株） 

エイティエイト（株）春日井工場 

NPO 法人 東三河自然観察会 

ガーデンガーデン（株） 

こども未来館 ここにこ 

豊橋祇園祭奉賛会 

豊橋市民病院 

西田メディカルクリニック 

福井脳神経外科 

LACLE FLORISTS 

リトルバード 

ワタナベローズナーセリ 

（敬称略順不同） 
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